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序

この潤企報告内は、佐ft県教行委U会が水臼源開発公団の委，Jl:を
受けて、昭和56年）gから実施している筑後川 F流Ill 水 •Ji業に伴う埋

祓文化財発掘潤査の記録の一部で、昭和60・61・ 62年度及び平成2

年度に発掘副在を行った神埼町 ・.=.III川町・諸貨町 ・千代LU町に所

在する占野ヶ里迫跡・ 太田本村迫跡3区・ 原の町西追跡に1対するも

0)です。

渕行の結朱、弥＇じ時代か ら近世にかけての仕届 .Jり硲等の追構が

明らかになったほか、土硲 • 石器 ・木製品等の当時の袢らしぷりを

lJ:. 々しく伝える多数の追物が/1.l_L:しました。

閥代の成果は本因に詳しいところですが、その内容が学術文化の

向l:に寄りするとともに、県民の皆様が郷土の歴史と文化財を愛し、

守っていくための沢料として広く活用して頂ければ幸いに仔じます。

なお、発刊にあたり、地元の皆様をはじめとする関係各位から賜

った深い御理解と多大な御協力に対し、心から屈く御礼申し上げま

す。

平成6年3月

佐買県教行委日会

教ff長
堤 清 行



例 言

I . .t,: 報l-4,りは筑後HI卜沿UII水巾菜に伴う・1哺／，悶代のうち．昭和60・61年度及び平成2年疫に

発化i;i1ftを1,った神埼1祁.=:111川町 ・ 神埼町所在の古野ヶ 'H迅跡、佐竹郡，閉,;~111f ,~{(If)太DI

本H迫跡31メ．、神埼郡T-代ILIPlf所(£の原の町西辺跳の、~11'1:報告、りである

2. 発掘，meは水沼源開発公団の-t',1Eを受けて佐行県牧ff委r:i会が'.M施した．
3. 発掘,11在にあたって， 二□I /II町 ・ 神塙町 ・，ir.·1;s11r • 千代田町の各教-(/委U会・ I:.地改良，殴

並びに地）Cのh々 の協）Jをr.1た。

4. 本·,•iの執令化分111は、次のと おりである．

0太UJ,t,:H迫跡3lx'.111-I. 追栴．．．必湘哲郎

0第Jf,'t,l¥Hfの慨要.!ilの町西氾跡11-2追物 ・' .川晶I)麻理(・

〇 その他 ・• ・rlilll沿文

5 . • ~h't, 記緑の整雌と報辟＇！作成fl;菜は,~沼県文化IH,深で行った．

迫J/1/C½測：梅野澄,.. ~It内!Ji光 ・ 東中川忠美• 宮式.if.登 ・三好文7-.森山そぷ

迫物整開： Ill小ハルミ・ 中島又l!i三 .•I• 村＇二ff¥:'馬場舷 f・ ~ 利Xlf¥:f・111,l,:Xlf¥:・f 

迅物実測： ,,, 川沿文 ，冶JHH・梅野沿y.• il: 島又忠＋・腹f知災・神111沿f・久保舷枝 ・

l:i祉光7・..f.\ 谷も’子 • 三好文了''山1―I美佐了'・i[fJIIJリI7 .. 詑IJl¥'i{・ ・ 光行逸{--

村＇胆 -({(・. ,'/HI雅f

製 図： rli川浩文 -mmぶ{・・ir.t/oll/Ulf-・約Ill啓｛• ・光f-i逸(--三.H文子 ・村!.l¥ff了'・

1l1r:1没佐f

迫l,'1/写 l'.t船影 ： 東•1•111忠又 ・宵武It登 ， 森JIH:ぷ

迅物・r;:1'.{船影：,!, 川沿文 ，,1i1'l栄了.'(,ぶ瀬哲郎 ，久Ll1品'.l!・I公,r;直f
.,,. 真現i象焼け：忠木侵 f ' ~祁`｛栄f

6. 報白，り作成に際してド記の方々から指ltl・llli,i・ 協））を引た。

父駆剌t•J . 1,t野，、~iii ・ヒ[II忠昭・磁水i'.l紹・宮武 ,f..U. 森[II孝ぷ ・r'f4健 -

（舅胚J,;J,数祢略）

7. 迅構は辺跡加：述番号を付け、 so:11:1,, 跡、 S£ :JJ:p、so:洞、 SK:I: 磁 s

., : 疫棺位、 SP: I澳岱~;. P, Pil: It穴.,,ヽi(.S X : ,f渭l迅哄の略乃をru,ヽて襟ぶした．
8. ・I法の及ボにIllいた,μ位は、辺構がm,氾物がcmである、

9. Ii位は. km本:u追蹄が11\~、lt(G.N .l 、 他は総て磁Itであ る。

10. 追物:J,il附l図のうち.I折1f1i喰りit'lしは須．屯笞、 llli1面トーンはJl器器f(,jトーンは！，I！色1涸あ

るいは赤色rl/i料守を捨布したものを必す

II. なりの編箕は、（「蛤1f.{'II)協）Jをr.1・c.dill!・JII甜lが行った
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講査の概 要

調査の概要

1. 調査の経過

筑後Ill ―F和II水 •Ji菜 (fセ買束油り水路 ・ 大·tJlll幹線水路）に ff う ）り！祓文化財~rttは、昭和56年

度から始まり、関係,Ii町Hは（左r!rl,.I左wn湿塙町.~l1Jf.f lnl~l•I~ 町・ ニI.LI川町 ・ T--f~I IIIUf. 三

投Jl;f.ll~t,送安町・ I;約町の Irli 6町に及んでいる．

このうち．発掘，Jl1'f.を行った地区については、整理作笈が逍み次第賢i次船与，りを111行してき

ており．これまでに3flいを作成した。 今fillは •I !Rtrlにあたり、平成2年）SI: までに発掘，l!i'tを1i

った地1メ．について報告を行う．

今厄1報代を行うのは、昭和60 (f-JJt潤在の神l~llf.'.~郡迫蹟4Iえ、 lじ間16I 年）父，~11'f.の二1+1111

町，'iffヶ'.l!fi;f如追跡・，Jr.Wlf太m.;:村迫跡31人 'I'成2年）Jt,)り・fi.ll)bifの町内迅跡の-1辺蹄に1関

するものである ． このうち、神悶町馬郡迫跡 4 区 ・ そI ll川町市'f ヶ '.l!GJ袋辺跨につl ヽては、 l~J

fil62-63年にかけて行われた神塙J:菜団地に係わる発掘洪代により 一述の氾跡であることが1,1
らかとなったため． 神）がC笈閲地，~11'f. li寺の汎代区；りJIJ に1!11 して、 iii/ 行を 「占'Jf ヶ !I!地1メVIメ:J.

後行を 「ヽ'i'fヶ出丘陵地区UI区」とし、 i,r,j7fを包括して「古野ヶ'llJi'I跡jとして報告する．

平成3年）父以降の，irnについては、 'I勺皮3年度に上絲IUftJj所：：：：本松迅粉(760rn')で発掘潤在

を行い.I住釣Ii久保泉地区.c=.lll川町,,,部地区で確認，;111:ff.をjjった。平成..り湛tは三田川町 F

'(1杖迅路(980ni') で発掘，~rn を 行い、 北；文安IUJT· '.采地区で確認.}11'f.を行った0 また．平成5年

度はIH/,li久保泉1H部地区・ ニIll川町•I•部地区で臨認，渭社を行った

なお．平成3年度以降の、l,rtについては次(11)に報告を行う

2. 調査の組織

［発掘調査）

謂査主体

佐r,し!,',枚ftなしl会

事務局

総括 ．ぷ岐貨文 ltt'i県教if長(Jl/j.fll60-・J嫌 2年度）

~m 北+,「→代文化課長（昭和60・61年I!!')

-2-



l:itl 忠平・ 文化11-t;浪J,l:(平成2年度～）

次長 必屈忠'I'- 文化諜参,],(昭./1160年良1)

/~Jfi 序月： 文化，Ill妹Dl'r.(昭和60・61年度）

窮~ji 汲幸 (II/J./1160・61年度）

,.,,,j,f[I 収泊 文化財諜長補佐 （平成2年収～）

1lrn 1'1¥ 、, （平成2-4年度）

庶務含It 1,:j地文夫 文化諜庶務企両係長 （昭./1160・61年1ft)

調査員

,kl公 ~II久

111 F lr'Jc 

濱,ti,'1 f-

小林 宵ff

詑In 191及

松漸仏

’‘ 

’’ 

’‘ 

” 

’‘ 

’’ 

('I'成 2年Ill'-)

J:lt (昭./4160・61年度）

，， （平成2年腹～）

、、 （平成2--1年度）

主,,,(昭-11160・61ft遁rJ
,, ('I'成2--1年度）

関fi_t/T:* r: Jり 文化，；限文化財',}1ft.第二係此 （昭,fil60・61年腹）

屈illirr応 文化11-t諜，H在係1~ ( 'I'成 2 年度ー）

綱査の概要

潤在しi 東ヽ,,川 忠美

森Ill !,'! 芯

宮武 ，E登

帷irli/Alll:J・ 

陣rAJ tli光

文化諜文化財潤fi.第二係 文化財保没：l:'l'(昭利61年度）

［報告書作成：平成5年度］

事務局

“ 

“ 

総括 堤沿u f左t'{I!,し枚ff委U会

l",)此 沿i島，悶J! 文化財，課長

次長 ,,, 叫 II U治文化財諜l~llli佐

瀬戸 廣lりI ,、

庶新会，＂ ＊松 #I久

濱ff ii'I f 

鷲鱗義彦

池Ill 学

調査員

文化諜庶務企画係長

t-rc 

!:ft 

l: 'l• 

, !11ff.1,I壬，凶治11fr印文化lit諜，りrn係及

-3-
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関査の概要

JIii, りl麻l'llf- 文化llt諜，l1M.係 文化財I糾伶 t•Ji

rfi川 沿文 “ 

Ci*が正（・ 文化11-t課咄，：t

［調査協力］

水m~湘l充公l・Hiit後Illド汝川水建設9祈 佐釘県腹林部

神）が町・ .5.111川町・.ir.1:1町・ T-ftlll町各枚(t委U会.I: 地改良，渫地,r:各fヽ'(

3. 発掘調査の概要

吉野ヶ里遺跡

吉野ヶ里丘陵地区m区 (,'i野がl¥l'i'.屈旧跡） ［略μ,:yscJ

所 {f. J也 m釘郡三Ill川町*'i<IIIJS字三本杉
, i1 ft IOI 1111 11.'.U11611f ,1 JI 1411-5 Jl31 II 

, ,1 ft dii 1¥1 900而

迅跡の内容 弥'l,11.\1代の洞 , J(l沿 ·Ll:l•i· .1:桜・ lヽヽ,.,●、奈良時代の I:城

吉野ヶ里地区V区 （馬郡追跡4J,() (略サ ：MG 1-,1] 

9祈 {f. 地 神埼郡~J•J奇町人サ項!l'i< ドの辻

, i1 (t Jg) 1111 l~l.fl160年 8H2GI I-IOH31 LI 

, J1 M. 1f1i M 320nl' 

迫跡の内容 弥11,11.¥代のJ:哄.,,ヽ,・く、 .'-;t(lll.V{¥:の,~店 ・掘ヽ W:ili物 ・J:被・ ,,ヽ穴
余J:¥11.¥'II:の I:堀 ・小穴、鎌介時代の I:城 ・小穴

太田本村遺跡3区 (A:111木村迫跡Ill,() [,;i I J : 0 H M -:l ] 

所 (f. 地 fli. 買郡，Jr.'WUfk'i<.k党・;<太Ill

閥 l'l:)り1111 llif.fll61年9fl IIHI -!OJ l22fl 

，J1 l'i J(ti Ile I. 720ni 

迅跡の内容 ,;:1;'tHH¥:-,1if/111.¥'!¥: のi,'1/.J: 破 ・ 小9・ふ会」~--1'安時代の溝. I: 塙

序の町西遺跡 ［略り..I . I~I ヽ l

,'fr It. 地神塙郡T代Ill町};.'i"I如；n,t; 本松
, J11't Iり11111'l'・J皮3年：lJ-1511-3 ll i 11 

,ll11't 1fii M 62ni 

辺跡0)内容近11!0)消 ・Jl'r1・ l:J腐
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第II章 遺跡各説

吉野ヶ里遺跡

吉野ヶ里丘陵地区III区（吉野ヶ里丘陵遺跡）

吉野ヶ里地区V区（馬郡遺跡4区）

追跡名：古野ヶ1lt丘陵地lメ・Ill1x: [吉野ヶ り:¥fr.陵追跡］（略り・YS G) 

所在地：神埼郡三田川町大字l」」手字：：：．本杉

追跡名 ：吉野ヶ里地区V区［馬郡追跡4IX:) (略号MG1-4) 

所在地：神椅1祁神埼llff大字鉛字馬郡
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吉野ヶ 里遺踪

I. 地理的・歴史的環境 (Fig.I)

fjlり1海沿1氾の蚊奥部にli'. i•'iする佐符'''fは、東は筑後Ill を挟んで筑後'l'·'f と. vりは六角川を

隔ててLI イ·;•v-野と分割される束内約：15km、南北!5-20kmの範lりlに広がる ，その設観的な大き

なt.'/l数はI'd"{'l'JfO)」tll!Iに位；ttするff!知h系の111々と. ((明洵を取りをく広大な沖fit'!'野との

対比であろう このN根1 1 1系ば(jlりli~i沿/jl地域とぷ海濱inijl地状を ,ti北約60kmにわたって脳て

ており.!'-t.'51055.2mのMl!油を始め、印'f,500-800m級の111々が故多く述なり、その），＂盤は I:

に 1Er~mからなる /H'l•f'·Jfにお＼ヽては、このn恨1J.1系 1 1滋部から平野部に向かって。後)91洪

t.i世に形成された段l'r.が 1悧0りに低く J~く幾節も伸びており．その,til',/1はほぼIFI逍341}線を越え

た付近にあたる これらの段Jr:tふ凶(il・,,,,立・OIi立の 三つにI,(ク}され.If. 位lれの），n館1こr:fn/床
堆積物（欧](,/)がJ•/.<)!lift'!し．そのb面には後期洪柏11!.f<り1の火111祈§/Jによる火1l1灰l.'1がイ；整合

に故っている ＂飯111系1t.i汎よljf1!1びる役Iiのt:!1,;;は概ね40-50111をiふl'r.位とするが.NI約11
系の111々はItとも・l'・Yfに接近した部分でも襟，',l,200011前後の名！峻なll恨が述なり.111地と1及丘部の

晶低培は大きし、 これらの段Ir.の1111にば、比較的大きな河川によって形成されたl』M状地が広が

り．さらに小河川は段Ii':.を細か<flillirし恨淮な谷状地形を生み/IIしてtヽる このような段11:と

1,W: 地・谷託平野の沿り返しからなる起fぶこ~;1む地形は. 1-'ir:J..~ llli市の~'-iiiから人:~llllfl,J·近ま

で矧釦 こ品められ、,,,でも占!Jlfヶ'll辺跡を,,,心としたN•J.~町..::111111町、東rtllt./-l. l:t·~ 町囀

•I源町. ~t,'文安町を含むIll神埼郡 · —'根郡付近がltl も発達して t ヽると ，了えよう また.Hf部

と段1吋部は．如/~/iiりにおいてはそのほ囚染によ って1m釦：区別でさるが會段lr.,+i購は漸移0'1

に(Ifくなりつつ平野部に没し..fJl況ではその沿部を視，認することはl:t<I強である この段Ir.部と

•tl'f部との現が-1"91敗になる部分、城原JII ·ITIf・ 川流絨でげえばlり氾34サ松付近よI)1ti側には．

控砧2.0-5.0mの'l'-m低地が1ti北約15kmの輻をJi/って(iiりli/11とのJIiiに横たわる こO)'V・ll!低J也

は河川堆111物と洵進11.rにおける海性粘1この.t1tfl1をI:な成1.¥1としており亀近II!以降にTUiされた

部分も含めて,1;人・な水Lil地：wを形成している．現(Lこの水m地沿にKきな地形ff.J変化を品II>

ることは雅しいが、 ・J,際には微妙な起1人＇をJj-つ複帷な地形がその F1fiiにJ•tt没しており、迫跡の

分{1i・立地と訊クに関わっている

占野ヶ'11,l'l跡c;J:l'i:ri'l''fに1約fiiする什伽H系の支峰、印'G5t5.9mの丸凶111から,tiにfillびか'i

野ヶ'I!段I,:I: を中心に1立れし．そ(/)範1111 は神,.~,祁~,,,奇町、 一:111111町、東fflll村の三つのir政I><.

'にまたがってtヽる、，'1'fヶ'It段Ir.を中心とした城Ji;i川・ lllllll流坑周辺は． （いTl'-'f令体にお

いても打にjrJ跡の分/1虚度が泊(¥地拭であり．それはまた各Ii.¥代にわたっても1;;1様である 城

原川・ Illf・ 川流岐周辺におけるIII 11沿時代の'1,/;r;のIii跡は、神埼町船塚迫跡( I ) 及び東rfl¼H

1h.!m迫跡21え(2)において確品されているー船楳追跡では多数の6沿r.r及び!JlIiが検/I¥され、

{f. 地系の(j沿群と共l'f.してil!II淋l系のナイフ形｛澤が/I¥I: し、 tll,1it'l.il:J路においても、黒11/,!G
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吉野ヶ里遺跡

穀 ，サスカイト製のナイフ形ri芯が應1,して検II¥されている この他 東{fl出tこ塚Iii氾協(3)

ゃ，'iYfヶり関孔跡(4)においてもナイフ形!i沿 ，台形行沿.fり錐状Ii岱令がl<1f1i採紐や後fl!Ol

迅枯への温人によ l•J,'l', I: している 確泌された迅跡数としては ~,だ少数ではあるが.tll泌部よ

り段l'i:I:にわたって、.,,,,亥JりJO)辺蹄が({-(f.してtヽる"'能件は，ふヽ

縄文時代に人っても旧跡の分イIi状況は大きくは変わらない ',!)りの辺跡としては.fり叩文 I・.

沿を作う紐Ii迅構を検/1¥した神」が町．ぷ液屈六本1公泊跡(6)・船塚氾跡0)他、「戦りヶ谷式I:悩」

として学史((.Jに 1.'名な束 ri'l!lH戦場ヶ 谷泣跡(7)がある。 前IQIO>出 ・ \1りII,~段階0)辺物はほぼ

',!JgJo)旧跡と直複して検II¥されているものの、 1,t的には少ないまた. •I渭lについても同Ulで

あり、ぷ漱柑六,t,:I公辺跡など、 111紺部を小心に関,;5,i,:I滋iの小J¥・が幾らか鉱認されてtヽるのみ

である 後期にはl'I形の竪i(IJJ1;がぷ液届パ本1公氾跡や束(flりiHタヶ'I'迅i跡(8)において検II',

されており.tililfは111説部に、後れはt,W,地の/,』,¥沿部近くに、t地する 晩191.1-~ に晩削よの迅

跡については．ぷ油屈六本松迅跡においてI:器棺公が検Illされた他、 111,'iti.il'.l跳 IIx'.,. のIii汎

沖の迅跡におtヽ て確，必例が削えてきているが、なお賓料((,Jにはイ；足して！ヽ る また．船塚迅跡

では1挽lUJl妥千代に位;nづけられるl 'ilf多の翌穴｛郎が I ~屈紺IIされている

弥'J:.時代には迅跡数が召しく削／』lし、分/1iJio!Iも拡人・する 1iillUhli1平に濁る'I::活氾柑は，'i'fヶ

'fl迅跡／女びT-1¥:rll町,lEnl西分ll塚(9)で検II',されているが、佑落としてある程度のまとまりを

兄せ始めるのは1前）QJ.-1<以府である 東l'YUHNlifi動A迫蹄(10).神t~町切灯II迅跡(11)、,'i'fヶ

'I湛｝跡においては前WI,,_-~1 I I JUJ 1llf平にかけて．また少し社れて'11JUhii11''に比沿の影成が始まる

ものとして、東fil!lHI公i;r迫跡(16)・西前IIIA.lll蹟(12)・Hi勁辺跡(13)・klll1Bal跡(14)"F

がやげられる このうち、人規校にlt{I/りしながら後！りまで({-絞する、'If.fヶ'll迅跳や松駆迅粉守

O) j~ 点集落が貨まれる ・Ii、'ilfUJ1iii'f'O)うちに祐動を終えるtJJりII迅跡.A:tll!B迫跡.l" 1 i勁迅

跡守がある またその、'l.地状況につiヽては I:に襟邸15111以1-.0)段l'r.l:ある＼ヽは扇状／也I:ぷ ,';地

するが．神埼町Jll'!.f迅跳r,f.(15)・flllll柳迅跡(17).ある！ヽ は，;Ellt11り分u塚守、探l,':;s.0~7.0mliil
後0)徴必地付近にJMヽY.Hill物を小心とした集紹が形成される。後）91には，'iYfヶ(11迅跡．松11;!追

跡守では人規松なf,;:J沿を巡らしさらに人・きく展開する ,1,io1に形成され後IPIまで(i-絞する的Ii

..+:!.~ 休追跡(IS).~ 輝IIIIA.il'.l粉守の応治，＆められる ・Ji.漸0)/e;迅跡(19).タヶ'l!迫跡,~は後

JOii紛,,より党まれるものである. ~¥ 地については、1ilflPl1iil'r'の吸棺烙が111麗部を,,,心に散(£す

るのみだが、 1iillUJ 悛-~及び 1iif )9床よ り後JgJiiり 1'にかけて照数の~fl'i岱を l'体とする煤地が地域

を1月わず広く'.,}(1iする 大規I',!なものとしては、東rrna-r..:.i i'• 水Ill辺跡(20)・]出Ii心跳 ・I:

＊紅町/i,t,谷迅粉(21)・松b;I追跡・漸0)尾迫跡．及び2,.~ のJtifi:>.~を含んだ ，'i1f ヶ 'I~迅跡があり．

これら0)岱地からは，'f・糾料',,',を始め、多数の｛，り,~品を/1',I:して＼ヽる また．これに対して1i/fl91

後平．あるいは小）~l前 't'か ら,,,間 I11tiの比較的短期間に辺硲を終えるも0)として．束fil!HNり

1iiflllB迅跡(22)・神悶町I'り本黒木氾跡(24)~. 段11:l:o>'l'・JIJ地に貨まれるものと、神J411f々m1

-8-



吉野ヶ里遺跡

北迫跡(23)・ぷ放屈；く小松乙迅跡(25) ~. 1l11Mの籾せ!C恨I".に位-・1するものがある なお.rn 

杵形態は後期,r,r1ら以降には安棺烙からい廣泌・{itil浴へと移行し．その数も汰少する

,, 叩11.v-11:には. •..i,'I: 時代後閉よりり1さ柏いてタヶ'll迅跳・西Iii/DIAil'.I跡・瀬の'~辺跡割IIT'

川流械を小心に，＇渭1り5代rl(iJ91まで集落が党まれる この時JUIには東rrni村1Ki・本杉迅跡(26)・

111, 1,'{'(辺蹄、 神l,l•「MIiS T06, りl/'1(27)等の111筑部．あるいは占'fヶ'll迎跡r,r,等のr:trr.J: に、,,
式の，＇叩が築辺されるが. tl• JV I までは述紐しない ,,,,u, における集始は(fHi本県木辺跡で確，認
されているのみだが.,1;Jl'! の近常w水は :; 111紀後 'l'• -,f.;にかけて.111, 厄部に数），しからなる群を

形成し始め、後期における群即nのMl形となっている。その ・Ii.Ill f-川/iii!域の段丘,iil'~/箪

付近に 01°19 1より後川Iにかけて ,iirM妥IJJJi'l :, J.~を中心としたII逹ぶ!._l;i(i群(28)が形成される．さ

らには611!紬if/ 平代を）克にそのり及椛は ，11,f ヶ 111段lr.f,tlt根に r、:mする、 東行恨村 F ごi iり叱•;

HH29) 、神）岱町fJ•t,塚 ，•;JtWO) ;'l:のぶ液kl古）〇群へと移行するようである 、まな ,,1.野を臨む

Ill汎邸に袂かれるヽIヽ1りれは、 l,Yに(ill!紀後1'代よりその辺裕活動が活発化し.7世紀後平代に

ゼるまでi的)!l(Jを形成する ↓後Jりに位；,V/づけられる.!!!{iiは1iiff¥:より述船せず．り］紺l旧跡・ぷ液

片パ本松辺跡・東 l'Yl!H-ti,11111迅跡(34 ) ・ド fi!IYJ迅跡・タヶ 'II辺跳~- fi1l1iにr.r集i(!を控えた1J1

謝を,,,心に •l地する

奈良11,H~に，旧If ヶ ' I\辺跡は郷 9 所を持つ ~l•J!.i郡に含まれ． ，り'" ヶ 'U伐Ir西開の1'r~!o)m沿1-t

近は郡伽跡とlf出とされている ，'1Wfヶ'll辺跡においても，必波屈 ；・の坪 ・1川のt1'地区では．駅

柑と関連すると思われる．総忙の1,':iJ.ii{tJoll-を含む多数の堀姐暉物が.lll.1111件を持って配j,'(され

ていた状i兄が確，ばされ、また、 H,'1神lt:iJの段l'r.をrfi北にカ ットするl;)J通しが、駅路跡である

ことが19]らかとなった これらは神沿町IIの開1l1fi¥蹟(37)、:imm村辛 l:J/U(35)の((.(£とも

あいまって、''i,,亥地が神J,1郡の小心地であったことをぷ暖する そo>・Ii'.Ill手川を挟んで占

野ヶ'l¥段Ii-.とm.tする :1i1l1段Ii-.I: では．段11:rti,公部に余)~II-~代.'i餃Jけの1及!M.';(40)が築かれ

る他．依WUl-'I'-安時代1ii/JUIO>竪穴m,ir.r.及び大規校な掘11.H'ili物跡詳からなる l:*l町JJj所 ・

本谷追跡"(36)が(1在する なお．この他iililfl氾蹟. f l·if./J迅蹄では古）n時代のものと •f[複 し

て竪穴II胡を I:体とする集沿が形成され、 1ii/r, ば l'-'/,i:11.H¥:l!I頑まで椴紐する 平安時代以降．

神J釦祁はその,,,_.梢性の点さから 'it屯領にII~ り込まれm.~, 1~となったが、 神埼町荒叱u迅跡(38).
そ111/lllllff•I• 杖迫跳(39)で/1',I:した多数の輸人囚紐沿からは、その地刑((,JlT(咲性についても哀

しヽ知ることができる＾なお.'I咳叶代木期には111l-111の I泌域に111岳仏枚~H'.え、・m1位が姿か

れ、昭和53―“年の発掘，)11'1:では経塚・火拌んぶやが発見されている

叫1!.l-? にJti北(,JIJIJ]から '-il町 ・ 骰[!~JUIには．中 111.,t1:1-11によってIr.I凌部は勿品のこと.ilo¥地

fl: の叩l限地においても城館築辺が行われる 前hは急峻な1111/i部を利川する山城で. ~l•I~ 町

，，m 、~'城 (,11 ) などがやげられる 噌 i灸 hはその低湿地性を防御機能に活かしたもので．館の周り

及びその内部まで水を,;1き込み堀と している 神！岱町横武城跡(42)やF代Ill町直瓜城跡(43)な
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吉野 ヶ 里遺跡

どがやげられる また占野ヶ'l!迅跡内には11t'-f城の(((I'が知られており'..,, 野沿を出し骰IiI: 

としヽう if.)也状況におiヽて、 I: 述の両れとはまた異なった（［りIiをぶして！ヽ る

.I' I)'f-1.!t:, 年屯に l:O•f枚ff·Hl会が1l1ft

参9文献 (l)f心 'J!f(ilt:i!l'+J 匹•r文化Ml.'11暉：~.り'!¥IOIJI神叩1111ぼ111:1蹄I

(2)、fJHI•ャ1,11,1,r,辺14H紐iOJ•J ILi隕町1働釦血問祓文化11.•11櫂r.. り (3)~111/f,f/til訟 1983

(3)/illl部這・tllli¥聞1111ぶrhJIHi東ぶ雌r烹l訓旭l!.'l!:[f.う1,;{文化111/t絋恥即，,,1HiV.M飢If:1979 

(4l LIii忠関絢l,',ffi叫神IHl!l腹』加：rrぅ頑嫌9ぽ瓢讚Ii員で駅,,,りl¥l'i!,¥l'lf/fiU令 1叩2

(5)'-<1 ・~-1/oliUぶ印「埠船＊四J♦J 檜Jil•f文化財血駅，.,;i19 島衿叩flltrが1 会 19氾

(6)久tl!1111rr仰収即 ff+t'il¥!l訊 !lt!儡·~ 鵞I准る文11:Hl,11釘僭:'r i llげt~!Ml.filt;: 198.1 

(7)! ヽlllf..も匹血 I北llh~IHlt,:J rrtm•r又rtlU具t糾M第a 訊llllfr,f/§船 I瞬

(8)久代伸汀 fl場JIii+日Jrwrmo妥堪1113.偏＊叉1准る .l:rtl!I具＂観~;fil I¥ 11!.IM tilt仝 198$ 

(9)尼郊lfo'!li鯖ill跨ii.¥./叫llin働県:Ill暉＂磁文化 Ql,11/illll団 1'1',JIH!llflflfit玲 1981

(10)/11111配 [U)爛llifJfll.! 暉11m約的暉仰込文化II屈f漬 置笞6rtJ ftfWtiftt,11:: 1983 

(II) 久U檜ff lJ.11試114'1 U J •HIMJ文化Jl.l!fi鮒＇渇第9'll 東 n11<HIしflf;llt 1985 

02li'/.l:f,M lfflll衛遺躇,ll■J:iJ 檜J~•fZitlll具liAI?,.,神叩f(lff~tt :l 1980 

(13)/i..4,if. IJll'!,f,',ll.JIIJ,¥JIH/t¥文化11,11暉；月，咋61'!!Iげ瀑till/;11~ l9l!J 

(14)11i/i佑次“ 「『JJi,j.!じ-1-i!lrtl 神i~•r文化IUJlll.Al~r.,筍II閉 198., 

(15)久い研 li'i,;'11111潤i+Jt/fM以四l,ltfi恨凡'l笛f,'1, 隻n&HM/fl桧 1郎2

(16ltltl忠J'l!iflり-1'!1¥+il!J.¥!1+rtt¥rlf1受lit I切

(17)ヽi紺'ifll!if悧lltl!li+it.HI! 斯(I舶'IIJIJ酎卸＂＂問 1,11((!1!;';,'JIS1992 

(18)ヽ'i謝rill他r.:.i即；,+船ni+_II.I鳴町1働＊出附‘”贔刀旺1潟li!U~,,り1319!ll 

(19)1i;I~,• 凶 f,'i→•Hむ~, 「t'l~l紐J II.I隕Iii(膚 l頃叫訊込文化訃1氣Ii飢’ヽ,11(3)l~ltt!flfffill~: I郎3

(20HI沿久・1l・1;ur;filUJlli+J IL州餞1111'1鎗求.ill雌!fit.l:fl:Ul,'11濯？；，り(:l)1111&'-flflが1会 1渡l

(21)1/iff!'l!l!U—11.T/IA神J;!li ~llllll•J ・神り町r;if/£する、m,屯即）籍ふ員m糾•,mlll'!!/.l:ltilJI暉~,ii筍 100屯

ltrll.lnlfHI仝 1990

(22lll1刊ピ'111:Ultll.¥糾J<i.ftl>H文化財Jlft駅,.. ,, 第1建 'kn贔Hntlfil松 I~ 泌
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吉野ヶ里遺舒

n. 遺跡の概要

,';'ffヶ'll辺跡は(Yj約1滋より(ti!びる内野

，，里段IiI: を小心として、 神埼郡神埼町・

-".Ill川町・東rflりiHの3町けにまたがり．

その総1/tiMは約60haに及ぶ もともとは

「占野ヶ'I!迅跡」という迅跨1',i'I体は． 「佐

rm迅跡地,-~, 」 q, の神J,~111「*'F' 約·;.:II ,'i、

Fの辻に1ofr(Eする追蹄の名1かであり．迫

跡地l"<II: では．その他 ，•r,f ヶ ' I\Ji;陵追蹄．

III T• ・ 本黒木． •本!.I.凶湛激、ぶ液屈三の 、ぶ涙Ji!:_q))jUJI地J-{

坪 ·IIりの l'I追跡~'fO) 各辺跡が所 {£する 昭

tll61-63年度にかけてIrわれた神埼 ,:業1:n

地開発に作う発掘，lり代では、これらの各迅

跡がn1r.1: を小心として展開する ・述Q)迅
跳であることが1りlらかとなり .JJl (1: では、~1

社IX:を19地I!..にlズ．分しつつ (Fig.2).全体と

しては 「，'i'fヶり！迅跡」と総称している

本報内は筑後IllFil切 II水 •Jilo(佐買東部＃水

路）に(flヽH/f11160年度 ・61年疫に行われた，'i

野ヶ 'I¥旧跡11iの2地点における，l1ti.船＇；•で

あるが｀発掘、U1t'tの行われた段11,~では．そ

れぞれ、.!!}/岱逍跡4Ii. (略IJ:MG 1-11')". 

,'1野ヶ'll.ir.F交迅粘（略け： Y SG)''. とし

て船,,されて！ヽる これらの2地点は. I: 

述の，~1rr1x: 1メ分に閃れば、 tii//'iが「 ，'f野ヶ

り！地IX:VI>(」、後れが rIりjlfヶ'It丘陵地(,(Ill
l~ J に含まれ、本船＇； ，りではこのlな分に従

＼ヽ、，'i野ヶ 'Ii.Ii-.陵地区UIIメ:. ,'i!ffヶ'I!地IX:

V区として龍'rを行う また.,llHi. 内容の

説IVJにあた，，ては、 IHI東部iり水路1月述の

閲t分と 1戊1外地，~rn分のIX:絨とのiJll,;Jを

迎けるため、 ，'iffヶ11¥地l又VI.(における、→~I 

A
 

ぷ波屈IiのIf地区- - -

（） SOOn, 

Fig.2 ,'f野ヶ'Iは迫蹄，l1l'l:I刈¥!l','.t-'<1
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吉野ヶ里遺跡

忙lメ．を「11,'.lれ1601f-J釦引水路，iHclメ．」、，'iff

ヶ'll丘陵地区Ill区における、)Hill!.を 「昭

-/.1161年度＃水路，JHil刈として．あるいは

1olti r, をljlに 「＃水路閥l'tl刈として述ペ

ることとする なお． 「11,:m,は辺跡地図」

I: では、それぞれ、'i'fヶ'I¥辺跡（氾跡地M

爵~Hl1埼町 103 1.2081). ,'I'lfヶ'llrr.陵迅蹄

（追蹄Jl!!J・tllfiサ：：：IJI川町1001.2010013)

に相＇りする ．

,'/ffヶ11!氾跡における埋祓文化l!l発掘

洪 t'f.は、小町'rである筑後川 Fi仰1 .f<•Jr

業(Itri東部引水路）にf1¥うものの他.Iじ1

11155年I!!'.r: Q、し営屈菜）J盤整備 •)(業に 11'ぃ

神 J,~111「教什委U会が ，'i野 ヶ 111.地区VIがこ

っt"て．また、昭和56-571)渡には),1]じ

＜殷菜枯鉗整伽に11丸ヽ． 三lllllllllf教ff委

U会によってIllT--て本:.11木地lえにつしヽて

関仕がK施されている”。

，'iJ!fヶIJ!.迫跡の令貌を'"らかにしたの

は、 II/湘161-63年度にかけて約30haを対

匁に行われた神J~町神J,1,: 菜Ml地mr発に

f1'う兒拙，il'll'iである'(T'ig.3).この3がI'・

に渡る発掘，関代では、 ~Ltll1リ大規校の弥

'I'. 時代の閲濠集落 ・ ·Ir柄鉗~J)を介む Ii-¼:

の鉗剣やガラス製wJiをIi',I: した閉11:硲
や2500)/,以 Lのl(l俗の他、奈良 -•ll安時

代における、 niM•J咲ぷの，.!1!い建物群と

駅路跡など ，T（吸な氾 fl~ ・迫物が多数確，磁

された．その第 ・級のl'f料11,Jldifiliより迅

跡の9公((-への吸</1が必まり、 'I勺戊元り・・6

IIには約22haが文化l!trMf.柄 Ill区域とし

て保({-されることが決定した その後． ． ， 
L , 

似恨侃Jr 菜と ~wして火跡指追Q)ための l'ig.3 け）H真Ill!紐虹FLぅ窪員価f.謀叩（文釦1よりt,;妓I

-12-



吉野ヶ里遺跡

範圃硫，;,l!.,}j (fが絞けられ．．杓,'<~ 年5JIにはlt(o)l,粉LJ史跡に指定、さらには'l<r,¥;-1年1(£より公

良県の n,1也飛.c、Illだ史公1刈」に次ぐ(1,(党歴史公園としての整偏及び範l11!確，品のための発掘，~Ht

が絞けられてしヽる

，り野ヶ'll迅跡では111/i硲RHしから''"りにtるまでの各時代における氾物あるいは迅構が確,i/t

されている.f,1に弥't時代の迅柑はIi暉lから後191の象もドにヤるまで．＆められ．秘沼と媒地の変

遷を与える I:で;J"(•t沿：内料を提供している 弥'Ell.HI:の Eな氾rn貨は、染紺跡として、 rti~Lっ

の内沿を収りをいて.1ti北 1km以 I:.東西05kmの規校をりつn大な尺沿跡．愁穴(I祁跡290
), ~.r.J. Iご11 .'/({t(lti'祓i()跡約 150)£ 、 lbi ?ヽ.It建物蹄約IOOJ~以 I:など、ある lヽはl/i岱跡として、

J/11, 沿rv.li.梵粕烙2,213),li以 I・.、 I: 塙烙 ・ ..+:m~t3 1 6J,眈以I:.箱式-1-iti'i依約IIJ,l,、またこれら

にIf.ぅ祭祀 l:J賣約SOJ,~などが検/(¥されてlヽる．また、迅物としては、鉗剣6本（把:i{i蝕ii、tさIi

柄鉗れ1を含む）. I也,n摘 I1.'.i. i'ii式鋭眈9ヤ3点．小形fliJU,?51fli・ 鉄製）I (-Q)ふii.Miなどのけ
鉗沿にIAIえ、負1剣 ・鉗鉾Q)鋳＇＼り5点．四 切糾岱の鋳I¥り1点など,'i鉗答が1沿に1関わるl'!:tUJ'it:11

される その他. ~(I 載，',/,と忠われる鉤辺鉄斧 ・ ,'f銅製姦m頒を持つ鉄））（などを含し-m;~な鉄

閲品が/I',I: している

• /i•,'t'I, 時代以Iれでは、占J(j時代1前IOIに小規I$!な船落とJ(i硲を築くのみで．古J(l時代1(1)91-

後JりJO),i!IMは概して少なく．数nf'.[J女からなるlt:J.tl群が散(f.((.Jに分布する．これにklし、今艮

時代におlヽては．駅路跡と思われる切り通しを（ドう辺路状迅構の他、 J;( こ．ぷil~hピ:q;/1' · I'りの

印也IX.を 小心として大規校な!Iii ヽケ:Hill物群が検Ill され．その多くが全面れを,.~って~ill されて

いる 検II',された掘立1m物は約204),~以 I:に I:り、その他)l',i跡40J.~ 、 J ·.J.«約202J.~が確，認さ

れている またIllI湛］物の,,,にはぷ液届てのH迅跨から1111:.した，'t鉗製沿金)..Iを始め.,+: 簡．

！ふ,,・箆'fl:器凶硯．水滴などrn印r的な性格をtIつものが多く，忍められる おそらくこれら
の掘 ,,., ~建物群は、現/f.,ぷi!匁柑 ;:u>J1叩地区・乙地(,(の内側に推定されて lヽ る神塙郡伽．及び

駅求に関係する恥，役であったと杓えられる。なお1'・安時代の迫構は、，勺野ヶ'I!地Iメ'.Illメ．からV

11(にかけでI'・安II.~代1ifflVJQ).Jl1i,tll:ill~r. 『及びJI'戸跡 ・I:痰などが出小して検II',された以外は、

散/E(/.Jかつ1,t的にも少なく、奈良時代-I<- 平安II.~代Ii暉lにおしヽて駅路がITiへ→'.'I¥!名転された点

点とl~l述があると推衣さ れる

•lt(I! には.,1確なt,'.l.irlは利り1であるが11,'1城と呼ばれる中lit城郭がrmしていたと名えられ

ており｀実際に北J(j(和岱Ml辺は地J(では「城Jと呼称されてしヽた.ri野ヶ'.l!I,:餃地lメ:viが1)潤

代では．この北J(jfr_~~のllll/iをt哄状の消跡でカットされていることが1'11191し．その11',l:.il'J物

が15-16llt紀に位?1f.tけられていることより.n .Y城に関述した施，役であるい［能性が，凶い こ

の他にも Ii仙i溝と忠われる 1ti~t• Jli西方1:,10)11り：線（内の消淋が、古jlfヶ'It地区VIメ:.,'i野ヶ'I¥

丘餃地1>(11・1111メ．で検/1¥されてlヽる また．ぷ波屈 ；．の坪乙地区では芍，．亥期の.J-.撰浴 ・木棺硲

が27),~まとまって検Illされている

-L3-



吉野ヶ里遺跡

,f I)れLIi-i'=.!;l.',!,t. 紐］糾」「f',t'Yf,l!:l笈J,¥l'!!/11甘Ii.!!に係る文化llt,irn紺；'1/1:iJ11,r/fU,f!ql.t令 1987 

2 ) 虹1 •111忠1 .~,1r•1•rr.1を辺l'+J fl¥ l'(f,¥Cll;I, ぼIf.I位ll定に保る文化1!11111ヽ骰；り，り6Jltt'IMl'.{fffitl会 1988 

l) 1,~Yfふ - Ill flllf-A噂IA<氾翔J--111111町tftllt、Jlti!ll作り,1l'l! .111111員［枚fl-fit¥会 1990

1) till.'.¥',,: ほか r ,•mい1\J >Iりl1. だl·M地11,~に1↑う 1,~x,t111m1i.11n慨吃飢'i.'i Vi f!!,¥ 11ftをII会 1992 

5)追構の孜l1JE4)の文献による

m. 調査の内容
1. 吉野ヶ里丘陵地区皿区（吉野ヶ里丘陵遺跡）の遺構と遺物

Mfヶ用Ii:険地区 Ill 区は、•r,t ヶ 'I\段1r.o>n1i•./ ei糾 I: .!~,浴20m付近にヽ ［地し.~l•Ni町ーヨII

川町の町現によ＇）て，'1'1り 'll地/,(VI,(と段Ii:I: を東西に分:111されるが．俎hHII本Ii述校してし1

る f'.l:li部は．この付近において東011と両m,,で地形的に様相が児なる 西側は段fi-.11(恨I:から

n,,: 糾部まで緩やかに1項なIし.JII! 没谷を扶んで·'-~/祁船紺0) 、:r.地する徴I,・仙地と kl•-~するのに対し．

l'ig.4 骨1/Jl'f¥)

-14-



吉野ヶ里遺跡
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吉野ヶ 里遺跡

東側は[llf-111のIU沖I.illに似hされ比心)).l約IOmのlil1f11となっている

11/Wl62-63年度の神J,~ 「．菜団地開発にIf.ぅ1flbi,ltl'iにおいて.,'ilffヶ11¥tr.餃地I,(IllIi(と，'I野

ヶ'I!.地I><.Vix. では、両地区にまたがる形で·，~北時代かが,,mにii るまでのm情が検Ill されたが

(f'il(.4l. その中心は弥't時代のJ刃沿集沿と大規l',l紐暉である 閃沿恥沿ぱいわゆる間11.f
汎1」と呼1かされるもので、段Ii中央部を1ti.lt120-130 m、東1叫iS0-90mの規l'Jで :,reに11りむ内

濠（内濠）によって1ふ,1りされる 船紹は弥'"時11:i&IUI前1'-終料りlにかけてIi綬するが.I栢かの

掘り11'[しに従Iヽ．後！り1後1らを挟んで ・.P.rnlに分かれる m沿11iからば、物兄併を含む掘 Hヽtill

物、竪穴LI如などが検出されたが、 Ui落の1/1i!tiに対する迅構//)数は少なく．その多くが削・1勺を

受けm減したufl酎tがか、 内濠は I:述の :11.rn1とも、その外側rti東部には旧状に弧を描く溝．
S 1)()651・065:l及びSD0650がl,'(o'tする 内沿は ・.時間とも,t.i東部にIii入り11と忠われる窄1111

を 1かァており．これら ~-i状の消もまた. , .. 1、Jj府にlul様の空間を！；りつことから,,10がの関述性が

指摘される また.1AJW0)1Hillll. , 'i'lf ヶ ,µ_地Ix.V I>(では、この内沿に1111まれた伍治を•l!に取り

谷く形で1折1r,iv •i<Jftの外沿 s I)叩25が,ti」tによる このS00925をほほ培に、その,,り1ll1は段Ii-.

裾部の籾斜1(1iとなI),,:'[,/粗憚と忠われる掘；1:mt物が多数/(/Eする ・Ii. ,'i'ffヶ111.lr.l凌地

区llllメ．．のみならず. i':i li ~!O!Iでは$ 00!)25に tl応する外't~U)Ii IEは111らかになっておらず."i 

御機能と！ヽう点にIllれば、あるt,r;tlitif,iそのものがこれに代わって！ たヽと名入られる

弥'1時(¥U)J/l煤としては，'iffヶ'lllr陵地区1111>(を1ti北に1,1,びる舛l'lltliが苓げられる このりl

J11!tllは1J.!にI珈tfllJIUJ-. ぷ!.l.¥,j,;地Ix.の北部まで紐くことが開i,il!されており、その長さはt¼i北約

220m、安棺沼300),~以I:.I: 屈塙 ・＊棺給約20),~、祭祀 l·.l賢約 10J駅）{f{f. がIIJJらかになってt、

る 時期（りには（｝暉1-f<の金il1j式から．城J越式．汲Ill式、須玖人を経て1111u11紛1'4>,n出しまで

{i-椋するが．そのほとんどがi/1111式、 須玖式の夕引/i'i,,';によって占められる この他.:i - IOJ,~ 

からなる小規校の硲地がm沿集i1iの内外に党まれる
,';J(I時代の追構としては、古l/¥11.¥代,i,1191のJ(l硲群と :i-lill!紀o,1u,1跡が検,'IIされている

J(\ら＼群は ，•1,伍 '!!fr陵地区IUI>(のiii側に位irlし.tiff Iii妥 Jj形の周溝をj~つものが2lよ lilt多/Id

溝岱が3J,H府，認されている これらJIJ硲のJfdi,Yiからは ：，T(IIN•, 筑を含む，I咽1時代1jifl9J(:lflt紀

.f<-1世紀I/Milの I'.岱がII¥Iこしており、 北/jの111麗部に営まれる'"'"がIUJII>,り式，りJ(lとの関係

が注IIされる （以1;¥がは，＇渭fヶ'I!地区VI<:のみで !) Jかが確，ばされているが．その分 Oi~ki兄は軟

IE的である

公良一'I'・安時代の追1/11には掘~t.11:建物跡nふと）炉蹄JOJしが検/JIされてし、る 掘1'/Jt:佳物は
段fr.JrlりH.に3l,t. 西側の段fr枢部級斜1f1il:.に •I Jふが、また）I'戸はf'..tli-.糾部I・に{(,{f.する ）ト

戸はそのほとんどがIi.安時代iiiりりのものであり. JIげ: l~ill物についてもほぼ加輝1のものと 名

えられる

q, 11! の迅構としては、東1叫及び1ti北に伸びるIx.両消(S00835・0970)と,llli1f1iV'i'形をなす
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吉野ヶ里遺跨

山城,~係0)を堀と忠われる人＇溝(SD0621)などがある

ll/!ffl61 IJ渡召水踏，~'I1'ilえは，'i『fヶ'IUJ.餃地区llfJ,(の1ti東隅にあたり(Fig.6.7).,,rn1r1il¥1は約

900111'. 迫構検ll¥1f1iの授料はil,jj/;J8.5ー20.2mである 祁水路，lWltで検,')\ された迅構には、 ~~;

生P,7代の消：！条 ・ 翌:/,1.l!,•l 1 J,~ ・J: 堀 5Jt, ・ ~If濱12枯， l磁岱3 店、仮l・↓時代の I:墟 IJ.~. 

；；そ良時代以降に位j,'((.J・けられるしr/1条などの他、多数の小穴がある ほとんどの迅構が，~ml又

0)1'りOilに應,,しておI).i,V, I条{S 1)052)のみが、l1fEr-<: 東沿沈f.J近に位?1する ''i潤ti.Ix.で検

Illされた迅hV/の内．弥'I:時代の消SD035・040は i:業1-11地叔忙分の、りjlfヶ'llliF交J也1x:mrx: にお

lヽて確，はされたJ:il沿集落rH東側のh'I状に弧を描<i,YiS D0653とSD0651に、奈良11.t代以降に位

j,Vt(.Jけられる溝S00'.lCiはS00875に対l,c;し．、j:l:1):Jl,t代の9包ti'i俗 ，I:壊沿はりJJ'J[W.の・部に含

まれることが判'"している 以ドに迅栴別に慨疫を述ぺる

(1)溝

、'fJfヶ1111往を地区Ill区にお lヽて検,'I',されたi,Y,には.S D 035・O:l6・0,10・OS20> ,Iつがある

このうち、 11/lf!IG I 年1如こ行われた ~I心ft:菜HI地開発にf1¥ぅ,'/Jlf'r'ltli絞地区1111えO>,lH1におl、

て検11',さtげ ものとして.S 1)035(S 1)0651). S 1)040(S 1)0653)、S1)036 

(S U0875)の3つが平げられ.S 1)052については現(f.のところ＃水路，i'!l'c区のみで確．忍され

ている また.,irn段術においてS00-16・059とした消状迅情が、1rn1なの西沿に位；nしてlヽる
が.ll/ll/161年度の，}1t'tにおいてそれぞれがJj形）/1]溝;,沢ST0825のJ/;I溝束辺・北辺にあたること

がIIJ(らかになったため.,j,: 骨mでは餘外した
＃水~~.Mil-S:におtヽて検/I',された溝0)うち. S 1)035·040 · 052は弥'1:1•-?代のものである

このうち、 SD035は」［北東 /jt!,J よ『）行 l'i~tlh しながら延び. ,~'lfi(,( 1li1咄りで迩切れる . -}j, 

S 0010は1ti11り/j(i,Jより孤をir.,1ヽ て延ひ:_S 0035と輻約6.0mの空間をあけて1,;1じく近切れる

また1,!Jr. は船 ・深さなどの規悦及び形態守が類似し./1¥t迅物の時代＊］も ・致するため、この
2つの消についてはl冷l.'I沿を挟んで繋がる述の溝であると名えられる また、ll'Htlス内東溢池

で検11',されたS1)052は 1tl~t9.5m f',! の炊い溝であるが.J1U. Iこ中から完形の希形 1沿：~ I 点をはじ

め比較的残りの1:↓t、I応が/1¥J・.してlヽる このS1)052については．俎/',l・ 形態及びIllI: 追物

守より. r. 菜l•ll地分の，·11n:Iえ内で検111 された S D06SOと1関連する11/能性がある。この他.$1) 

036ば北西からJtH!Iこ延びる會叫；で浅い溝であるが、 ,'I¥I: 迅物がIiかであり、時期につl1ては11/1

確にし屯［［い

SD O 3 5 (S D O 6 5 1)・0 4 0 (S D O 6 5 3) (Fig.8) 

共に、l1(clメ: ,~ultj膳に位Viする S 1)035は北北東ー1H1ti西/j1!,Jに延びるものであり.,irn1,< 

内でr.:tlt此6.0-8.0m、船3.5-3.8111が確，出されている 1胎omはほぼ台形、 ・'LちI:がりはかな
り急で深さは0.5-1.0mf-'l/(!'残((する ，11(r.(£ 外に紐くあたりで弥'(:11.¥代1jif)9(ぷ-rl119HII頭Q)
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吉野ヶ里遺踏

(1:1,, 切l:SB032を切る。 ・Ji. S D04011rfi西Jif/,1から東に向かって，；瓜を描く様に延びるもので

あり .,lH訳では延幻9.0m.糾3.4-3.Smが確、忍されている r,;J様にltri1f1i形は台形をJぶ川とす

るが．沿；分によっては堀り返しにft-うと忠われる段部を柑ち.l1'!;1fliまでの深さは0.'1-0.8mで

ある o •Jり;,1"1.¥代 ,1,1011前 ·r--•I屯iO)~柁岱群と屯複するため、 1,7に，~l'tl:{1叩岱/.I 近では堀り /iii

lVj確でない心このS11040は安棺硲群と •T{複する池分あたりで糾1.8-2.0m 柑の［悧卜釦を j;ヤつ こ

の伐紙は消の →部を堀り残すことによって追1)/1¥されており．ほぼ1ti.lt/;向の通 Ii を llff•J とし

たものと考えられる また.S D035・040は共に北西Jjlt,Jに向かって駆らむような弧を描く た

め,1,Lj Ifが接近する沈分は1t-iJIUi向に,:,,かってすぽまるような形状をなす この沿分でS11 

035・040はほぼ輻6.5-7.0mのtnl船を守けており、 ,,,,様に通路として機能して tヽ たと推定され

る． この二つの通路はほぼ!Om離れて1,'(j,~しするが． ：か所Ol/1¥人り11を近扱させてl¥!ir"lさせる

状況はS00601・0650においても、必められ、 S1)035・0,10においてもIll人り11をllr,i'lしていた

ものと巧えられよう

$0035・040出土遺物

S 00;!5 · (MOからは弥'I・,II.~代,,りりl計9平から後）gJj妥半にかけての多l,tの I:器,,,.及び I:~品が/JI

I: した その 1、tはコンテナ80閥分に及び．ここでは実測を ii'った;{27/.•.U)内 ， 160点につt ヽて 1·~1

化した ここでは.S 0035・040よりIiiI: した I:沿につtヽて ・話して：召帷面に述べるが.Ill I・. 

迅構の11➔ぶにつしヽてはIii」．．逍物観察kを苓！！（！されが、 なお.1111:1・. 答については、 ,,i人の前

後が必ずしもk1位の I'.・ドに対応せず-~度か堀り返しが1i'われたことが 1入也されるため.,J1(i. 

段附では全て一括1111・追物としてlitりI.げている

［埋葬専用土器l(f'iJ:!. 9) s 0035·040からは:引棺烙のti'((木に川いられたJII渭咄111 1滋,v>r1~1•,­

が多数Iii上している これらは1,;1-rw体と忠われるものを竹いて挽nすると．おおよそ20閥体
籾父が認められ、時間的には弥'l:11,?代 1隕l龍1'·-•1叫を I:体とし、 ・f:111妥lUhiif'J'-O)ものを含む

このうち、後述する梵棺らSの棺体とl,ij・制f.j<と与え られるも())も含まれ、消掘l'fりの際に烹棺俗

が戟咲され況人したものも多tiとPl!解される このことは-~棺公訂と,mt1しないS00:JSに

ぉtiてはこれらのJ翌約仰JJ:岱がほとんど，必められないことからもlりIらかである

1はIii知部がほぽI柏l1i...:.fl1形をなすもの 11柑部 l涌iは •f'JI.!に整形され．沿部は191敗にけを

拉つ 沿1fii1!体に 1呼：なナデ，l1整が施され．特に11峠沿；l-.ll1iから外沿面にかけてが1/(f'fiである

4・!i Iii Itが公沿を ・lf.tクfli.させ．さらに内浴1l1iにtJiI: をI!,い）付けてII~ 出活を形lヤるも//)

1は11紺瑞部の内沿1(1iに1厨1l1i:_(11形の細い粘I:會象9しを貼り付けるもの I II: 虹沿は沿部に向かって

,..,.(かに IIC!J•/.し、端1l1il.:t(llhl1iをなす また.11柑沿部の I:ト沿には妍みIIが施される 5は枯 I.:

糾が分Mくなり. 11珊lにより 1~く突/JIする"*'部を形作るもの II松沿部のJ:・心にばほぽ

I emllll隔で玄11み II が施される 。 •I . !i共に胴沿；はあまI)膨らみを打たないようである

2・3・ti・IOば1/iffllJにより此く突II¥する逆L'i<形11松を持つもの l・Gは11柑部l:1l1iが

ー18-



r;g.6 .'i野ヶ 'l!fr陵地1ベ 111 1•.迫樅~~ii"it-'<1(1/200) 

°゚。

e
 

J) 

゜Sl)()52 

1伽1

''--

~l/11621 

.,_ 
＋
 

＼ ょ

0 5(M)111 

A
 

・ペ.9
 ＇^ 
ー9鼻
.’
 

加

蜘

g

⑮

孤

n

・

・

部

.＇‘
 

x
y
 

ャ

，
 

，
ー
ー
一

＋
 

」
~
+,7 

ー

ニ
—

(I :rom 

FiJ.(.7 ,'i野 ヶ'l'lr.陵地区 1111奴り水路，~mlべI/ii辺俎構~;mx1

ー1¥l- - 21)-



一 ―l 

E
 

- --
＼ 

F 

カニ~~ 
＼ ¥ ¥ 

＼ 

7 ＼ ヽ

'----- """"/ゞ ＼み□ 汀＼ ＼
A

ニ
呈 '19.70111c

圭
E
 

＇ ．．．
 

R
 

ll' 

IY.70111 

n2 
D' ユ 19.70m

F p 

=-,,.____ ---—= l!J.70111 

。
,1.0,11 

Fig.X S l)o:J5・036・040i,I'/ (1/60) 

-21- -22-



吉野 ヶ 里遺跡

←
ー

—

,

.. 

『7.=~~f:-::, :::-1~ 
'I 

2
 

戸

~ 1 
ロ―~,

~ 三;;;;:::-~~ゴ―~····~1:',,

， 戸9--~
，
 uー

／

10 

V
Iー

。
40cn1 

Fig.9 S 1)035・Os10r,l'//l¥・I:± 器1 埋拌l'MlJ:I:岱 (1/8)

ほぼ水平になり， 11緑沿邸の突1.llは俎めで沿沿は丸く収められる。2はutぷ部 l:1fiiから胴部に

かけて橙褐色のJlf,I:のI:に褐色の化粧上を裕布している。 6は「l縁部 Fの外器（葡にllfriliiM字の

突幣を貼り付ける。3はIJ紺部 I.:面がやや外flliし、 内沿面では酎部から口籍部にかけて内病し

て桜をl,iたず、端部に向かって浴咽が博くなるもの。10は1司様に11縁部J:ifliが外傾するが、内

沼面にIJII似な稜を持ちつつ．内側に長く伸びる．

11・12はT字形17tilを持つもの.JIは「llぷ部」：．面がやや外flliしつつ内傭・ 外側共に艮<{1 11 び~

外側から内側に向かって)'/みを府す。12は口外径90cm以上になる大型品。口縁部上面がさらに

外傾し 、 外OIiに向か ってより ~< frllびるもの. 17縁部・i:に細い山形突-:ifを持つ。

7・8・9は丸みを俗びて大きく膨らむ胴部を持つもの。7は口縁沿部が内側により長く突

-23-
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吉野ヶ里遺踪

Illさせるもので、端部は内側では丸み

を持つが、外側は1勺I][(りをfl'りIllす

外沿1l1iに1折1fliM'似I)薄い突常を貼りf.t

ける。8は外膳にのみ11舷沿部が""び

て逆1.'i'形をなすもの 91よくの•;:Jft

に外反するIINを拉ち、内沿1liiは1りl脱

に稜をなして折れIUIがる．

I・I・5は城の越式、 2・ :i・

6 · 7 ·10·1 1 は汲111~,. 8・ 12は>JI

玖式、 9は桜'.!l.l.lJ式に相‘りする.I -

12はtヽずれも1佑I:中に多l,lの砂粒 .,Jヽ

11を含む他、 fll"ili¥O)・EHH'rをill人し

ている．また．色Jりは I・ 5が，J,,llJ色、

4・9が淡褐色を',lする他は問ね位出

色である。

［甕I(Fig.10-13) 13は1折1l1i二fヽ1形に

肥!'/.する17緑部を持つもの 11紺沿部

はやや丸みを-:;,びる 外器lliiは 1→水に

l I沖

22 

f ',, 

囀‘

ね

ヨコナデを施す’’

14-21は逆l.'r'形をなすもの。14・

19は11緑郎が知<,,1, ぴるもので、 141;!: fig.II S 1)035・040消11',しt硲3 甕(2)(1/8) 
。

lヽlk,11

l.l粒沿部が丸みを持つが. 1 9はIJJ諒に iりを持つ• 14は11籍邸 Fに断I伯二iり形をなす輻1広の突岱

を貼り付ける 18は「IH部が長く伸びるもので、 11縁沿祁に向かって硲咽が薄くなり端部はJ.t

みを沿びる 、 15·20 · 2lは11枯澁部が1肥)•/.するもの• I」}点祁 l涌iiか1頃川に憔でられ．夕ぷ部は丸

みを沿びて I'Jiに籾らむ 15はII縁部上1(1iがやや内側するが、 20·2 1 は水平である• 20・21は

11舷部 i:1:1厨1(1i二iり形の突僻を貼り付ける。

16・17は内側にも突,'I',して鋤先形Itlれ状をなすもの,16はuJが部が水・1'-1こfillびるが,17は祁

TLLTし瑞祁が飛れぎみになる。17はn籍,".Ill:面から外沿面にかけてけをt令布する。

22-39はくの'j<形にl!iillllするIJJ)¥部を付つものである。法：，iによって人きく人:・,,,. 小に分

けられるが、,)ヽ 'I'/,'.',は形態のパリエーシコンが('-tiれである．

22-24・ 32・33はIli~40-60cmの 人:'I'!,~ふ。22・23・32は171'tとJIM部11がほぽ芥し＼ヽ か、 Ill<!部

径がf.'F上l11Jるものである。IIJゑ部は紛やかに外反し、かなり ~fち I:がりぎみである ＜びれ

邸分は内外岱1fii共に概ねIYJIU伯こ校を持つ 22はIJ縁部沿面にW'i<Jfクを連絞させたようなb,11みLI

-25-
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を施す．まなくびれ部には断面三角形の突情を二条貼り付け、ヘラ状ー［具により斜めガ向に

刻み目を施す．類部の刻みIJは..I: F.:: 条のそれが直線((.Jに拍ぶことより． —.条1湘1時に刻まれ

たものと推定される．沿1fii,trl整は、口縁部内外面については横方向にナデを行い．胴部内外器

面はハケ8,l/.111'iを施した後撫でmしは行わない,23は頚部に1析lfii台形の船広の突僻を持ち、ヘ
ラ状J:!↓による縦1n:,1の亥,,みflを述絞させる.n緑部内外面については横方向のナデ．胴祁外

岱1111はハケIJ滋整を施した後柑くナデを行うが．ハケ目はかなりIYJ瞭に残る．また、内器面に

ついてはハケH潤整の後ナデは行わない。32は1ごIJぷ膨喘面にな9め方向の刻みElを述絞させる．

また．＜びれ部には浙面三角形の突常を ・-条巡らせる。内外器面共にハケ目閲整を行い.!IR部

外器而にはクタキの沢跡が認められる。 22·32はいずれも r ,~燐部に向かって僅かにIf/.みを附

す 24・33は馬1部f'iが口1伶を下阿IJ.馴部があまり膨らまないものである．「l縁部は直船的によ

り長く 1111び． 立ちI:がりも大きい。24・33ともにくびtL1岱に1祈面三fり形の突常を貼り付ける”

-27-



吉野ヶ 里遺跡

23には突僻 I:にな1めIi向に刻みLIを施すが． 一ljl位の糾は比較的人さく.hlli. の!Iii屈も広い。

llh\部内外；岱面はナデ．聞整．肌1部外岱1/1jは111 1 きの後Iヽケ 1.1.~1整を施し、さらにI ヽケ II を憔でm

す。J/i器爪iにはIヽケ[IがIJJ瞭に残る。33ばU舷部沿1"1に刻みIIを施し．＜びれ部に1折1fii二fりIf多

の突沿をt.,つ 25-31は「11l¥25-30cmの小型..... 27・28・31は11佳と刷部径がほぼ等しいか．

胴祁径が/7F 1:lnlるものである いずれも「I樟祁がかなり1'f.ちI:がる 内外沿16i共に馴部はハ

ケ 1um、 17採，".I>はハケ U 、~,整の後ナデを行う，25・26・30はJIM部itが11径を Fl"!I?. 馴沿が

あまり屈3らまないもの 26はくぴれ部分に亥,,み II を述絞させる 。 ，~1整技法は内外約(1i 共に IIM部

はハケII,J1整.11緑部はハケI.I汎佑の後ナデを行う .29は「lif.に比べて胴部が人’きく靭らむも

のである。 •-••虹部は人さく外反し．＜びれ部分の稜もあまり 191船でない。 ＜びれ部に,~面祁f

形の＇知ilをlb'iり付ける

34-39は111径15-20cm.沿，：・:i25cm以ドの小型;,，',:J4・37はl旧に比べて胴沿が人・きく脳らも‘

もので.JIM I・，部は緩やかに柄Ill!する1,1(部を持つ ・/j,馴 I、平祁は直線的にすぼまり．駁部は34

はほぼ'V-底に、 37はややレンズb~ぎみになる• 1AJ外沼1伯共にハケ11.'.1幣をjj・1ヽ 、外沼1fliO>胴 f

平沈はヘラ状」具をIllいて粘 I:を』検＜掻き取る. 36・38は緩やかに外反する11縁沿遠taりつもの

で.I l lぶはかなりヽ~ちl:がり、くびれ部分のIfはイ""である 内外勘Iii共に9 ヽケ u.~i恨を施す。

39は111線的な体部を1、7つもので，JII,!部はほとんど籾らまず、底部は丸~~である .351:ikきく籾ら

むJIH部を持ち、 IJj登に対して知'f,が低い短胴系のも0)である。 形態((1には外とのL心~Jは難しい

がプロポーションより定に含めた。Iii部J.:f立に最人1怜が11'(『｛する ＜びれ部から大きく切1ll1し

つつ託浮へと絞き、底洋は平絲となる

［壺l(Fig.14-16) 40・41は水平に長<,,,, びるII縁郎をtりつILiI・i:!。端祁に向かうに従いI'/

みを削す。いずれもII象Miの全形は襄えないが逆L字形をなすものと息われる。41はクト沿1(1i及

びl:1"1にNをY-f!.布する 42はr1tぷ部が浙1(1i..:'.Jり形に肥!'/.するJ).;1... 俯である，沿部は丸みを沿び

内沿1(1iにはほとんど突/JIしない 43は鋤先形I11$を付つ9公Ihi:( I I紺部が水I'に及く伸び、内

膳にも突11',する 11綽沿沿は'l'・JU.に1面I(いりされ．細かいillみIIを述舷して廂す 45-59は複介

11粒を1:rつ ・群である 45 · 46は．柑を持たず丸みを沿びて1柑内する袋~Jiu籍の名残りを持つ

もO).47-49.58は,,uばな複合11ぷ点をなし、頸部がほぼ知＇（に,,,,びるもの Iii.ii」；平部は1柑外す
る 58は胴I:平踏が迅(rしており.h fO>板らない丸みを~ifびた胴部を I,~つ 苅部と11!$のJ交及

び!IH,'llll,l人托の部分に1析I伯二fり形の突仰を貼り付ける 51-54・56・57・59もまた．明瞭な柑

介l―Ii如をなすものであり.i!li部の,.m糾からII}点fふに向かっ て人•さく Int くものである . I U点I:

平部は,,祁りするものと、直線的に伸びるものの1,Lj{'/がある．またその1'f.ちI:がt)/jもSI・52の

ようにかなり和1'(に近づくものや逆に54のごとくややつぶれざみになるものも含まれる 51-

54は11綽部のk1illl1部に細かい刻みIJを述絞させる 56は11給 lぐ肘届の外恣1fiiに櫛描油状文を施

す また、 1出1111部の刻みUは博＜貼り付けたMl:令Ill:に対まれる 59はほぽ完形品 11紺邸は

一認ー
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lj,j;',liと1i,1rJ度まで大きくIi出さ、 Jぶ形に近いIIJi!/iiを椅つ，58にJtぺ、 IIJoli',lllがこ.t,tするl'li淵l/fU:堺l

合がKさ＼ヽ 扉!{',Ii/』i人1紗）ややF位に1胎(1i台形の突・：；rを貼りf.J-(t事充沿 I:には女11みIIを施す
m箪はややレンズIJ又ぎみになる いずれもIllf20-25cm 1iif後に収まる
55ぱ11緑 l:'I郎が1勺約し、 II~ 虹部 I・沿がつよみII\すように外oi11 rこ l•I•びるものである 顎郎は

かなりKさくJill<

この他,,1合11給仮に含まれるものとしてsoがある 501よ胴部のみ迎（（するもので、新名llifに

比ぺて大きく，;l↓ったhIを持ち．駁部に,:りかってばややすぼまりざみになる 11M部のJ,lkifばI•

央やや l・:!.fりに［、し訳し、この沿；分にl舶f1i.:_,,, 形の突沿を貼り付ける 胚沿；はやや11111,,iをなす

44は11紺端：部が I:ドに 1吠張され．溢1fliに 5 条の111 1綿を巡らす漸Ji内系の •. if[I I柑希と息われる

が、 沿台のuf能性もある 1 1柑沿はJIii線施文後に hVd•Iのナテ訟ぼが施されるため、 1111線はJIii

部にIすして，",部は,,1駆に校をなさない 111ぶ部は11'i線的に人きく Iiりさ．頚部との現付近で破m
して！ヽるようである ，11緑上沿は面収りを加す0)に対し、 i:r~i届はやや丸みを1.,つ 色，~1は黄

杞色 を•,~し、 1佑I:中に0.5-1.0111111f'l/!£0)紗粒を多州に含む他、 :l.0111111l'lO) ,, ィヽiぺ噂f:tを/',・!'ill

人する 色閲 ．胎 I:ともに/1:地のものと人さな述いは，＆められない

f>0-69は外9又するljll-1柑をll'つ ・群形態・法：,t共にバリエーシコンがし,../;~である 60-1;2 

は人きく外I.Zする111如を,.ヤつも0) 令形は心りlだが.htの・JI,らない担で~fq)胴部を持つものと

忠われる •f.11'( に •'r.ち I:がる頸部から外反するもの(GO・(ii)と鳥1rn1からそのままクflえするもの

(62)0)がある tiずれもIIfむ齢IIば V・tlhl1iを情ち11)1瞭に1分をなす fi:l・64・（沿は短く外9定する

m~ をりつもの 63ばlliiに対して胴部が人・きく脳らみ、 ll.つ長く 伸びる」と馴’！加）ものである
I II~;',!; カ'11'1:線的に,,1,びるもの(63)と外反するもの(64・65)の1,Lj/; がある 65はIIH部に玄,,みII

を施す 66-69は知く外1又する 1 1 1ぷを打つ短胴I\~のもの ,~ 梓1111l1位のやや lヽ．．がりに胴部のJilk

I~ が1、'(i,'tするもの(66).ほぽIIM部の中位に /1~大ffcがf,(ii'/するもの(67・68).尉l,'1111l1位のやや I:

＇が）に J,l人社が位ii'tするもの(69)と楳々である 託部のfl'I)も.67が'l'K69がレンズ）I~、鵡

が丸底とバリエーシメンに・1:¥む (~ は鳥I1'1'・ 部に ーか盾．焼成1iifにかイLを加される

70・71は1お序（滋 70はソロパンJf~に脳らも•)11<1池と ii'(線的に、＇［ち I:がるrli部をりつもの駁部

は 'l'-b~でll~!f 平部の Iぐぶりには焼loc 1iifに~jしが施される Jli~f沿 16iにはハケ II 、~1棺を行うが．

外沿1(1jO)島11''1"部には細ヽヘラMICHよりナデ，11'1:'i.がなされる 71は緩やかJiijさつつ. 1~ くf1l1

ひる11柑沿をけつもの if! 沿1-11柑部のみが氾(iする 外浴1(りは縦/ii/りの 1啄なヘラミガキ、

内沿1(1iはハケメ，,1整を施す

72は11'(1Iする11柑部を情つ広rI壺 沿｛祁．沃ml'I.I知0)11ヽ'II品で','t形である If~ 部はn~、朔

部から11柑部にかけての内外沿1fiirこヘラミガキを施す

［底部l(Fig.17)底部を一括して，；じ述する 73-SSr.t, 日 73・76は人きくくびれるもので.b·~ 

1f1ili J:lf駁 74・75・77・78は1れ線（（1なJIMilじから託部が短くす（ままるもの 78は 'l' lf~. 74・ 
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ヽ
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J'ig.17 S D035・040溝/1¥J:_I:硲9 /j.~ 部・ 必 (1/4)
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fig.IS S 0035·040消/l\-1: ·I滋~10 i:"~t-f (1/4) 
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75 · 77はlir面が肛l形に l~lfll'S:になる。75・78は逆L'召形IIf点を持つ甕の店部かと思われる 79 

-82は緩やかに炉11111する胴部を持つもので、くの字形「,.点をなす小型視の経部かと息われる。

Iぷ面が僅かに凸1面をなすもの(79・80)及びl'-lf.l:になるもの (8 1 ·82) がある• 79は外器1&iにヘラ

状,:具によるナデ，慎幣を施す.83-85は台（打きの脚台部、 86~90は壺の底部かと思われる．

86・88・90は平託.87は絲面がやや1川面になるもの、 89は丸店である。88は邸面に焼成1i1fに穿

flを範す

1蓋l(Pig.17) 91・92は社、 2点のみ/1¥J:している。91・92共にm部が短くくびれるもので、
l涌iはやや世)1(1iをなす。

（高杯J< rig.18> 95は逆L'i<形17縁を持つもの.n粒部は水平に伸び．端部は'l'tm面をな

す。田は鋤先形口いをi、ヤつもの 口紺部は水平になり、外側への突/.I.Iは薄く長く伸び、端部は

丸みを僻びる，内油（＂｛こ丹裕りの痕跡が、以められる 。

96・97・99・100・101は「l舷部が/11l1ll1して立ち上がるものでその立ち上がりJjは、此立す

るものから外反するものまで様々である,97は口綽部が11'(,'f.するもの• LI籍沿邸はcf1jlf~りされ

て・r坦1/1iを打つ。96・99は「l紺部が直線的に伸び外fl!'iするもの。11舷沿部は97とJ,;J様に而取り
される.100・ 101はLIN部が外反するもの。1コ松端部は丸みを沿びる.JOOはJAf外沿1面共にヘ

ラミガキが施される。93は11紺部が外隕に折れつつ｀やや内反するもの.ii<である可能性も考

えられる。 98は'*部から「'*~部にかけて緩やかに内柄するもの。外器而ではn絃部と体部の現

が利"即だが1/i器面iには粒を情つ口縁部はfle!f'/し、端部は面収I'.)を行う．『I様の形態をなすも

のははめられず1点のみのII¥I: である。

その他..,~t.fの脚祁を →括して述べる 。 102·104は獣部が外裕するもの． 器咽はかなり/'/.め

で, 102は JIり方向に向かって焼成前に穿{Lされている• 103は裾部が直線的に伸びるもの．芯咽

は102に比べてかなり浦く、佑1様に1川方向に向かって焼成1前に穿イしが施される。105・!06は附

部がやや内窃するもの。105は裾端部が →点のみで後地しているが.JOGは附端沿全体が1面的に

接地する• 106もまた四/iJ,りに穿flされ｀外岱1liiは縦方向にヘラミガキがなされる。

［鉢l(Pig.19-20) uもバリエーションの代'/iSな岱種であり、小型品になる柑、 一定した形
態を t,~つ群を抽I.I.IすることはI~雑である．

107· 110は逆 I→字形「' *~を持つものである 107は外側に向かって水平に太く短<,,,, ひ＇るも

ので、 1二1緑瑞部ばJ.iみを1寺つ。LI紺ドにI節/ij三,,,形の突Ji役を 一条貼り付ける • 110はu•ゑ部1こ

面がやや外傾するもので、内側にも｛侑かに突II¥する．

108・ 109・111-116はりi口｝点をi、ヤつもの。cllt40cmf'l度のものから111伶Gem程度のものまで

.k1Iヽ 様々 である 112・ 114・116はII i径30-40cm程度の大魏＇んである。 112は複合n¼~i校の制ド

半部のみをカ ・,~ したものか 底部はほぼ平庇、内外器而共にハケメ潤整を施す,116は口径

に比ぺてややj父めの沿形をなす。11紺端部は水平に1l1itfいりされ、沿咽はかなり財めである。
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Fig.19 S D035・040溝Ill」・・土器II 鉢(I)(1/4) 
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w. 
121 

n -1 
~rn,~ 了八

1釦11

Pi~.20 S D 035・040溝II¥t・. I: 器12 f~(2) (1/4) 

114は外沿面のl―It点部 Fに'l"JI 形に粘 t~nを貼り f.J·ける 111・11:lはl」lt1s-20cm程度のもの

である Illは（本部がほぼ,,c線的に伸びるII)に対し.113は休部がポール形に籾らむ 108・ 
109・115は1li令IOcm~<満の小'Iむ＇いである 115は11松祁が11'1立して'I'-底をなし、 108・ 109はr-1-

部が人~-~を屯するもので、 T'捏ね/jj_に流<,及＇＼りされる

117-125・128は屈1111して外以する11縁祁を柑つものである 117はIlif.35cm以 I:の人刑品

「l径と9憚 if.はほぼ窃しい.,-1•~ 部とIIM部の）えのくびれ沿分にll1i1i11洲J形の突常をl!,'il?f,I'ける

I lb! 沿は端沿に（りかってややI'/.みを削し．沿部はl!!Itltiをなす0 118-123はI1lf20cmriif後のもの

で沿形はパリエーシコンに,;1む 118は胴沿があまり枷らまず、深い沿形をなすもの、 11!1は逆

に馴部が人•きく駅らみ. /ふの浅い沿Ifクをなすものである 120は1((線（（1に伸び｀かなりヽ:r.ちl・・

がりぎみの11紺沿を持つもので．膨らんだ馴部から底部に向かってややすぼまりぎみになる

底部底1(11はr侑かに,"面である 122はほぼ恥形のJI-I部をなすもの Ii'~ 部は丸/J~である 121・123 

はIii~ 部が直線((,)に l~< f•I• び．かつ人・きくIIりくもの．胴部はあまり膨らまず、 121はJj1;;llに,,,)

かってu'C約的にすぼまる。124・125・128ばr1u10-15cm柑度の小｝＼邪品 124は11nに対して深

みのある沿Jfjをなすもの 1 25は脚台を持つが、 128も l••I様に脚台を j.~っていたuf能性が（・れヽ

し、ずれも1lhl部は短く外にlirtt.IIM部はほとんど膨らまない

126は 1'·捏ね以のミニチュプ':.•,である 短く外にfJj・れるl―If点部と11'(線((1な胴部をなし．底部

はほぼ'I'・託 fAI~ ぽ袖iにはヘラ!JIT.UによるナデのIU跡が、認められる. 127ばれ<~らむ椀形

の沿If多をなす小1¥砧',.『 I.I紺部と胴部の区別はなく．沿部を1fii取りして11含点とする
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（器台](Fig.21・22)器台には筒形器台の他

11紺祁径と糾部i全が等しく間くもの、人嬰化し、

体部の 1こ位でくびれて11舷部と裾部が大きく開く

ものの3l•fiがある

129-132は大型の節形沼合である。鍔部を持た

ないもの(129・ 130)、j:J部を持つもの(131・132)

がある 1300)外：岱面には横ガ向にヘラミガキの

Ii{跡が辺rr-するが．その他のものは杏1fiiの流れが

ひどく、 ，l1整技法及び/'f1食りの/iJ輌等ば心"であ

る．

133~146はn紺祁径と裾m1径が守しく 1111くも

の。133は緩やかに笥1111するiむ邸を持つもので．

11籍沿はあまり大きく広がらない 134は（本部の

中央部分でくびれ、上下に人・きく開くものである．

外沿lftiにはヘラ状1:具による荒いナデ潤整が施さ
れる.137は体部が1り筒形をなすもので． 1-1緑

l
lー
』J
.
 

129 
¥J )

、
＼い
130

~ 

Fig.21 

、シ
'131

。

．ヽ

'、ふ二｝
' 132 

IOcm 

SD臨・ 0-IOi~lttt~-四13 僻台{J){J/4)

部 ・附部は短く 外反する ． 岱'i~はかなり l•tめでif(欣感がある• 135・138は共にくびれ部分は上

位に移っているが. I本部 •I• !たは ~d.:fll筒形をなすもの。 135は外器而をヘラ状 i:nによって粗

く整形し｀内沿面はハケLl,l1整を行う 138は内外沼面共にハケロを残す 139・142・143・145 

は裾部がやや外9反して,,,,びるもの。＜びれ部分から緩やかに外洲していくもの{139・ 143・145) 

と. u'c線的に 1111びて沿祁が外反するもの (142) がある。 いずれも外器面にT啄なハケ~,潤整を

/iiiiす 140・ 144は附部がくびれ部分から具っすぐj,11びて接地するもの。140は外岱1fliにクタキ

IIを、1<14はハケl」を残す。146はくびれ部分から緩やかに外柄するもの.I≪ 部は器唸がかなり

薄くなる。I.+:部下平部の外沿1f1iにはククキLI. l:'f-部にはハケElを残す。136は1こ収に対して

沿林が低いつぷれぎみのプロホーションをなすもの．「J縁部は直線(f.Jに開き．裾部は緩やかに

外笥する．この他．特徴的なものとして.LI紺端沿がIAf側にl11l1ll1してrl.i合LI給状をなす141が

ある

［支脚)(Fig.23) 147・149・150は l.:1!1iが水'I勺こなるものであり．＂ぽ部が 11'(線（（，Jに1111びるもの

(147. 150)と 外／えするもの(149)の両hがある。外岱1/1iにはクタキId、内沿1(1iにはヘラ状工具

によるナデのIii跡が、認められる．

151・152・ 155・1561:t l: 1!1iがi~めにft/i斜するもの． |⇒．面の一澁が突/J.¥するもの(151・152)と

突Illしないもの(155・156)がある。突II',するクイプのものは、「 1籍部が内膳に突Ill して •I•央部

に穿孔が施されるのに対し、突111しないクイプのも(/)はUH部が11'(11する 両者とも外器面に
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133 L35 1;l6 
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20cm 

Fig.22 S D035・040i,l'//1', I.: 土器14 器台(2)(1/5) 
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148 149 
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155 156 
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゜
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1炉‘
0 20cm 

Fig.23 S 0035・040溝I.I.II: I: 硲15 女脚・ l:•1i• 060のみ1/8、他は1/4)
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ククキl」が'"諒に残I).内沿lftiにはヘラナデの,mがあるいは捐頭IT:IUが，忍められる。
153・ 国は1:面が凸1(1iになるもの。外沿面は153・154共にヘラ状」；具によってmく整形され、
ククキl」は謀められない

この他令外反するn絃祁から桝祁にかけて緩やかに切1111するものとして157がある 沿面はナ

デ，ll1整を行い、Ill)きは行わない，形態から沿台と して使！］］された可t尼性もある．また、 158は、

孔を持たないf'I錐形のものであり. f-捏ね凪で整Ifクは約ヽ。 1 60は岱;,;~約23cmの大ぺ砧',。裾浮

に向かって広がる沿形をなすが，駁而は1111凸が激しく安定しない 粘I;塊を繋ぎ合わせ會指で

整Jfクしただけの流いIf-りである。煤あるいは住火を受けたような色関の変化等は認められない。

157 ·158· 160はいずれも •点のみの11\ I・. である．

［土製品]( 159) いわゆる l:'Ji~と呼称されるもの。 部欠mするが晰1(1iJfクはほぼl'I形である。

以 I:.S D035・04011.11: I: 器について硲種紺に述ぺたが．次に/J¥I: I: 器の時期につtヽて杓察

する。IllI: I盗は人・きく ~\i'l,1l•IUl1lfr 'ド- il• g'[(一部前JQl -1<一 q,)gJ初頭のものを含む） 、後IUlilfl'I'

ー後平の二lk~IUIに分けられる その内弥＇ヒ 中）Uhlif 半 -•I•頃に含まれるものは.:I: に疫棺位にm
いられる大咽安やJ-tl食りを施した安・壺，あるいは/.'SJ:(,・筒｝杉硲台守の然祀I:硲によって山め

られる．これら中期に含まれる」：岱には完形のものは全くはめられず.¥ヽずれも小片・細）rで
あり｀また．その多くがローリ ングを受けて,rmしている。おそらく溝Jlil'fll時に ''j該期の翌棺
ぶ・祭祀 l:l賓守の迅,~を戟壊し況人したもの、あるいはII杜辺部からの流れ込みによるものと l•l

浙される。それに対して後期の I・.岱は，捐対的なIllJ: 1,tは •I渭I U> ものより少ないものの、ほぼ

ひと通りの沿種を揃えたII常生活1111→．岱からなり、・元形品につ¥Iても慨ねこの11.f期に絞られる

1,1に形態的な変化を追い易lヽ、内・壺.,:: 紅;:を,,,・心としてP、fJUlff.Jにより詳しく兄るならば。安

はi-11~部の l11! 1111具合， J~l部のククキ l」をハケ LI で撫でii'[す点、託部は平庇のものが ti-I<で)L

託 ・＇屈ものものがみられない点．また.'<:(のうち.,Ii介IJ紐校については.Illぷ部が19)瞭に桜

をなしてIii碩する形態をとりつつも、端部が外反するニi{(l-1紺状になるものを含まず、経部も

'l'J1ふある tヽはレ ンズ状託のものをE体とする点，さ らに必杯につlヽても11舷部が屈1111して外l又

するも、長伸化のft!i1:りをポしていない点など， II¥上上沿の中心は北部九州の弥生J滋浪がI'・にお

ける F,kl; むしの範砧のものが主体となり， —t.11 ,:·~三瀦式段閉のものを含みつつ、 西新町式段附

までは Fらない。またその埋没時削については.S 1)040床11りより11',・Jこした複合17緑壺

(Fig.15-59: 1'1-2-5) が下人甘もしの•I•でも新柑を示し、I.LIt」.:沿•I•でも蚊も新しい段l府にfi£j,Yj;

付けられることから、おそらく SD035・040は．弥'I,時代後）OJI姿平のある時）Pl. 比較的短期IIU

のうちに埋没したものと考えられる。

参牙文献碍[IIIJil位fr,'.江泣t心と 1~11i•r..tt硲Jr弥'I:文化の研究IJ 1987 
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s o o 3 6 [ s o o s 7 s l (Fig. 8 l 
糾代区西側. S D035・040の間を抜けて北

洒ー,ti東Ji向に延びる。£菜団地1関係の、l1fi.で

は、北側ばカープを描いて北111iから北へと、ま

た南膳はさらに所東方向へと絞くことが明らか

になっている 平:rlii形は北圃 ・1紺ONが糾,.t.でS

D035・040に挟まれる中央部付近の言lが一部狭

くなるが、だいたい3-5mれの糾で追.(.(,してい

る．浙1{1i形は t部が大きく1月＜逆台形をなし．

底ffl]の輻は0.8-l.2m.深さは約0.3mと浅lヽ.s 
0040・S P059を切り．埋 I:中より弥'I,I: 岱・

t師沿・ 須l•.V.?.-1の小片がll'ol:している．

出土遺物 (Fig.24)161・164はI:師沿• 161 は大きく外9丈するll~i\を柑つ小1\~0J~, 11緑溢部は

丸<ft上げられ．胴祁はほとんど靭らまない。164は直線（（1に伸びる体部を持つ妬．駁部はヘ

了一］
ー6
 
f
・
1

Fig.24 S O 036i,'I/II¥土迅物 (1/4)

ラ切り躇しである。 162·163 ·165は須必店の杯身• 162は術面Jj形の低い,.... 台を貼り付けるも

の 。 駁部と 体部の況には19]1~に稜を持つ。163は外方にやや躇ん張りぎみのぶ合を11/iり付ける

もの,165も同様にff,ん吸りざみの科台を持つが、より長く 伸び、沿部に向かって博くなるも

の。内外岱面ともにll°l:部からi本部へは緩やかに笥1111し、 1111瞭なf合は/!jたない，162・163・165

共に胎 I:中に紗粒 ，小石を少r,し含む。

SD O 5 2 (Fig.25) 

, lrn区丙溢に位,"lする。 1ti~t方向に真っすぐ延びる洞で、 南側は渭1'11メ．外に紋くが、北側は

湛在1メ．北辺からSm程の所で途切れている。長さ9.Sm.船は北瑞沿；で0.9m. J'Wl><.iti'it!•l近で

1.2mで、深さも北沿沿で0.35m、Jrn区,tl1,II付近で0.65mと.,flに向かって次第に深くなる．

llli面形は逆台形で、 I';' 下ではあるがb'.~i面に向かっ てややすぼまりぎみになる . b~1t1iの糾は狭い

l祈で0.lm柑度で、 概ね0.2-0.35mである。1111:迅物には書弥't土器・」：製品 ・l・i岱があるが．

弥生J.:器は比較的残存状況が良好である．

出土遺物 (l'ig.26・27)166- 18 1は弥'I' I盗。 166· 168-171·176·177は,.~である 166は逆L

・囚形11駐を/,'/つもの。11緑部は水平に長く伸び、溢部は丸みを岱びる.168-171はくの字形「l

椋を持つもので、口籍部は及く直線的に開く。胴陥船大径は胴部の巾央付近に位訳し、 blc部は

丸底である ． 器咽は薄く、内外沿1/iiにハケ IJ 、~1整を施す ]76もくの字形r1柑をなし｀刷部か

ら 1 1柑部に向かってすぼまりぎみの休部を持つ,Jヽ咆品 ， 1 77は緩く外反する 1 1紺を j.~つ知馴咽

のもので、 浴帥の区分は難しいが一t匹日に含めた。11籍祁と胴部のくびれ部分は内外沼1面共に
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1役を持たない 167· 114 ·11sr1~·,1 167は

饒先形LI籍をけつもので.J_J紺部」こifiiは平

l!.! で．瑞部は丸<fl: I:. げられる。I74・ 

175は共に大きく外反する「TIゑをなすも

の.174はJlli!I'.平沿が丸みを-:j;びるのに対

し．胴下半部は底部に向かって直線（（1に

すぼまる• h'l: 部託1面は凸而をなす.175は

174に比ぺ.rm部が長く．より大きく開
き．胴 l:'i'部はややなでhfぎみである．

172・173は止 172は緩く外反する口緑を

持ち、 J'/.f>で深みのある沿形をなす。＜

びれ邸分に1折1/ti台形で船広の突俗を貼り

付（ナ、 この突{ifI: とI1,-'i: 活にヘラ状」；具

＇ 
U
.IQ
 

,～
 

t
[『

r
8
[

0 

による刻みUを施す

で、I』§面からr,紺部にかけて緩やかに切'"'
する。LI舷端部は丸みを岱びる.178-

180は，［砂凡 178は桟いf本部から大きく1月＜

口緑部を持つもの

l73はljl口＊点の汲鉢

f7.i; 部とfぶ面の現はや
＼
 

I

I
 

ゃ和91瞭ながらtfをなす器収は薄く ．胎

土はあまりill人物は含まず比較/f.JM艮で

ある。179・180は晶杯の糾1部,180は料邸

のI'り方向に穿{Lを施す,181は沿台。口絃

部は大きく外反し、r.::私は：l7 I'厚みを刑
す．

182は紙イ'i.I'り方向に(ilfJf',10iが，認められ

る。ほぼ平分程度が欠り1していると息われ

るが．毅1伯部分もM耗してしヽ るため、久:m-
後も使Illされて！ヽたようである

/tiする,184 は L製の紡亜•I<

183は-1:

弾．紗粒を多く含む粘 I:を川いて成型し、

さらにr.・1良な粘上を化粧tとして薄く径

/i1(ijは'l'・li!

ー

u
-I
'

叶`
｀

Eu[
OO8
[
 

に憮でられ、ほとんど凹凸は品められな • 一・-・一'・一・
tヽ． Fig.25 S D052溝 (1/50)
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吉野 ヶ 里遺跡

(2)墳墓 (Fig.8)

当潤在1ヌでは、れ袋として9引棺培12基の他、I: 蒻澤2,.~. 石ill-I:擦~])、しが検Ill されており｀

すべて弥生時代のものと 名え られる。これらの1(1給はIi陵f(i部をIW北約220m・ 東函糾10-15

mの規校で悩状に延びる列埋枠に含まれる．この列埋葬については、 1tiffヶりlrr., 笈地区町Rili
側のHIT'二本県木地IRII区においても安棺烙 ，l湛名硲からなる）a店群が確認されていることよ
り"、さらに南側へ1111びることが予想され、全体的な規校はより大き くなるものと労えられる。

、与!ff ヶ 'IHi陵地区 lU 区において，~11't された限りでは、この列埋拌は甕棺岱205).~ ・ 土壌ぶ及び

木棺媒16).!iの他、 J{I硲群に作うと息われる祭祀上堀約10屈からなっている。その配坑状況につ

いては．全体としては-:ill>;の船域を1/11成するものの、その分佑はかなりパラつきが認められ亀

ト数基が：杵しく り］り合って密集する群もあれば． 数）店が相互に間隔をl,tって列状に並ぶものも

(7-在しているものの、ぷ波届1叱の坪地lヌなどにおけるような。いわゆる191確な・・-::列埋葬,.は

里していない。甕棺繕より推定されるJtl給の時期については．前期末の金洵・城ノ越式より電

後JgJ前半の3悼式までの長い昨J川輻を持つが、その主体となるのはrJ渭hii/半（汲Ill式）-•l•J9J oJ1 

碩（須玖式）であり、全体のほぼ9:1,1以 I.:がこの時期によって占められている。

dt ll rJ1,t.11lill跡一佐＂貼神鳩郡 -;;111111員(・神塙町にfli/€する ,';Jf.'lJ迅跡の罐認.~(tM!l!ll!:11\'IJ ftt!f,! 

文化l!t,l1ri.報告l'IW.IOOIJS f&:rlf~f,(fr委U会 1990 

①甕棺墓 (Fig.28-32)

甕杭店は12碁が検出されており、そのうち、成人棺は5J, し、小児棺は7,.~ である．これらは

すべて，irn区の洒沿部分に災中し、その分布状況11,$ ., 038・039・043・044・055及びI:堀

岱3JS; を含んだ、ほぼiti~t/it!oり を主軸とする列状に並ぶグルー プと、 S J 045・047・049・ 

050・056など、束lり方向のI,帷を店本と して密集するグループに分けられる - ~棺絡群は後にS

00-10の掘削によって破壊され、溝rAJからは多くの梵棺の破9ヤがIIU:したことより，さらに数

it以J:の喪棺給が((.(f.していたことが餃える。迫構の残((.状況は、 S0040との項複による眈

m、及び後世の削,,,によって.l:安の一部まで阪壊が及んでいるものの、それより F部について
は良好に追((.しており、 1枯を除く 他は Kドの計1み合わせについて把肘できた。以 ドに個別の

) ir~ を述ぺる。
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S J038甕棺墓

位 置 S0040と •lclVt... i'i鋼にSJ039、Iii

東111!SJ 臨がf~l'lする.~tll!f3.Sml:111えば上輪を

~l, くしてSPお0日震Iiiが姐ぶ＾

墓蠣の特微 一次船•m鋼を沿偏隕,.,に鍍111され

て/Jり令形は窪えないが． Yヽ.dli彰はほば隅i<,(f)J,/j形

をなすものと弓えられる G墳の・1(級約2.0m.111

1.3-1.Sm. i'liさ0.45-0.Sm.二次縞鳴11,一次4虞

紐1れよりさらに深さo.6m.奥1Hf10,4mでmをiiめ

に摺える

棺の特徴 賃十費の小咄Ill.tiff.hlの全Uは約1.0

m, .I: 費よりド複のIiがUlf.・ 四“でやや~~·る．接

ロベで.I知介/f,1<1/itによって,~償りを属す t輪Ii

位はドー10・,o・-11・で.s J匹とJf7J/由がはぼii:

反りとなる．讚l'!Iり度u+匹

S J039甕棺墓

位 置 S0040と •RIVし，庫鋼1:s 』 038が4l

＂して位＂し. S K060をUJる •Ii綱,.omにばほば E

輪を守しく してSP0-111:J≪lllが111£する

墓濃の特徴 一次じ繍清側の・平分以Lを消舶l(Ofに

霰墳されている 、w闇分からばば隅KのIi彫あるい
はUli形であったと推定されるAが賣ll)tQ(f氏1,5.,.

船lふ-I.Sm,沼さO.!lm,二次g嶋は， •次駿濃i\dii

よりさらに元さI.Om.Ill行さO.SmでhTを針めに招え

る．

棺の特徴 宣＋聾の人:~!IV,thl, 1&1 I』tで，悽合闇

は枯土によ って n •~い）を誕す 上輪/if/!11s-1・

40'-Eで.Jt7! 角度は十s1・と 快Illされた甕棺給

の 1ヽ.-r1し！も立てて裾えられている．

Sl038 

$)039 
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20.am 

⑳ .4m 

Fig.28 S J 038・03嗅 柁硲 (1/30)



吉野ヶ 里遺跡

S J043甕棺募

位 置 い）040の重沿闇に位霞し.I¥疇It欝

がS0010と •fl漬する よt,.¥l藁巾鯛liSJ0-14と，rc

内する．

墓嘱の特徴 次し項.,北側・ ,ti鋼几に加血と •re

,~ するたりl'IJliJf組 4渭J,.., 塙の紺約1.10m,fl: さ1.0

m, .)j沿鴫の深さは0.7●9で111をな1めに附える

棺の特徴 望＋安,,大11111,t棺楼11,tで11,1:によ

る 11~/ l)liliわない "輪Iii~はばば磁北とやしく．．

J,w,, 就は十·~·

その他 UJI)が •1111托より SJ 0.14 よ 11 ,•;いと

9えられる

S J044甕棺墓

位 置 S.IIU31f) り嶋,ti欝と •Jllいするわ閃

til<. 外ではあるが・すぐ,111111:::S J 0.13,i~ 幡と1.. 1 

・/;11,Jに 復nm・甕棺叫＆さ料と忠われる I.墳が§11

如：辻なる

墓珊の特徴 履状でI;杓籠Iiiがr,;~lll•瑶1りを •;•

する U幡IHl.kl,2m.Ill輪はl,Om.flさは0.5m

尖船が1憎i1INl'IIJ0>'、次8璃9こ?lめに岬沢され．そ0)

“釦孤75m.~J輪；よo.6-5... ff, さ110.3m

棺の特徴 哭(tll!)+<cll< ド賓）の小~!凡畑即0)

令Uは約0.65m I'll Iべで 1 資は•l•ll!VJIIl・T祁をn

らXいたい）をIllい. k'W•'I"'費祁を11,,欠いた I・鸞

：：怜せる代介沿<:!/,~ によるil-1,1)をIrう ,, 輪Ii

位は N 一部• ~O -EでSJ04311) Ii輪とはげ9改す

る l!l'(f•1, をは＋匹

その他 、渭直削or:sJ0-1:1の気棺を餃演してヽ；

り.SJ0.1:1よI)折しい

20.3m 

SJ°'1ヽI

＼
 

20.3m 

I.Orn 

？・ミ氾は枯 I:をKす

Fig.29 S .J 043·044~~/fれ店 (1/30) 
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S J045甕棺蔓

位 置 虞fil</¥1;111:r.t,(し.S DQalOとヽRI~

する 北東ffllr:,えばJ,MH1l1をyしくしてS』056・

057が近援する

墓濃の特徴 ・；火 ,l攘はほとんど釘•11 されてい）、

二次g嶋が一忠9・しるのみ m,:rえば4<・1り：沢かれてい

る

棺の特徴 f資0)み桟11-tるk,,mllt¥i! される.E

輪tj位llS-76"20'-E 

れない.r. 輪/ii~はs-鉛.00'-E. l!il'llり'~は十

” 

•、.

SJ045 • ノ
／ 

ー

＼
 

--

・, 

ヽ

’
 
’
 
ヽ

＇ '， 
‘‘
 
,-

．．
 
-

l
 

i
 

l
 

S J047甕棺墓

位 置 mmふ印日に位双し.S IJ().10と!Rl'I

する北開にSJO.IS・Ol9・陶が近！＆する

墓柵の特徴 ・次俎篇はばとんど賛頃されて /;I)•

ぶり嶋が蚊るのみ ・ネ` ＄嶋虹Iからの深さは約

0.6m 棺rmめに訳えられる

棺の特徴 哭＋甕の人•印収棺 l・漿のIJl'f分とIJ SJ047 : 

釦尖われている lill 1,tでII,tによるII如）は誨さ ~~ ~ 

20.Sm 

20.Sm 

0 1.0,u 
I II I I 

Fig.30 S J 045・0-17堕棺烙 (1/30)
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S J048甕棺墓

位 置 潤J'fl'<i"i沿に(~買し.Silい0と俗鴫の一

祁が11l複する.JtJl(1111に近怜してS」い9・050が位沢し．

,ti鋼には$J llsl7が北れlする．

墓珊の特徴 次糾鴫11全て鯖墳されてい）． 二次縞鳩

が残るのみ,lllil'III• タ）の知il.!1/11'1彩を.,,しておI).J,! 輪

約0.85●,. 紺輪O.Sm.ii; さはg攘mliJ:I)約0.3m.Filは

ややれめに附えられる

棺の特徴 SH I費）＋遷の小~,,ベm.tilUJ'i':l<はO.T.I

m !~LIべでIQ合闇の・ト,.祁分q)み枯 I:によるll'i!lりを属

す t輪Jj位11S-85'00'-f;. Jtl'll~I!! は+12・

S J049甕棺墓

位 置 111 ,•fl~/lil;;に位沢し.s J効と・「直する

,1111111.sm鱚れた埠噌1:sJ 0-11がE輪をd交さゼて/f/f.す

る

墓塙の特徴 一次4¥嶋は/li0Mh1ー:ISi}るのみ. --~ 双1濱

11. • 次鯰鴫,~面からの深さ約0.6m.関Irさは0.45m,棺

は料めに掲えられる

棺の特徴 虞+ll!のk~m.t血 l費の1M I'1'7<われて

いる 援口人で捨合沿に帖1::1こよるllg)I)を編す I, 輪Jj

位はs-9・oo・-t:.,雙ill/り窪は十お． ．

そ の他 SJ鉛0との前後閲係11,r-用だが．鸞If!の

W!!l!IからSJ(l.19h1~t/するしのと息われる

S J050甕棺墓

位 置 聞(tl~,"i沿に 1,)11 し， sJ (M此：llllりする．

,ti康側にSJ郎がf,¥霞する．

墓填の特徴 ,1鴫Q)tj(/jl;ク）はUllll11形を咋.Jさ輪は

心,1だが．紐輪；よ約,_,.,である.mはぶ卜に斯えられる

棺の特徴 賓十棗の小~m.tt,1 nm全1¼111.0m . 鯰

11式で捨合沿1こ佑tによる119,,,を馳す じ輪/jf~l11'­

虹 20'-E. Jffllり）.~lj土o·

その他 SJ⑱よI)翫しい

A" 

....,,,,,. 

/,.-・・ 
一'，

‘‘‘ --

A' 

^
V
 

※アミ部はfbI: をKす

Fig.31 S Jい8・049安棺裕 (1/30)
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S JOSS甕棺墓

位 置 SJ039111東篇I.Om に(~rt し. S 0040と

頃IVする ,H噸111:SJO絡がf1l'il・rる

墓凜の特徴 •次“黒11S 0010偏隕,.,に賛墳されてt,

り、 'f:lと二次裕鴫がIW'tる 心嶋は深さ0.2m.IJI行

!O.lmで，，る t,1ltllめに附えられる

棺の特徴賽＋寅叫,~;IllスIll I漬 llnlゑ事をIIら欠

いておI). 1'111.1,tで，，ったと~"れる n如）Q)帖t.亨は

絡められない t li/il~ はS-20'00'-F.,I雙沢角度

SJOSS 

ヽ

20.3m 

に+54•

S J056甕棺墓

位 置 汎l'f[~の代濱,S 00400/ii開f}/関祁のす

ぐ洒9こl~illi'る • I柘N鯛にSJ0-15・0.7が．北洒1111にSJ

047が甚クlする

墓墳の特徴 炉賣はぶり鴫に干るiでS1)040細 11.1

に絨頃されている fllはほぼ水ヤに似えられていたようで

ある＾

棺の特徴鉢(J:費）＋塁(f遷）,, x,•~ ば棺悽n.tで
あったと息われる 111111)の1/iJ::,はんめられない..t軸

”位は/JよそS-70'20'-E

S J057甕棺墓

位 置 Sバ心とSJOf>G JI更まれて位れする．

墓嘱の特徴 SJOおとlulll.:,.1:41繍にモるまでSD

040紺闇m: wi墳されている． 棺はほぼ,l('f-1こI~えられて

いたようである

棺の特徴甕十蟹のヽ 9ヽ,,凡th1,悽u,tであったと忠わ

れる.fl9内の粘 Iべりは＆めら/¥/Jい J, 輪Ii位はおよそ

S-5-1'00'-E 

A、

```

 
--..__A' 

20.2111 

A
 

20.2m 

A' 

。
i.0,11 

l'ig.32 S J 055・056疫棺硲 (1/30)
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甕棺募に使用した土器 (Flg.3:{-37)

甕棺硲の棺体としてIllいられた I.:沿には．ぅ~20個体. ,,位 1 個 9本・鉢 2 闇体があり．その• I•に

は埋w.,、1Utl土器として製作されたものと、 n常1111:岱を転Illしたものの一迅通りがある。
S J038甕棺(196・197)

I:甕(196)・1'1'1(197)共にII常容岱である小!'!を川tヽる。111ぷ部はJ:1(1iが内11な逆L字形11

綽をなす．燐部は太く短く外側にftJIび、胴部J,l人1令がr:1緑部外径とほぽ等しくなか 1=1絵部下

には1りrim:::.角形のt滞を一条 (I虫）あるいは こ条en日）貼り 付ける - ~くすぼまる底部は．底

而付近で9消かに外側に開き くびれ底となる。麻而は、中央部がJIii面をなす上げ託。内硲i面はJヽ

ケ Uを憔でmすが、外沿wiはハケ U を残す． 焼成は硬代で、色，~1は祖色を ',\する ．

S J039甕棺(185・186)

巳包( 185)· -f'-'!(186) 共に大問のJ里炉'l•ffl梵を用いる 。 口緑部は、 ）・面がやや11.!傾するl折面

T'勾ftをなす 111, 部の突/JIする紀は内膳・外側共にほぼ守しい。JIJ.11・ぶしからLI紺部に向かっ

てti¥かにすぼまりぎみになり.ll!i1面..:.111形の突；；tを111部 1・,央0)やや上寄りに一条貼り付ける．

LI紺部の成形には．沿部を -L!~く外反させ．その1勾沿1面に再び粘 I:板をIL'i り f,tけてJ•/.みを附

す f；法を とっている。 9』そ部底 1面は~'駁で、内沿1fiiでは託部と胴部の現がぶ191諒である . s J 

039の l・.1いと1ぐ翌は．形態((1にはほぼJr;)じだが、 F梵のLJ絵部上面がより水平に近くなりま

た内外への突111船がより艮いなど. I~' I'のfl l追点がある。 ，胡整は内外勘hi とも に I:にー「寧なナ

テ潤整を行う。 l北り ・下梵共に焼成は硬打で． 色，l1は赤みを・：；｝びた貨出色を里する

S J043甕棺(187・188)

185 

必法1,tの数れはcmをIIす

I岱.SJW., ~- 石バ 心_g

＼ 
1 lff (外）70.0 

(I~ ) 00.0 、lit 112 

1訴 SJ039~i5/.! ぬ
II往 （外）002 
（内）59.8 、tff 11,3 

fig.33 SJ 03哄棺 (1/12)
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187, S,043ヒ 恣a 92.1 
にIll (（ 内外） ） 68.56.8 2 

1111. 11.0 

1臆 Sい3f~" 絋9 ‘ 「/I邸
rJ !li ((I外~）) 埠紛,04 
11,{f IO!J 

190. SJ047下 z;s 100.6 
I Ill (外）64.4 
(1/j) 54.0 
i.ll.! 10.6 

。
40c:m 

※法の敦偵はcmを及す

Fig.34 S J 043・04 7甕棺 (1/12)
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．．．＂ 
.. - • ./ 191 

193, SJ056上 IHJ'3"ll46.4 
Clfl (外） 58.0 
（内） 46.0 

194. $)056.f I. 父（ばIll41,0 
1こ1111外）73.0 
（内） 59.6 

穀'flil<H笠.7
ロll(外） 61.0 
（内） 50.0 

192. SJOlff 21高 89.4
1 lfl (外）認A
（内） SL6 

11佳 lL、

195. SJOIS下 ZlH 乃.8
nn (外）46.2 
（内） 3',4 

194 窮11 11.2 

゜
4知 1

※法父の数!iiiむmを汲す

fig.35 S J 045・049・056翌柁 (1/12)
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196. 紐園上即応 45,• 
llfl (外） 36.0 
(l'f) 30.0 
mi 9.o 

197, 5)038 f芯“氾.2
llff,(外） 42.8 
(1'1)四
llff 9.1 

1韓 3四 J: 残（／冨~28.8
I II# (I「ち抜き），14.2
m情 7.0

19<J. SJO<• ド伐（ばIll 44.0 
urt <IfちIlle)23.2 
“往 10.3

加）c SJ04紅 2'1ri 20.2 
ntf. <外）お.o
（内）28'゚n往 9.0

201. SJいs・,z; ヽ ．ヽ 況.2
Ult (tf) 37.6 
(Iり）29.2 

ml  10.2 

紐郊050,, 笞ti 38,0 
I 1ft (外） 32.0 
（内） 25,6 

lll1 7,6 

203, !ii妬Of 硲I{ 38,8 
Iii.I.(外）31.6 
(1/j)蕊 0

沢If 7.6 

゜
40cm 

※法Rの改偵はcmを＆す

Fig.36 S J 038・044・048・0霙柁 (1/12)
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201. SJ臨 I.!H/Ziil ,2.2 
lljf (外） 4',0 

(I~) ;J?.2 

碑 3おst 芯If. ~6.S 
I Illa (lJら欠el36.1 
り'(If 7.0 

丁加磁..,,... 呼，36.0 1111-( お.0
(141 24.0 
IW 7.0 

叩 . SJ岱11• z1a ,10,8 
I l!f. ((l!外j)） 31.2 

25,$ 
ntf. 7.6 

゜
,10c:111 

滋法l,t(I)数sU1cmをJ,-t

Fig.37 SJ 0お・ 057梵棺 (1/12)

I: 甕( J87) ・ 下安 ( 188) 共に人型のJ雙W. •!f.JII~を用いる．内圃に突Illする逆I.,;:,ffiクの11柑部を

なすもの， U紺沿 I韮iはほぼ水'I' で、 内側に J~く突出し．外011にはあまり伸びない,I II虹部の

成形はSJ039安棺と'ltなり、 r,,み上げた胴部の粘上板と「l舷部の粘 I:板を直交させてJV;りけ

ける 胴部I•位よtJやや下がったところにllliilii二角形の突-:;,をl!,1iりつけ、 f想は ・.条、 I翌に

は一条IIりり付ける ，閏整は内外答1f1iともに「\~なナデ，111整を行う 焼成fむ

を豆する．

S J044甕棺 (198・199)

J: 梵(l98)・ト安099)共にl―l常容沼である壺をIllいる．頸部より I:を打ち欠いて使mしてあ
るために全形は窯えないが， 17紺部が大きく開く広11-./~と忠われる。胴間1,位よりやや I:より

に眉1部最大1もがくるもので．この部分に1祈1/ii三角形の突堺を貼り付ける。鳥11;平部は1/(t►-,1 ((1に

すぼまり、 b徊 iはほぼ平屁になる 1)、1沿l面において馴部と駁沿の況はイ,19Jllv.である 外沿,r,iは

ほぽ全面にヘラミガキが施される 焼成は硬rt・c:.色，関はふみを沿びたII(!出色を'tiする
S J045甕棺 (195)

下袋(195)のみのIiiI: である 。丸みを沿びて人·きく彩らむ胴部を拉つ•l•I\りの開船1/.fll安であ

る、，11縁部の形態は内側に此く、また，分k/.<J111ひ．、外011には短く伸びる1咋形をなす 口柑

部上i面はやや外傾する。 /1~1部；，と人径よりやや Fがったところにl訴1l1iM'i<O)突沿を貼り付ける

内沿面において/ii;部と胴祁ば191敗に区別されるものの、後ばけたない 焼成は硬代で、色，~,は

~i出色をRする
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S J047甕棺 (189・190)

l~(l89) ・ ド喪 ( 190) 共に大'I'!のJl~_j佑'/.Jfl安を川いる 。 内膳により艮く突I.IIする T字形のI―,

紺部をなすもので、 11絃部 I:面はやや外傾する．全体のプロポーションから兄れば、 I: ・ド梵

共に11径はほぱ芥しいが. f梵はよ I)沿f.°6が屈く、より上位に胴部蚊人:Iiがあり、また託部に

向かってのすばまり具合が大きい ド密の底lftiば ~ I" l•.Jf! ↓.tになる ，~1整は内外沿ilii ともに、

Tlドなナデ潤整を1iい、競9成は良好で色，団は黄褐色を閑する。

S J048甕棺 (200・201)

k梵(200)にはII祁容沿である,1ヽ 利の鉗 l度 (201)には埋拌'.1/:111かJ、,m日をJUいる。鉢はIr
紺部が外0日に水'I勺こf1f1びる逆L'i<状を',¥し. I: 面は'l'lrJにfl.I: げられる。11縁部から鳥1部にか

けて絞やかに而曲し、 /J~池はややすぼまりぎみ. /J~~Ub~1/1iは 9代かに世l レンズ状になる， I.I綽部

Fに1折1fli二fり形の突.;;iを条貼り付ける霧娩成は硬'11で．色滋は赤褐色を閑する。一方. F甕

は形態的にはSJ056MI!に類似し、 l:1l1iがfi(かに外傾するT字形11紺と丸みを僻びて人をく

駆らむJIM部を1、}つ．馴池贔JdtU)ややF./IM部,,,位にあたる fヽ:r.,"tに1厨1!1i三角形の突/ifを述絞し

て条貼り付ける． 託部は,,,.~-~、焼成はやや軟n s J 04s1° 安については、 1佑上の色，l~は出

色を'i!するものの．内芯1fii全Jfii及び外答1(1jU)かなりの部分に!.¥¥色が，忍められ．黒色顔料を登イ11

していたものと忠われる．

S J049甕棺 (191・192)

上梵(19 1 ) ・ -F~':!( 192) 共に大9りの珊距'1川安をJIIいる f~ はほぽ逆じ刃形11紺をなすが、

I: 甕は内側に比く、外O!Iに短く突出するもので、逆L字形11絃からT'i''Jf多1-lf点への過渡的なも

のか.I点は11縁部t.1/1]はほぼぶI'. F1邑はやや外ftliする• I:. 喪と f~ではプロボーションが

f,' l" ~lなり、 1屯のJiがより l:f:(に制部；，L人;ftがあり、 SJ0477'-~ に類似する. I'~!! は9代か

に上げ底となる．共に内外硲1(1iはナデ、:i1整會 l·褒はIii器1!iiの 11粒沿ドにヘラ~~[具による横}j

1/,Jのナデ，関整を施す 焼成はJ~好で共に色，汎は1,1t-U色を屯する

S J050甕棺 (202・203)

」災(202) · 1'~ (203) 共に小I\屹~'!を転Illする• I It点部は外閥に長く伸びる逆L字形nf点をな

し、．澁部にr:,1 カ・ っ てややJ•/.みを堺す。!Iii!部1,l人托は11籍部外径を F111Jる。底部は緩やかにす

ぼまり、氏1面は202は'I'・底.203は代かに l:1fb~になる。 沿u,i.~•1整は内岱lillはハケ目を憔でii'iす

が．外沿1面はI ケヽnを残す 焼成は硬刊で色，;}1は阻色・黄け色をりする．

S JOSS甕棺 (204・205)

I: ~ 匂(204)・H!'.!(205)Jしに4ヽ1¥1疫を転Illする I: 1ヽ・烹Jtに形態は1.. 1じと忠われるが．ド梵は

11絃池を打ち欠いて使Mしている 」；面がJlif頂する逆L字形17絃をなし、胴祁1,l人:I至がほぼ胴

部,,,位付近あるいはややそのJ:よりにあたり、器硲とIIi和がほぽ守しい、 110)大きな喪である。

馴邸U> •I•位よりやや下がった所にllli面三r11形の突沿を一条11/iり付ける。庇1!1il:l.f11かに I:げ底ぎ
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みになるが，段をもって符むのではなくI'りレンズ状になる.2旧は外洛面.205は内外岱面共に

ヘラミガキを施す．娩成は映代で色，川は出色，暗褐色を'il.するo

S J056甕棺 (193・194)

上甕( 193) に大型の外｀下'-!(194) に大型の埋船•tm安を使川する 。 沐は上面がやや外傾する

T字形l」Nをなす JIM部はほぼ直線的にすぼまり．「I紺部ft:t訴lfii.::.111/1多の突,;}を述校してニ

条貼り付ける。焼成は硬質で．色，ll1は団色を只する 下安は駅 I:部しか残aしていないが、ロ
lt部は l・.1mが外(<([するT字形I.I籍をなし、榊秘じはほとんど筋らみをけたずに底部に向かって大

きくすぼまる形態をなすものと思われる＂内外器而ともに 1・水なナデ潤整をIrい．娩成は硬n
で` 色渭は黄侶色を呈する

S J057甕棺 (206・207)

巳ど(206) ・ ト甕 (207) 共に小J\~安を転mする。形態（（1にはSJ05的性棺と1o11ーである 同様に

17緑部は外側に比<'"'びる逆L字形Lil点をなし、胴部径は1」紺部径より /','千小さい。託沿が迫(1:

する l:安では、 h~lfiiは .l:げIJ,~になり11111面をなす器而潤整は内沿tfiiはハヶn後憮でii'iし．外浴rfli

はハケFlを残す。焼成は硬nで色，川は黄橙色を只する。

以I:、安棺煤ごとに棺体に使川されたJ:器について述ぺたが、さらに11.¥'IOI的な位ii'i付けにつ

いで衿える。梵棺についての佐符ll野における地域（（1紺年は未だ確 rヽ.されておらず．ここでは
伐17達也氏による北部九州における翌11'!編年案 ( 1 979) "を JIIいる． まず埋~•.'i-111.1:器について

は.SJ 039~ 棺がKOa式（城の越式けI)に.SJ 043・049梵棺はKUb式（城の越～汲叫暉 I)

に類似するようである。またSJ047甕棺 ・S.J 056 f~ は．やや外傾し内外に突111する T~f-形

「It点をなすII!!、全i本的なプロボーション守から、 →兄、KIlla式(lfi玖式191)の範,JJに含まれる

かと忠われるが．突-:;;の形状. 11縁部 l・` に突沿を持たな し、点など占い'!)i;¾/も合わせ持ち. K II 

c式（汲Ill.ii.:問I)からKIlla式（須玖式けI)への過渡的なものと 与えるのが妥＇りであろう．丸みを悩

びた尉部を持つsJ 045·048.F~ につ！ヽては、口ti!部の形態より,iii11がKUr式、後れがKIlla 

式に含まれよ う．—·Jl . H常川 I:匹を棺体に1111ヽ るものについては、まずSJ038嗅棺がKII b 

式~w閲I. S.J050・056梵tfiがKUla式~WJ日にあてはめられる 。 また、 SJ055夕引.fl1U)Jljfの

大きな小疫につ＼ヽ ては.ll絃部の形態 ・胴部突沿の位；,1などから｀ほぼKfib式に並行するHf

期かと息われるu さらにS.J 044」••―F喪の広口壺については、胴部のプロボー シ ョ ン及びr1t沿

の形態からおおよそKII b並行期に.S J 048・056 U初のjj;は 卜甕との七 ット関係からKUla式

~~HIPIに位買づけられよう ． 以」：のことより．それぞれの安棺沿に時期的な位坑付けを行うな

らば、 s.J o:l¥)が弥生時代叩叫JJ頭に、その他のものは1l1J01ij,i'I'-の範見1で捉えられるものの．よ

り細かく兄れば.S J 038·043·044 · 045 ·049· 055が中期1iii 半の ，•;1 ヽ段節に 會 その他のもの

については'11101小I:((までを含んだ、より新しい段附に含まれるものと 打え られる なお、壼棺
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給群とif(複するSD0401J)Jlj[ I: 中からは多くのJり9絆 •.'MIJ:l岱の人利喪の般J 'rが多数11\t した他、

祖棺硲の烙桜と息われるヒ桜 (SKOGO·06 1 ) も検 II\ されており．さらに数i~以 I:の視杭経が

(?tf. していたことが窺える．

紅 Il ~111達也 『安棺の紺q:(r,JIJI 究J f凡州縦l'(i'J動•lllll l関係l雙祓文化Ut,li!ft親t'iXX fl」 1979 

②土墳墓

上塙公は3)£が確品されている ． いわゆる横l-1式 I:~公と呼ばれる、 一次硲城から横穴をJ屁

り込むもの、 一次洛哄の,,,心に ：次沿演を掘り込む二段堀りのもののI山~.r,がある。

S P041土墳墓(Fig.38)S J 038の主軸

延1,/,I:. S 0040を挟んで,ti側に位沢す

る。すぐi'り膳にはSP0421:il£J漿烙が

並列する．況状では給漿の'f'I面形は， L 

南北に此帷を持つ隅丸の町,,形をばす

る 西側が一段下がる段構追をi、¥ち、

もともとはこの段沿ち洋分は横穴状に

掘り込まれていたもので．後に横穴部

分の尺 I:部が崩箔したものと名えられ

る．長釉約2.Sm、短釉約2.0m、裕藻の

麻面までの深さは1,lJ.:約I.Om,横穴部

の託1(1iでの貶軸は約I.Gm.~t軸は約0.7

m、深さは硲漂必而より1,l人約0.4mで

ある。横穴邸のt帷/JI,"(はおよそs-

20.0m 

10'40'-E 閃ぷしていないが弥'LI:

器の小片が数点/UI:して！ヽ る. Fig.38 S P041 I: 堀硲 (1/40)

S P042石蓋土嘱墓 (Fig.39)S PO<IIのすぐ1引011に位『iする。ftl辺がやや幅広になる長方形の

上哄に安1u~·:製の板石を川いて必とする おそらく 二段堀りを行う形態のものであったと行え

られるが． →次煤凛は完令に削'f・されて tヽる。社石は行に-ltl1llt11l分においては/Jjlf,'.llnより束ヘ

ずれておIJ.l~ さ0.7-1.0m.輻0.3-0.4m程度の板Ii81父の他、長さ0.3m程の板fi数枚が必石

としてJl'I((-している, 1ti側の没.[jがかなりり11-iに •Tcね合って；代かれていることより、もともと

はさらに数1父以上の沿.(jを川いていてものと息われる。烙猿の長さは約1.7m、輻は北辺で約

0.35m 、 1ti辺O.Sm 、深さは0.2-0.3 ,n である。 上袖/j位は s-9• oo・-w。

S P059土壌墓 (Fig.40)S J 039のt:帷延長線I:.S D036に沿城北1'分を削平される._;,~ 腐託

面の中央を ・flt堀り下げるて段堀りを行うものである.~~~ 名の平面形は1ti辺が長い台形をなし℃

。
Z.0,11 
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1
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ニ`ニ”Fig.39 S P0421-, 益I:.樅総 (1/40}
20,,1m 

I.Om 

' 

-=-j 

‘
 
l
 

E
 9・07. 

A
 

20.6m 

,ヽ‘
 

1.0,n 

Fig.40 S P059 I: 燐塙 (1/30)
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1ti,(tU)長さは最人:J.4m.!I! 西の船は蚊人:I.Om、深さ約0.35m- ・. 段LIもiii辺がより長＼ヽJVi形

をなし,~t l.15m. iii辺の船約0.5m、北辺の輻約0.3m.深さは殺nからさらに0.5mである。
I湘11;(,(ばs-2・oo・-w 

(3)竪穴住居 ・土嘱

SB O 3 I竪穴住居 (Fig.41)

滋代l><'.1"11町[Ifに(1'(j,'(し、 S1)035にUJられる，迅構北側の一部が，l'lftlX:外に含まれるため、

1: 叉Bil也関係の，潤代におt ヽて検 II\ した部分も JAiえてM化した。 l 'I形の翌穴fH•lで、紅径約5.?m,

深さ約0.15,n.fl.度が迫{(.して＼ヽ る. t:lt八は6,1,:からなり .1111各0.2-0.:isrn、深さ0.2-0.25m

である. Uti.: は近接して 2-:lJ, 砂の小.,.くが(Htしており、幾度か紐て特えが行われたことが

窺える。 この他．迫1,Y/U)•I心には. •J(面が東西に長い桁,.,,形を',¥する K哄状の掘り込み.l'i1.i¥ 

がfi!.iri し、そのJ~釉は0.9m.短輪は0.7m.深さはO.l5-0.2mである。また、 Pi1.Aの長軸祝I:.

西鳴及び東側の収際にそれぞれl'i1.B・Cが(flf.し、これらも '1'-1l1iは東西にJ¾いlfi11llfクをなして

tヽる i>i1.Bの此袖は0.6.5111.短袖ば0.5nヽ書深さは1和(1iよtJ0.15m.Pi1.Cの長軸は0.85111,短軸

は0.6m.深さは床1l1iより0.4mである．統 t・炭の即I滴 I所等は，＆められず．炉などが偏えら

れて＼ヽたかは心,1である.11', I湛：追物は、埋I:中より弥,,,t沿りいが数点検II¥されたのみであり、

そのII.H9l船はり消HIJリfi- ヽ1•191後平にあたる

A
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吉 野 ヶ 里遺踏

出土遺物 (Fig.42) 弥生土硲の~3点、

鉢 1 点を i::<I示している。 209-21 1は~-

208は「I紺部がほぽL'i<状になるが｀忍

部があまり外ガヘ,,1,びず．上面は.,,ら

に整）fクされる.209は鋤先形11緑をなす

もの。1ごl紺部は内fjへは短く突ill.外

}jへは貶く薄く 伸び、沿部は ドfJヘ萌

← 08 

▽,. 
[
 

•• 了
209

r ＝ れる,210はクf/jへ長O't線的に伸びる

逆 L字形に11:!lをなすもの。 l:ifiiは'l'-JU

に整形さ れる。 2 1 1は鉢。 1足に逆 L'i<~/1

--

n縁をなし、 「'*泣 ドに断jfij=c角形の突
二 二二］

笛を一条巡らせる．

了
い210

。
口』

Fig.42 S B031竪穴(j:居/ILi:迅物 (l/4)

S K O 2 1 (Fig.43) 

潤ft(メ・中央の南守りに位it"(する。,.釦辺には小1くが幾つか認められるが、その他には近接する

氾構はな し '•'l'-ifii形は北,,西ー1tl々 東方向に長軸を持つ楕l'I形で．長帷約J.7m.短帷約J.3m.

深さは0.45-0.Smである。埋」::•I• からは、奈良時代の須ぶ器杯身6点 ・杯必4点 ・11112点の他、

l:fi訟 の完3l.i.'.'tがりII:した。これらは完形に復元できるものもあるが、そのほとんどが大き

めの破J iであり上哄内にrJi棄されたものと考えられる。 ,~1様の氾措は、ぷ波辰"りの坪地区 ・

志液H二の坪(ll')地I双りで多数検出されている．

出土遺物 (l'ig.44)須恵器の牙姦4点 ・が身6点 ・IIJI2点.J: 師器の安2点の他、1こ聞品として

I: 弾 l点がIllI: して t ヽる • 212-215はi!I恵浴の.tfl.l。212は口紺部の小Ji・.端部がf何かに.Fil

ヘ折れる。213・214もまた11緑溢部が代かにト・方へ

折れるものであるが、 212ほど191諒にI&を持たない．

213はつまみの 1沿と下端の任がほぼ守しい円筒形の

擬官珠様のつまみをなす.214は11駐沿部の内器[(iiに―

若千•1lJYt1uを I~って折れるものである．つまみは I:

1(i)に(Ii(かに,''Hf1iを持つ擬官珠様のつまみである。

215はn紺端部の作りが214とほぼ同様で、 1：：;台状

戻ご乏万全茎忌呑互言翌宝至；竺芦手言与L9.0cm、219・220は1こIIY,約14恥 m.悩必4.2cm、底n

ヽ

菖.7111
O
'
 

I.On, 

l"ig.43 S K 021 I洪名 (1/40)
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ークニョ ~ 212 

,,.,,--~、
213 

こ

て 7

~ 
21べ己日
215 ‘ 
こ

~ 2 

221 

彎尻T―
225 

戸〖

L
 

7
223 

-

224 

Q
o
 

。
1伽1

泣6

fig.44 S K021 I: 談/J¥I・.追物 (l/4)

9.0cmとm情は等しいが．「t!f.・ 岱必により法!,tが)'(なる。全て底部はヘラ切り雌し後、ナデ
滋幣を施す 221は浙1(iiJJ形の低い1:s台を持ち、 o'C立ぎみの1人洛をなすものである 「lff.

13.5cm、名~,凶4.4cm、lぷ台径9.2cm。222・223はf本部からにIIが部にかけて11'(線（りに開<au。222
は1本部と邸沿との戊付近に渡I*を持ってゞ 'lち I:がるのに対し.223は託部からすぐにmぷ部
に向かって立ちtがるもの.b¥: 部はいずれもヘラ切り後、ナデ潤整を行う．

225・226・227は上師硲の浸. ,~, 絵部は大きく外反し．胴浴はほとんど張らなt'• ,l1整は1」

紺部内外岱面共に横方,,,Jのナデ、 JIM部外岱面がハケI]、内器1(1]はヘラケズリ．いずれも胎上,.,,

に往0.5-5.0mm程疫と人・小様々な小.(jを多!,tに枇人する 224はtヽ わゆる I:弾と呼称されるも

ので、 il~人品と忠われる。

S K O 2 5 (fig.45) 

潤代lえ中央のやや州窃り. S B03lの南東3.0m、SK030の北東2.Smに位れする。平16i形はほ

ぼ方形で．北束関のみ、丸みを{1ゆる 南辺で3.4m、西辺で3.3mで．深さは約0.8m 埋七から

は弥生上器の~!! ・・＜努 ．，＇,・社杯等の戟I',・が11¥J:した
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吉野ヶ里遺跡

出土遺物 (Fig.46)'.祢'tI・. 沼の甕4l.l. •i:\ I点．必杯1点の他、 1:l'lli名位のむ湛 l点がll'ol:して

おIJ.・,':¥ (2'34)以外は小,,,である 228-23 1は•'A:'t l:;がI)翌 228は11舷祁が逆1.'i'形をなし、

残({-部から推定すると9潤はほとんど彬らみを1、げたない、内外沼1fliともに 1呵水なナデ，il'I整を施

す。 22!)は1こ1 •んが断1(11:_角形をなすもの，.和ftiは1家にナテ渭整が施される。223はくの字形に

k1i1ll1する11絃をけつもの，II柑祁1AJ沿1f1iは・l'-11! ~ 
に11:I: げられ．沿部はやや1'7-みをllつ.231ぱ

知く外反する I '*点を柑つ,Jヽ'I~の~ 232はJ•↓み

をuって外Jiに水平に伸びる鋤先形1l綽をJ!;つ L 
,:・ 砂f. 234 は恨合11紺屯の鳥1部から b~沈にかけ

ての部分＾ほぼ球JftQ)胴部をなし. ,~~ 部は短く

くびれた 'l'·h~になる，胴沿；，リ人;if.のf'i(かに.Fが

ったところにltli而.:.Iり）ftの突仰を張り付ける。

233はJ:Mi沼の必杯で．桟い｛本部から此く ,,1,び

てやや外反する11紺部を情つもの.ill人；」と忠

茫 23-1 J
 

言 <ごご＞ 晨19.Sm
われるが、 応l'i<I化した tヽ ずれも胎l:'111こ〇.5

Fig.45 

『,===i 
SK晒I:萬(I/船lC/--.-

-―ゴ
I乎’’

) C
u
 228 公刃

~ 2:l{》;1'鳥
231 

六三―丁—9戸
ね2

二 l
23•1 

Z。 狐cm

Fig.46 S K 025 Iこ玲II¥I: 迫物 (1/4) 
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L
 

ー（

引

て

"'・
 

238 

。
20m 

Fig.48 S K 030 I: 磁/J.¥I: 追物 (1/4)
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吉野ヶ里遺跡

-3.0cmf'Jの小6を多1,tに含み、・父HJJ¥・も多く 含む．

S K O 3 0 (Fig.47) 

閲代区中央のやや洒百り.S K025の1ti束2.Smに位凶する。平1fiiJ杉はほぼ東1l_ljに此柚を持つ．

滸状ともけうぺき不整形のl-!J;形をなす． 中央沿；が•段ドがる段構辺をな し. p刊りの Ii~院には

小穴を持つ。長さは約3.0m.輻は東溢部で約0.35m.西沿部で約0.65m 深さは東隕段部で0.2

-0.25m、洒側段部で約0.3m、中央部のl1lも深い沈分では検ll¥1/1iからの深さ0.35-0.45mである。

埋l:'i'からは弥'1:1・.答の翌 ．邸杯 ・筒型沼台笞が/1',I:した。形態及び11',.l:辺物より梵桁繕群に

ftうな祀に係わるJl'.I椙と考えられる。

出土遺物 (l'ig.48)S K 030からは50点あまりの1こ岱Jヤが/I',」：したが．いずれも人＇きさ5.0-

15.0cmrlの小片であり ．全形を復元できるものは器台(241)のみであった．これら50点あまり

の破J¥・のうち、器種の'fll)JJできるものを概観するならば甕は最低18僻体、 9校は6個f,I,:.鉢は

1個体、i,'f,J;(,2個f本、器台は6閲体が数えられる。ただ.fNlf数は多いものの｀それらに1友合

でさる、あるいはliif・閥体と息われる破）ヤは少なく.;13物の多くが坪 I:と潅佑：流れ込んだnf

能性が・)3/えられる．

235・236・238は安.235·236は逆 L字形17~点をなすもので.235はIJ紺部の 1こ面が1渭1で．

沿部は丸<I.I:I: げられる。236はほぼUi名と等しくなるくらい靭らむ胴部を持つもので、 1―I絵

部下に断直i三角形の細い如ifを2条貼りつけるもの。「'*点溢部にはIf]諒なfltを持つ。238はII 

松部が1析面.::.111形をなし、端部は丸

みをけつ• 237は鉢。I」籍部は逆L'i<

形を'i!する。239・240は砧坪。239は

鋤先形のu*tを持つもの. 240は~1IJ1

する深い器形をなし、「IJ点部が逆L.

ヤ形になるもの。241・242は沿台。

24 lは全形の1/3れl!tirt(iしておt).

S K030/l',J・氾物の中では最も残りが

良い。246・247は大咽の簡形沿台．

246は受部から鍔部にかけて緩やかに

和IIIするもので．”部はやや F方に

,,,]かって伸びる。247は鍔部が水平に

伸びるもの。鍔部での径は23.0cm.

243-245は翌のh"~じ。243は底1hiが'I'・

tl!f.J. くびれぎみのもの 244は同様に

くびれぎみの託部であるが．麻1!1iは

、

.

＼

ー

ー

20.0,n 

゜
:!in 

Flg.49 S K051 I: 塙 (1/40)
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ヽ
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ヽ

SK060 

A
 

A言入 ~20.0.u 

~ A' 

B昌 J,-;ro,o,n 

~l' 

。
l~l 

fig.50 S K 060・061上痰 (J/40)

やや上げ底になるもの，内答1fiiでは底部と！恥津の境1よぷ'"瞭である,2~5はかなり薄Fの迅り

で．約面は1頃u.内外器,!ii共に「芍（なナデ，J1整が施される 236・246を餘く全て胎J:中に砂
粒 ・小1-iを多伐に含む他、 ・.:n吐片を多<iU人し、 慨ね貨灼色 .Kt色を',lするー ・方、 236・246
ぱ兵1サ,・nよ澁人するものの．紗粒 ・小l・iはあまり含まずM良な胎・J:で、 色，閃は赤褐色を内する。
S K O 5 1 (Fig.49) .~rn区の凸皿 SJ039焚棺給に,t-i

西側を→祁l:JJられる。'l'・rfii形は北東Oilが船If;..く、南西に向

かってすぽまる多,,,形をなしている 底而は南西から北東

に向かってNi命1している。北西ー,ti東方向のM大船約1.6

m、北東ー,ti西}j向の蚊人残存船は約1.6m.深さは南洒

購で約0.5-0.6m.北束傭で約0.9m である。 弥'l'•l•IOHIJ頭

のSJ039に先trすると 与えられる他./1¥t追物もないた

め．時191・ti激についてはぷ明である。

S K O 6 0・0 6 1 (l'ig.50) 

閥fi.l,(1勺匝開、 SP041の東側に援し、 SK060・061双

力が切り合って(i-tf.する．共にS0040と迅情の北側が項

複するため'l'-ilii形はイ渭Iであるが、 SK060は1ti束， rt1所

方向にコーナーをl:tち、迫(i-g(,分からは長方形プランが推

定される。また、 SK061はiti西}j向にコーナーを残すの

みであるが、プラン的にはSK060と類似するかと思われ

る．どちらも託1/riがl頃に向かって傾斜して低くなるが． ＜こ二こ>

＜ 
248 

＇ ，
 

249 

S K06Iの方がよI)傾きが人さい．迅h'4の辺(-{-状態は洒い

が残{f部分の形態 .l; 帷方向あるいは周圃の状況などか Fig.SI その他のII',上俎物I(1/1) 

0 2ぐm
I I 
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ら喪棺経の一次硲壕であるu/能竹が与えられ、取りあえず[・.堀と して#H-'iしておく 硲屎とし

た場合、11'i体はS0040掘削の院に岐戌されたものと思われ、 J.:痰託1hiの状況から1t.i隕から北

側に向かって棺体を挿入していたと推察される。SK060は西辺の残存長1.6m、1tl辺I.Om、東

辺残(T-長0.7m、深さは酎辺付近で約0.35m、北側で0.45-0.Sm,S K061は西辺の残(-flit.1m. 

1+.i辺の残((,J...!0.9m、深さは南辺付近で約0.2m.」t隕で約0.4m.

(4)その他の出土遺物 (Fig.51,52)

その他,Jヽ,・,.迅構検/J¥rlii・ 耕作 l沖 などからI.III・. した迫物について、t.Ym的なもの、あるい
は今まで述ぺたものとは時JUI的に異なるものに限って述べる．

250・251は弥生」塙の安で.,Jヽ~·,からのIll七である。 250は11縁部 と 体部に l~1!ii三角形の~!

I] 突~iiを貼り 付けるものでIJI渭hlf/ 平の所~ij, I'/! 耗のため，i1整は和I/!賄だが、内外器面ともに横

/ii/•Jのナデ濁整を施すようである. 251はくの・ヤ形に屈1111する17縁郎をIiiつもので．口籍は緩

やかに外反しつつかなり大きく1;りく。胴沿はほとんど筋らまず、，関整は外沿1面がクタキの後ハ

ヶ l'l,Wl整を施し ．内器r面についてはイ-'91である 。 •I渭!,¼,-後期l/Jliiiの所fli。 252は 1'.Bli名9の梵

二ニ
了・ 二躙

¥
9
9250r
い
251 

-＇,
1

 

ク
”ヽ

ヽ
‘

¥
＼
 

＼
＼
 ＼，
心
"d

r̂'ヽ‘
¥ 11 
I 

252 

ご:w5-1 
=゚
 

公 m
二＂

邸゚
q~ 

?57 

2お 0
. . 

Fig.52 その他の/ILi:迫物2(257は1/2.他は1/4)
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で検/l',1l1iからの11¥1:でlが/,,;IIギ,~のもの。11紺部は内外器rfiiともに｛伶を持たずに外fi,し、沿部は

tr F肥f'/.しんく収める。253は弥'1,1:苔の11!のb'~i罪. ~-iくくびれて託1(1iは1曲Iiiをなす 前）91i)i( 

平 254は弥'tI: 器の年 IJI怜6.0cm、蕊謁5.4cmf'、！度の小I¥り品で fo捏ね風に流く整形される

硲吠は5-8mmと)'/.めであるが b~部の中心付近のみは21111111扮しかなく．外沿1f1iが・1'・1必になる

のに対して、内名~1fliは)fl,~状となる 後m前1らか 255は小'1'1の複合「l綽希のIItぷ届からi./i;11,

にかけての祁分で投lill: •I• からのII'.I:。11縁部は1!.Jil'Jしつつヽ tちI:がり、イくIJ]瞭ながら沿部に

は平Jl!1(1jを11;つ、Irff9.7cm. I妥Jり1後'I'・の所~7(

248・249・256・257はIi器．凶8・249はサスカイ ト関のH投Ii級 248は 'l'·1f1i lfクがほぼ縦1~

の[ifり形となるいI!!;式のもので.J!;t,llには桟<lJtりが人る。脚沿はJj・}jが・部欠Illする。249

は柳姑形のもので、先沿祁と,.~部を欠mする 248・249ともに検11¥1l11での/Ill:である 256は

砥(jで関n,上中からのIIUら 257はイi庖 「の ィ沌分。
迫H術り tヽ紛J 形態 (1~徴l IJ!l~rn さX輻X江さ： m) Pllll 偏牙

S K021 I: 哄 餡l'I影 艮帷約1.7.紺軸約1.3 公JlP.lf~

S K0'25 - Ii影 3.4X3.3X0,8 弥生後馴祈半

S 1(0:lO ” /Vi彰 3.0Xo.35-0. 岱XOぷ-o..as ')l;'l"l'ill ヽ l •tti

S H030 製穴ff\•! ''"i・ 6本II り'(ff..約5.6 ~1~11J~-中111員 9 S llO:l5にI/Jr,れる

51)035 沿料 ll'i1~i逆台彫 (8.0l x:1.sx 1.0 匹 H 予 l".l!l'lllt昌＂の Sil磁l

S U036 鳥• ．． (1.5-3.0) X5.0X0.3 仮n叫ft ． S 00875 

SJ四 祖棺¥} 小'l棺 (2.0) X I.SX0.5 •;t,'じl•llltiil1'· S 1)().1()にUJられる

s」039 • 成人m (L.5) X J.SX0.9 •,'l<'t•l•lllt/Mi ” 
S IJ0.1り 沿趾 I舶~ii竺台影 (19.0) X3.8XOA-0.7 舷暉Hf ［割lり尾具tのSI)姻

S 1'0'11 I: 虞i.i ,.,,;.:;1,¥1(をIIつ 2.5X2.0XJ.0 ~•1; •1•111 

S 1'042 li,1'./1: 虞¥¥ !W影 2.3X0.5-0,7X0.45 弥't中Ill'/

SJ 013 泥liH¥ 成人棺 '/Xi.lXI.I •;\:'しl•l!Wf'I' $00111·SJOl◄l:1/Jられ；；

s J0."1 ” 小'l棺 l.2Xt.OXO.S • 
S J045 ． 成人桁 •,'t.'lc • l•III 中Iii

SJ 0.17 具 . ． 

S JO.IS . 小'l棺 0.l!SX0.5X0.1 “ 

s」0.19 極 成人棺 ” S 1)0,10にVJられる

SJ 0:,0 ＂ 小,rn. ． ヽ

S K051 I: 鵡 隅丸の多/r1形 t.6Xl.6X0.9 弥'l:•l • IVI ?

S D052 洛翔 術16i逆台彫 (9.5) Xo.9-i.2X0.35-0.65 ~t伶n1r1r--n~

s」0閲 翌棺,} 小,mi •,'l:'1: •l•JJWl1' S l)Q.IOにり）られる

s」0お ” 成人棺 ,;t,, じ1•111 小ti'! 鼻

SJ 057 “ 小'llfi ‘‘ 劇

S 1'059 I: 塙g ・.1沈艇,,を1;う l.4Xl.0X().85 •)l.'I: ヽ l • Jfl ?

S KOOO 1:l≪ )~Ii影？ <1.mx1.oxo.s ＂ 夷棺<.';U). 次4¥l賓か？

S KOOi “ 
＾ 

(I.I) X0.9X0.4 • 鉤

Tab. I ,'if.fヶ'l!I,:餃地1x:1111,<迅惜 ・ti.& ） は残(/lfiを,,ヤす

-oo-



吉野 ヶ 里遺跡

Fig- Pl、1,1遺柑 lfl頃）q種 IPI
H蓄'I岱サuu酎｝
9-1 !li003330 S D041 ＃生tZI

2 3325 ” ” 
3 3.128 . “ 
4 四 0 ” • 
5 3342 “ ” 
6 3.136 ” . 
7 33'1:7 ． ” 
8 3333 ． " ， 3329 ” ‘‘ 

10 3335 ” ” 
II 3326 ヽ ” 
12 3.12,1 ． “ 
10-13 1424 S 1)03 “ 
14 1425 ” ” 
15 1478 S D041 ” 
16 1472 • ” 
17 1415 SI)寧 ,. 

IS 14•15 S 003 ‘‘ 

19 1466 S 1)04 “ 
20 1479 • ” 
21 1478 ． ,. 
11-22 8-35 、1008S003, ” 
23 40ll 蛉

＾ 24 8祁 1ヽ010 ” ” 
25-25 1419 ． み
26 1461 S 1)04 ” 
27 1459 鯖 ” 
認 1420 S 1)03! ” 
29 1432 ク “ 
30 1431 S 1)().1, ,. 

31 8-氾 1159 “ “ 
32 1<149 S 1)035 々

33 1450 ． • 
13-3-1 1147 ． ” 
35 451 鴨9 ’‘ 

36 1437 S 003 ” 
37 8-34 1157 ＊ “ 
38 449 S 1)04( ゅ

39 453 ” “ 

LILT 法 !.I (an) 飴 I: 

口粍 ilif.l a,f至

虔 (47.0) (13.0) 1t -,J•fi ・ '/Jill

• (45.5) (19.6) 令

• (56.0) (5.8) ” 
令 (7.4) . 
、． (S.,tJ ． 
“ (8.4) ” 
• (38.0) (8.2) . 
• (32.0) (5.8) ・
• (47.0) (6.8) 曇

ら (52.0) (10,4) ＊ 

• (74.0) (13.0) ” 
• (92.0) (IO.O) 

＾ • (29.2) (3,9) ” 
• (30.5) (5.8) ． 
令 (28.0) (5.6) ” 
• (32.5) (2.7) “ 
• (34.5) (3.3) ” 
• (39.0) (2.9) ” 
• (38.0) (7.8) 紗 ・小l:i少

蛉 (3'J.O) (4.9) ＊ 

ゃ (38.0) (12.3) . 
ゅ (56.0) (4.6) り・小{j,',lijJ

• (54.0) (7.0) ． 
• (60.0) (6.9) ＊ 

• (25.2) (7.0) ” 
• (27.0) (6.G) ” 
• (2:1,2) (9.6) ． 
• (28.0) (9.7) • 
• (19.5) (7.0) ” 
• (2ヽ1.8) (7,7) ‘‘ 

• (23.4) (18.0) ” 
ル (36.2) (II.I) ●● 

• (43.5) (JO.I) " . 15.S 23.7 6.0 “ 
• (17.5) 15.5 5.5 • 
• (16.5) (9.2) ‘’ 

• (1-1.8) 17.1 6.2 . 
• (15.7) (16.3) ． 
” 11.3 15.5 . 
Tab.2 Ill f:・1-. 沿観咲表 l
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色 心1 潤 整

外；；；面 内召面

ふ褐色 ナデ ナデ

llllll色 ~. ． 
’’ • ” 
淡柑色 ．^ ” 
.,¥: 出色 ” ” 
ta.Ill色 如 ． 
，． ． ＊ 
. . 釦
決出色 ” “ 
lalU色 “ 

令

や ． ” ． ” ” 
淡出色 " ” 

贔

“ • 
貨n色 “ ヽ

＾ 
.. ” 

,¥¥出色 . . 
出色 ’’ ． 
n出色
｀ 

＊ 

、． .. ． 
貨R色 ， ． 
決出色 ハケメ ハケメ

貨R色 "ケ J• tデ • 

“ Hそ., ヽti
具

釘 心!I 伶

ほ出色 ハケメ ナデ

出色 ＊ 心,1

貨出色 "'"' 
9ヽ ケメ

ふ出色・出色 ハケメ ” 
貨位色 や ‘’ 

•nru色 . • 
黄杞色 JJ+,t1tJ " 
出色 ハケメ ぷ191

祖出色 II~/•11.'tf 9ヽヶ メ

,!',ll)色 ハケメ ナデ

貨紅色 “ ハケメ

R出色 "'ヽ・＂＂

lff紺色・Ill色 ヽヽケメ . 
貨位色 ヽ•

＾ I 111・l'IれりI,urv,.11.;o 
叩('は1¥(11<を.,... 



吉 野 ヶ 里遺跡

l'ig- Pl. IJ ill I, Ill IJ色'1.ト、 IIJz:!I 法 1,t km) 胎 t 色 .111 潟 整

Mtil/ if'i{J 1111笛り llff 岱“ 1m  外沼,,. 内7.ldii

14--10 81001;1; S U04C ~'H丑... (25.2) (2.5) 紗Iii多 IUI出色 ナデ ナデ

•I 1514 ●9 ” • (37,0) (L5) ．， ·• 貪

＂ 
42 1506 ” 

.. • (36.S) <:1.s) ” “ ＾ 
• 

43 I臨 " 

＾ 
• (38.5) (4.5) ヽ• ．． 

＾ ” 
“ 9-12 

40<) ＂ 
．． • (20.8) (4.2) 脱 ・1'6・?111 淡出色 、．

“ 
45 413 ” ＂ 

． (9.0) (4.0) . R色 ． ” 
46 411 • 蛉

鉤 Cl4.4l (7.2) ． 鼻 9ヽtJ・ナデ ” 
47 1441 S 00:15 會• • (15.2) (9.3) わ 出色 9ヽ ケメ ハケノ

48 1-142 ． ．． • (20.0) (8.4) • R色 . “ 
49 !).'.18 ＂硲

，， 
” ゎ (14.0) (23.7) ” “ ゜

わ

” 
114~ ,, ． ・ ＊：沿2 (26.8) 7.8 ” ,,1出色 ． ナテ’

15-51 lli4 S 110-1( 

＾ 
• (23.6) (6.8) 7.1 • ほ色 • ィ"'I

52 IIT.l • . 今 (21.2) (10.:1) 10.4 ． 出色 ゃ ヽヽケi・ナデ

ぷ 419 ” ’’ • (19.0) (li.5) “ ,,1出色 . ハケメ
5<1 lliO ” " • (22.G) (i:u) ” 代出色

．， . 
55 416 “ ” や 09.0) (5.0) ． n色 ＂ 

今

ぉ 410 ,. 

＾ 
・(21.0) (4.5) ． 位IU色 ナデ ナデ

57 1175 鼻 “ 鋤 (25.0) (5.0) ” . ハケメ ハケメ

58 9"10 •107 . . • (19.0) (2,1.2) . 黄I(!@ . ” 
59 !~39 4公） • ” 令 (19.8) 35.6 s.o ” R色 “ 

. 
I磁 1495 ．` •• . 15.2 (11.2) 今 ． 

＂ ナデ

61 1•192 ” ” • (17.5) (13.5) ． 債n色 や 9ヽ ケメ

62 143<1 ” “ .. (凶.2) (8.3) ” ” ＂ ,f;IJI 

I.I 1158 ” . • (1-t.O) （訟.o> ． '"出色 ” Iヽケメ

6-1 1421 “ ” • (I&.8) (、1.3) . 貨位色 “ ナデ

6.5 1496 “ ＂ • (17. ヽI) (5.5) ” ” ｀ 
ぷl!I

(~ 1161 ＊ ． • (IJ.3) (Iヽ1.8) ． R出色・褐色 ＊ 9 ケヽメ

ol 1162 蛉

” • (11.3) (13,1) ． 、． • ぷIり1

68 9-11 450 . ’’ ., 01.3) m.3> ” 投R色 ・、 ハケメ

切 116'1 鼻、 ,. (13.9) 6.3 ” 日出色・出色 “ ” 
70 四4 151',8 s I)姻し ” .. 8.•I 17.1 紗粒少 ~'.l. 出色 9ヽtl•'\;tf ナデ

71 434 S 1)04( . ＂ 9.4 (13.3) ゜
枚IQ(!l ヘぅミガキ ハケメ

n }、13 ,136 ‘“ “ ” 7.1 6.5 2.8 紗!,・小Ii少 ” 
． ヘ9ミガキ

17•73 3:146 “ ＾ 
lit 5.0 8.3 ” ヽ ナデ ナデ

74 3347 ” ” ” 7.1 6.6 ” ” ハケノ 不ljJ

75 公切 ． ＊ " 6.8 7.2 ． 柑色 ． ナデ
76 MOO S DOO “ 

., (8.2) 1.8 

＾ 
貨日色 心II ィ;191

77 1513 S 1)0-1( ” ” (10.0) 1;,4 ” 位色 “ 鼻9

18 :1351 ” ＂ 
. 9.0 8.1 f(l~ 色 ハケメ ナデ

Tab.2 /J¥ I: Iご沿観察,I<2 ＊は11沿1,l人:If.をぷす
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吉野ヶ 里 遺跡

Fi~- Pl. 息辺檜 1111. 培点 ~fi IPI Zill 法 1, しkm) 胎 L 色 ぶ’ 濁 r, 
M孟り Ifけ｝ Ulllfiり nti 芯必 ~'fff. 外Ml紺 内岱,ti

-ro S 004C ~t1:z; 避 (8.4) 6.3 卯・仙・苅9 ほ比色 へうナデ ナデ

8() 3357 ” ” (7.6) 7,1 " 出色 ハケメ 9ヽ ケノ

81 337 3356 “ “ (112) 5.6 ” ■nlじ色 . ナデ
82 1407 5 003; . (122) 7.0 ‘’ 柑色 ぷ111 心ll

氾 336-1 S D0,1 ., (3.9) 6.8 .. R色 ナデ .,.デ

訊 3363 “ . (4.9) (11.7) ” “ ハケJ Iヽヶ j

邸 4012 S 1)035 學 (7.0) (12.51 ャ 位出色 ． 心
86 3.1位 S 1)0,1( 

＾ 
..;; (3、6) 6.3 ＂ IU色 ナデ .,.デ

87 3358 “ ‘’ (4.5) 8.-1 ． ＊ - ． 
総 3313 “ ’’ (6.1) 6.4 ． "'出色 ,, ケメ “ 
油 :i:!61 ” ” (5.1) 6.0 ” ” 心ii ハケメ

90 3:159 ＂ ” (7.3) 9.0 ” 出色 ハケヽ -1-~I 

91 1167 . ●、 li (8.4) •6.0 ． 令 ． ナデ
92 1512 ” 

． (6.9) • 5.8 ” 
. 
＾ 
ハケメ

18-93 447 

＾ 
＊ 

“” 
(22.2) (22.0) 7.l 紗≫・小h少 位色 1"VI 4;111 

飢 I霙 . ” (31.0) 110,0) ． や . ． 
95 1411 S 1)00: ， (22.2) (16.0) ヽ• 貨1(10. ナデ ナデ

96 I珈 s 1)()1( ” (26.0) (11.6} 卯・+!,・悶9 位N色 .f<IUI 4"•1 

97 1413 S ll03, 今 (31.0) (11.0) ” IU色 ナデ ナデ

98 1503 . ＊ (30.0) (11 .. 11 ” 191出(i ＾ ｀ 99 1197 ” ． <3'U) (6.0) • IQIU色 利!I 心"
100 1195 SOい（ ． (32.S) {6.3) ” 位色 へう：ガキ へう：ガキ

101 ＂郊 ” ” （訟.3) (5,5) 厨 ~llll 色 心91 心"

102 427 や ＊ (14.8) 16.8 ． 位色 ハケI ハケメ

103 10-IG 429 ＂ 
ヽ ( l~.2) 15.7 . 貨ほ色 心01 へうケズ,,

10-1 4広3 ,, ” (9.9) IO.O ” R出色 心VI ナデ

105 425 ” • (8.3) 17.3 蛉 . 9ヽ ケノ ヽヽ ケメ
106 1四5 426 ” ” (17.7) 17.5 ” 11, ほ色 へうiがキ

19-107 1476 • ． -~ 'n.6 4.7 紗粒少 n色 心91 心,,

108 •138 “ ” 6.6 3.-1 
＾ 

出色 .,. デ ナデ

109 1520 “ ” 9.1 1ヽ.0

｀ 
ほ出色 • . 

110 !l.1003614 ＊ • (:14.o> 5.4 心 1(1(:, ハケメ ナデ

Ill ． ． (M,0) 6.5 5.3 . 貨位色 心JJ 杓"
112 I 160 s uo:1s . (26.6) 04.6) fft・ 怖・苅9 出色 Iヽケメ ハケメ

11:i 1179 S DO.IC ‘’ (17.8) (6囀O) ’’ l(l!U色 “ 貪•

114 1~19 ” ’’ (6.9) " 茶出色 ナテ・ へうナデ

115 81001況IS D04C “ (8.4) 5.7 (5.0) " 出色 ． ナデ
116 151() “ " (38.4) (10.8) ’’ f(l(i ハケメ ハケメ

117 1490 “ 
., (:16.6) (14.0) ほ出色

｀ 
イ;111 

Tab.2 Ill I・. I沿：観察表：ぅ ＊はICi沈Ifをぷす
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吉 野 ヶ 里遺跡

l'i屯 PL I/ ii杓 II¥ IJt,:., Hi 1)1 Z.11 法 !,t (cm) 胎 J: 色 汎 ぶl 梵

~11/1/ 笛” ll11! 沿 I 1ft .,,.-:; mi 外7.'l,~i 内岱1/11

118 8700!41 S DO.I M ぼ f~ (19.0) (7.5) 印•1,f,•!ijt 貨ほ色 イ;If) イ澗l

119 1518 ” ” • (17.0) 12.、1 “ 1(!11)色 ＊ • 
2.:.120 10-50 3702 ” ” ” 17.:l 12.4 (6.5) . 決出色 ナデ hケヽ ・+デ

m II祁 :; ll03! ， 今 20.9 11.9 . ほ出色 ハケノ “ 
122 、145S UQ.IC ’’ • (16.2) 11.9 ” 杭は色 ” ハケノ

123 ,143 " 
， • (20.8) (6.1) • IIMU色 ナデ ,、9ヽ ・ナデ

124 1517 ” ” ” (9.6) (7.4) ” 出色 ” ナデ

125 437 鳴•

＂ • (12ぶ） 9.6 7.5 ‘’ 灰IU色 心" ,fltJ 

126 1~ 18 439 “ ‘’ ． &l 4.3 3.8 ＊ 出色 .. , ヽ・<¥t1i' ,.11,,;i; 

l27 10-47 440 蛉 ,, . (7.3) 6.2 “ ”‘ ナデ ナデ

1鵡 444 ” " ,、 (13.8) (6.0) “ R出色 9 ケヽメ “ 
21-129 t,t:ig ＊ ” llt. (14.8) 5.7 紗f;多 黄位色 心!I イ""

130 1176 ” 
』9 • (17.2) (5.8) ． 位出色 へう：ガキ ナデ

131 1417 ” 
＇^ 

• *08.0) 2.6 紗杓少 日色 -1:191 ィ""
132 1416 ” “ " * (24.4) 1.9 ” 債R色 ナデ ナデ

訟13:: ml3612 ” ” " (10.0) 11.5 紗ド・1H,1名 ほ色 ハケメ “ 
131 訊lll.ltiJ ． ， " 7.7 11.9 8.0 籾・仙・tij} 茶出色 '\11t•Iヽ,, ハケメ

135 10-.,;2 3706 ＂ 
. ’’ 8.0 11.ll 10.0 ．． ふ出色 へう-,.デ “ 

136 10.51 1574 SIJ!l3! 心 “ 13.0 7.9 Iヽ1.0 ヽ n出色 ハケノ . 
137 l凶 3224 S IJ04( ” • Cll.51 16.2 11.3 

＾ 
貨日色 ナデ ナチ

138 1(切 S ll001 ． ,. (17.5) 12.5 ' II;)出色 ハヶノ ~,tf. ,,, ヽ

139 1408 ＇ 
. 
“ 15.4 18.4 " IU色 ” ハケメ

140 10-56 430 $ l)¥)ll ＊ ” 12.6 18.5 13.0 
,. 

” ククキ tデ，,,t,

141 10-s,1 4J5 .. ． 鼻 13.6 (13.8) ＂ 黄日色 ナデ・ハ'1I ” 
142 10-57 1185 ,. 鼻• ” l~.2 18.6 (15.<I) ” 

． ハケメ 9ヽ ヶ j

143 10-5.5 1598 SU匹I 今 ” 13.6 18.7 “ i,tlU色 • ． 
14•1 10-59 II部 SilいI 蛉 “ 15.7 19,7 18.0 . 出色 • イ;111

1•15 I l,00 432 が

＾ 

． IS.O 22.4 ” 条IU色
， ハケJ

146 11-58 1597 S 003' .. 令 (20.2) 16.3 “ 比色 9ヽ'J.fft ” 
23-1,li 11-61 1703 S 110.11 ” ~" 6.8 9.5 12.0 • n出色 ククキ ナデ

148 1572 51)0051 蛉 ＊ 6.8 9A 11.5 ” 出色 ＂． ハケメ

Iヽ19 149<J S DO.IC 心 . 6.0 9.2 11.9 . “ 
150 370.1 舶 ’’ 蛉 7.0 9.0 12.0 蛉 債R色 ククキ ナデ

151 11-63 :l705 . ， 
＾ 
7.5 I0.5 10.4 鼻 ほ出色 " や

I泣 II~(氾 4:11 約 ” ” 8.0 12.~ 10.7 ． 茶IU色 “ 
．． 

153 1570 SD0.1 “ 
． 5.2 6.9 7.5 ” 貨n色 ナデ ， ·~ 1571 ” ●9 

゜
7.2 9.7 11.-1 ” l¥l色 ヘラナデ ” 

155 ＂飢 S 1)0,11 “ " 5.0 7,6 ILO 鼻 ,/,¥Ii! 色 ククキ へうナデ

156 切 3615 ． ＂ . 5.8 10.3 12.0 ” ぼ色 ． ナデ
Tab.2 /l¥ I: I沿mi:もt;4 ＊はl:J渫でのIt.をぷす
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吉野ヶ里遺跡

flg• Pl. !,¥ ill 1~ lllt絶点 Mt≫I 

t~書い 岱I}l!Uill/ 

157 烈双沿IIS DO.I クHZ

158 117001511 ” ” 
1(,0 12祁 、1006 ” ” 

2·~161 'l'lOO!iiOl SI)匹 I: 師召

1認 痴 ” lei.I!(否

163 碑 . 
164 360-1 ” I. 情四

16S 3606 . 叫!;!;
26-16( 8i00I睾 S DOS:! M:.tZl 

167 159・1 、ら

＾ 168 1589 ” 令

l鉛 II鉛 ” 
、．

170 1192 ． . 
l7l I碑 1191 ． ” 
172 12-65 I滋 ” ” 
173 12-6,1 I紐 “ ” 

27-17• 12ふ7 1581 ,. 
＾ 175 訟(i(, 1580 “ ” 

176 1587 “ ” 
177 1588 ” 

．． 

178 3617 ,. ゆ

179 1sn ” ． 
180 1578 

＾ 
“ 

ISi 1596 ． ” 
33-181 6-18 .SJ田91 1fh'f 

186 6-19 幽 ISJ田H ” 
34-181 6-2() 露 7S JOl31 ． 
188 G-21 傘 SJ四 t ” 
189 ＆ね 2089 S JOl7 I • 
1慎） G-23 2啜 $Ji)!) 

＾ 15-191 7.2,, 2093 SJ~l9 ” 
1況 7,25 2090 S J019 I ‘ 
193 SJ鴎 f ” 
19-1 2008 SJOS61 鼻•

195 7-28 2085 S JOl5 ” 
3.;196 7-26 401 SJ曲 ” 
197 7-27 、102SJ曲 ． 
198 紐 泣 15S .IOI! I ” 
199 S-31 細 S J04.1ト . 

,!;If 法 IJ km) 胎 I: 

llff. 岱バ mf. 
¼ti 7.0 9.3 (11.0) 紗~-~!ll)多

. 7.4 7.、I 紗,~.、Ni多

” 22.7 • 1 16.( 紗·~多

安 (21.0) (5.3) 紗,..、Ni多

f.j; (I.I) (6.0) 紗,~.、)'! ;、J>

. (2.6) (I0,6) 
釦 (11.6) 2.3 18.7) 負•

層• (4.0) (7.9) .~ 

虔 (3-0,8) (5.0) ． 
.，紋 (29.4) (3.3) 

＾ 夷 (18.3) (16.4) 紐・村・!ff;

. (お，4)(39.0) .. 
• (2'2.1)) (27.0) 

＾ ’’ (23.0) ， 

” 
(26.7) 04.5) .. 

• (15.0) 5.1 " 

壺 21.6 31.7 

“ 21.2 (28.0) 鯖

• (13.7) (10.7) ．． 

鉢 06.5) 5.3 紗,~多

““ 
26.8 5.0 卯・ifi・苅9

” (14.2) “ 

” (7.7) (4.3) • 
勤 16.0 (9.6) ” 
烹 70.0 83.8 11.2 紗ドレ

” 69.l 88.3 11.3 ” 

＾ 
槌2 !Yl.7 11.0 ” 

” ~"9.4 泌.9 10.9 

｀ 伽 &1.7 (90.8) 紗や少

． 6'1.4 100.6 10.6 り・

• 61.0 fSl.41 ” 

” 62. Iヽ 栂.4 11.4 や

鉢 （訊O) (46.4) 紗柁名

安 73.0 (41.0) . 
＂ 46.2 79.8 11.2 紗や少

” 孤0 45.4 9.0 砂R多

” 42.8 5U  9.:l 
． 

., • 2•14J 28.8 7.0 鼻

'" *323.) 4ヽ1,0 10.3 ” Tab.2 Ill I: I沿禎む;tf,.S

-7ヽI-

色 閲 聞 梵

外7.1,lli 内r.11n1

VIKt色 ナデ へうナデ

11,1出色 . ナデ
位色 ” ＾ ふ褐色 ぷ191 和II

灰a ナデ ナデ

. . ． 
黄団色 ． • 
灰色 . 囀•
出色 ,f,IJI 和"

＾ 
.,.デ ナデ

“ ハケメ 科"
演比色 ． ハケメ

• ． ． 
叩出色 心II ハケ メ

位化色 ,.,.) . ti ・

ほ色 ナデ ,、)'J't-デ

貨R色 ハケメ ヽヽケメ

湊出色 鼻 9ヽケメ，ナデ

K!IU色 “ 9ヽ ケメ

fa(:) ぶ'" -. ナデ ナデ

“ ハケメ ． 
出色 ． 9ヽ ケメ
淡出色 ” ＂ 
ほ出色 ナデ .,.デ

” ＊ 

＂ 
貨n色 曇~ ． 

`~ ” . 
浪出色 鉤 蝙

. 
＾ 

鼻，

淡出色 ． tテ・,,tテ
淡出色 や ナデ

貨R色 蛉 . 
鉤

＾ “ i'JilU色 ヽ . 
R色 ハヶ J. ＊ 

. ． ” 
睛出色 へうミガキ ナデ

．， 
" ” 

● ,. ,,.,. .. . ,.'""'•" . ., .ヽ,.→1 



fig• Pl. ,,, ;o 11 till北t1.~r. 別
t収沿 岱”UJl!r;IJ 
200 j!;0001ll3 S ,IOIS I 安棺

201 7-29 40,1 S JO-IS ” 
2CYl 406 SJ邸 I “ 
200 405 SJ邸 t • 
37-邸 皿 100SJ伍51 . 
20.5 紐 2097 SJ臨 ・ ゃ

206 碑 S J061. 鼻

207 2451 S J057 ゃ

42, 碑 切畑uS IJ03 Iii<生l沼

209 3317 ヽ “ 
210 3315 ” ” 
211 3318 ” ” 

44•?12 碑 7S KO'l 1 叫!~,

213 3209 ” 鼻•

214 3208 ヽ ” 
215 '.1211 今 ． 
216 3傘 . . 
217 細 ” “ 
218 細 I 鼻 . 
21!! 3邸 ” ． 
220 寧 . . 
221 3712 ” ＊ 

牢 3210 . ” 
223 3206 ” ” 
四 3215 . l:nt; 召
2'16 3213 ” “ 
227 3'l14 

＾ ” 絡辺 33岱 SK位： o;¥:'11. 召

22<) 3.170 命 “ 
四 3.171 . . 
四I 3370 . “ 
勾2 3366 . I: 闇召
233 3365 “ ~•k l:Zi 

お,, 公げ3 ． ” 
舷,23.s •176 S KOOi ” 
236 、180 ヽ ” 
お7 <181 ” ” 
2.18 工沿9 ＂ “ 
239 !82 ” ” 

ILT 法 J,t km) 胎 L 

1 llf ?.Its m-~ 
外 33.0 20.2 9.0 紗"多

曳 37.6 52.2 10.2 ” 

“ 32.0 38.0 7.6 ” 
令 31.6 38.8 7,6 ,. 

． 4,1.0 (42.2) ” 
• • I 36,I 祁.s 7.0 . 
• (29.0) 祁.0 7.0 ' 
• (31.2) （ヽ10.8) .. 
安 (20.4) (1.9) 紗".、Hi多

• (27.2) (2.9) . 
• (27.Z) (2.5) .. 
外 (:li.3) (,1.、I) ” 
必 (14,0) (1.9) 紗"少

• 113.5) 2.6 ’’ 

• (18.3) 3.3 ． 
• (21.2) 3.7 *29.0 り

!f'(13.2) 2.9 (9.0) 

＾ • (12.81 3.7 (9.0) ‘’ 
• (13.3) 3.7 (9.0) ‘ 
• (14,0) 4.2 (9.0) 

＇` 心 (13.5) ,1.2 (9.0) わ

• (13.0) ，1・、1 (9.2) 9、

訓 05.8) 2.4 W.61 ., 

ャ (18,2) 2.2 (15.4) “ 
安 (2-1.0) (5.2) i,1,.,1ヽfi多

., (25.5) (6.9) “ 
• (18.0) (3.4) " 

• (22.5) (,1.0) 砂IH

• (22.0) (3.0) ．． 

,. 118.5) (6.7) ,. 

,. (12.5) (7.、I) ’’ 

/lll (21.0) (2.9) ltR・'.:llil'り

• 05.0) (!;.7) 紗f~·Ni多

壺 ● 3(31.6) はG.S) 8.8 鼻•

浸 (:l0.5) (6.2) 卯・仙・tlli

• (21.5) (5.0) 'Jlf!j少

n (18,0) (S-6) 郎・柘・翡}

9、 (6.3) 嶋

邸 (、1.9) “ 
Tab.2 /1¥ I: I•.; 岱観衣必6
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色 沿 よ’ 依

外:!l11ii 内笞''"
,,¥¥褐色 ナデ ナデ

貨日色 ” ＊ 

” Iヽケメ ” 

” “ “ 
ヘ9ミガキ ． 

Ill.Ill色

｀ 
へそ：れ.•f 

R色 ハケノ ナデ

貨ほ色 ” . 
• ナデ ” 
，． ． ＊ 
比出色 ” . 
貨団色 蛉 ” 
灰色 ヽ ” 
鳩 ,.Htりtぞ ＊ 

• . 
＾ • ナデ “ 

灰択色 . ． 
灰(I色

＾ 
・

灰色 “ 
ll<fl色 ． “ 
" 

＾ “ 灰色 . ． 
貨灰色 . ． 
‘’ 轟 ^~ 
出色 ヽヽケJ.・ナデ 心~t·J -1J

lil色 ナデ • 
" ＊ ＊ 

F.llll色
＾ 

ナデ

睛出色 ， ” 
i貸出色 9ヽ ケメ ィ;1,1

llll:l ヽ~ ハケ メ

ナデ ナデ

,/j, 出色 心" 心"
Ill色 9 ケヽメ ハケノ

貨位色 轟 ナデ

J,',llJ色 ナデ ． 
位色

＾ ” /{ti(! 色 轟 . 
紅色 . ＊ 

-- - -—---,'""• ---
• WII ち._.,.,,.,_ •2um,i:1ヽ．
., ば馴lfllA-,flを,... 



吉野ヶ 里遺跡

FiR• PL ぃヽ惰 出 r~点 Mi m Ziff 法 I,¥ (cm) 胎上 色息 潤 t• 
H佑り 沿¥}uuヽけ 11/f,, 岱必 !~If 外沿面 内芯1/ii

l40 S K03 MtZi 邸 8.0 卯・仙-m 貨~t色 ナテ・ ナテ

2,11 12-71 470 令 • 翫； 9.5 14.2 (11.9) ” ” ハケメ ＊ 

242 471 ” ” • 8.0 (11.S) ” 
． ＊ ” 

243 474 ” ． 翌 8.6 9.0 ． R色 ． ヘラナデ
2'1<1 、172 ． . “ 4.7 6,8 ＊＇ 黄位色 ” ナデ

245 475 ‘ . 壼 S.9 9.0 ” ほ出色

｀ 
. 

以6 Iヽ粉 a、 . lifJ 7.5 • (23.0) 唸f~少 赤氾色 へう,,,キ .. 
2,11 48-l “ ヽ や 3. Iヽ ＊（四.O)訊・is,・1111 位色 ナデ

＾ 51-2:.l 3露 Pii.002 ． 安 (6.8) 砂,.少 駅出色 ” ’’ 

251 3396 Pii.032 ヽ ' (6.5) ．． 出色 ,,~. Itヶヽ 心!I

252 3374 検/l¥1/1jl:f>J沼 心 (10.5) ” 小出色 心IJ ． 
25.1 碑 Pit.003 岱卜上召 ． （ヽ1.0) S.6 ” 灰出色 ナデ ナデ

254 碑 Pit. 位7 ． tt 5.4 2.9 ” 比色 ” `~ 
2!¥S 12-70 •55 氾';LI: a、 ，；； (4.2) 紗粒多 竹位色 ” • 

Tab.2 Ill I: I: 沿観察Jk7 ＊ば鍔忠ff.

Vig• Pl l,!ill柑lll.1:JelJ. 沼 l.fi 胎 I: 法 IJ(crnl 色渭 渭 'I:! 

14番IJ留け 1111が／

25-159 /ri00118 SD0,11 I: 弾 讚砂粒多 Jiさ4.1.i.t2.3 位比色 ナデ

”~・183 1滋 S 1)05: 心 ． 艮さ4.1.ff.2.5 出色 ” 

184 13,i凶 1586 “ 紡患11
． fl.4.0、/'/.さ0.5lff/1<色 “ 

,14-22,1 -4 3216 S K02( I: 停 “ }}さ3.7.lfc2. ヽI 出色 幽

Tab.3 /JI -t-. I: 製品観!~及

F屯・ PL 1/, lll 1-mt. 見h ,Ii f•i 払 !,Hem) 11l lべ(~)

召記） 佑り !lU呂1;

'n-182 I遥 I87001567 s I)似 飢 Ii ll~ (S.3). J,lJ.. 船6.0.1,lJ..J,/,3.6 190.3 

51• お -2 468 ＂り'J: .. uさ(11.51.lt1大船3.0.'1k~/.t .9 108.l 

蕊 ;9-3 9.1003613 Pit.009 Cil(i r l<さ(3.8).紺(2.7).J•/. さ0.5 5.5 

2.56 •I 3438 R採 [i 絨 !~ さ3.25、紀1.55、/'I,さ0.5 2.3 

2.,1 -2 3437 閲';Lt・. ， J~ さ(3.25).船l.7., ~ さ4.S 2.7 

Tab.4 Iii Hi製品観咲及 ）は残!iln
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吉野ヶ里遺跨

2. 吉野ヶ里地区V区（馬郡遺跡4区）の遺構と遺物

,'1'fヶ'Iし地ll(V区（馬郡旧跡 !ヽIX:)は神J,1町大字鶴'r-I'. り上に位ii'tする • M打rnし敦付委U会，,,
代の馬郡迅跡I-4 J;,(Q>•I• で、 4区は1,lも東にhr訳し、 ，'{Jfヶ'I!段l冠暉IIW部にあたる(Fig.5),

11><. の西側に近挽して,~[に東よ り I·2 · :1 1><.と絞くが、 I Ix'. 及び21えの東側は粘1Hからな

る追物包介h'?の11H,~する湿地：ifとなっている ＇` この包含彬は馬郡氾跡1-31和の，/l11'tにおい

て東西糾約50111、深さ1,l,¥:0.8mで確品されており、多くU)h/l物逍体と共に1%生時代～鎌介時代

にかけての辺物が多l,lにmt:した -Ii. この包含Mを挟んで1咀膳にあたる2・3区では'I'・安
11,t代のJI',;q)他、 J菜.,,ヽi(等が検出されており、 fifの微心地が((.(f.し、 'l:i.1lが貨まれてt、
たことが窺えるu また. 2・3 J,(_の北200m には、神1.~11r教ff委U会，cJHl:O)島郡辺跡 Alえが h'i.

; nしており．多数の屯棺ら＼をはじめとするり和I:時代 ・,1;J/l時代 ・'I'・安～鎌れ時代の氾構が検Ill
されている” おそらく馬郡迅粉の中心部は現(W!.!i/狐リg冴及びその1ij側J.「近であり.,'ijfヶ

'lllr.l凌とは浅い谷状地形を扶んで対けしているものと把!Ji!されよう これに対し,l'lff.lKを含む

占'"ヶ'I¥地Iべvri<,よ.1か生時代後期に大規民な外濠(SU0925) ・ Jlii~(S D0831・0総3・0832)

を含む閃沿集{{iが宮まれており、 ,'i'fヶ'IUi陵迅路群の小！どの ・沿をなしている この他り和I:

昨代以［名には、 1りJ(lll.}代 •I渭1-i免翡1にかけての"胡J1tが、また 'l'-'!,:ll!i代には掘 1'/.Hill物と）rl" 

が検II¥されてtヽ るが.)!'J構の密度はまばらで、やはり l,体となる時期は弥'1,P-t代後期に限られ

る このうち、物wか↑を (-l'むIll濠沿；分は段lr..rrl~llf 、1 近に. 1: 叫床!rJ;Ji:'}を含むII位柱佳物群は

段1,.r刊llの板約{1j.I: に，1.地してtヽ るが.)JI.水路，汎(ii,(の位ir'iするより西側の低位段Jr.I:は、廂

必関代は行われているものの丸 ある!'I.度の広さを1、卜った1(1i的な、l'lt'tは本、i1忙Iメ．のみである．

木糾ff.IX:では仰I:時代- ,•;J(lO.\'代 ・ 1咳11.f代にかけての迅構が品い，,Of渡をも って検ill され 、 各

時代にわたってMfヶ'lllr..陵0)1//f部までl•ill:域が広がってtヽたことが1りlらかにされた なお．

, ~rnr, えは4.0X4.0mを一Iえ,,,.として（位に1祀り1りを1ftヽ ．北から1tlへA,B,C・・・I><.、,,りから束ヘ
I . 2. :! .. ・lべとした

北 I) 出IIUl!,1紐Kl員代lllf,tJif~ftt羹るit'IIIHM2J ftnl.lttUIJldaZ,l:Y,93f. It咽rwtu::19的

2)~.. f.'ill! 月料Jftftll員AIM~ 7 t~J;JJM~lt;: 1981 

3) り渭,,.11酎＂＂咄 JIIIIIIJ ・剛叩::~/lする！渭tT加膚.ulfiiliかJftffl.!lltll員dlM喜lOOl ft阻WtB船 1990

(1)遺構

,'; 野ヶ'I!.地I,{・ \IIズ．で検 Ill された追栴には、竪穴fU•i2棟・掘，fJ眩い物4棟.I: 塙II店の他．

多数の小1'(がやげられる これらは時期((.Jには．、'A:生時代餃間 ，＇りt¥11,¥'代後IUI・ 平安時代後JgJ
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吉野ヶ里遺跡

ー鎌{T時代の大きく ：：．時間にIii分さ れるよう である• ,~11'1: tfl面に対して旧構の密度はぶく．ほ

ぼ滋ftl,(全面において確濾されているが、 ，汎{ii,(火:mりは西側に比ぺ氾構の残(?状況が良好では
なく.rttJ'l'・ が抒しい。 このことは検11\u'tiの ~r.r.が戯ft.Ii・全rl1iにおいてほぼ ； i!(襟，(56.7~7.0m)

であることを考えると.Ill地形が束から西に1,,1かって1_;:l'O)俗Illりとなっていたことを想定させ

もよって住格を把射し符た迅構は，:UI{ii;,(西側を小心とするがこの他にも,i,,111iィ,11/Jの多数の

小穴が品められることより．行に掘,t杵建物などについてはさらにffj当数の(;.{1:が f,想されよ

う 以下に辺栴ごとの概要を述ぺる．

迅構昏I/ NI 別 影 'I! 規 ~,l(m) •.tJl l 伽S

S KOOi J: 壊 隅丸Ii影？ 1.6X( l~l) o;t-'~•-t代後Ill ,;i:, ト'J;;;;..,.oi小l';/1¥I:. 

S K002 ＂ 屈人Ii形 t.3Xl.3 小1り1 横i"(をl,tつ

S K003 ’’ 隅丸―:./11影 1.2Xl.3 ’’ 

S KOO.I ．． llll'I影 2.0XI.S ~•t11代伶1111絲 'll:'1·. 1:ili~ ・外が11¥1:.

S KOOS . 隅丸JW形 2.SXl.0 ィ渭l

S K006 ヽ• 鴫 2.SXl.1 ,<;Jn,m!J1IOI 須ぶ沿）紅tの小片111t 

S t.:007 . lfll'I影 I.8XI.5 、v-・1,,z.v代後IiiI.hi匹●●tii. Ji.Zi幌/~t

S KOOS . l~~ll' f影？ l,9X(O応） イ;,,, m・（か？

S KOO!l . 隅J.tJV;形 2.2X0.7-0.9 ,1:1ui S8012をU)る I:濱gか？

$ KOIO “ ． 1.4XO. 邸 鎌倉時代 I;! 虞~~か？

S KOH . れな!Vi形 l.SX0.8-1. Iヽ 心II

S 8012 翌穴II泊 ”彫 :UX4.2 4澗l 2水IIか？

S H0l3 - Ii形か？ 5-GX (4.8) .'iltl叶代棧旧？ I ,f,:fl. り＇蹟を！かつ

S ll014 掘姐tll!ll! }j形(21/IJX2/,IJ) ,u;X4.3 心りl 111(よりm・匹 9罰畠l
511015 • !Vi影(•) 3.8X3.3 . II・)"(よりれ辿石の楓片11¥t
S 0016 “ * • 4.9X4.2 ’’ S8015を186tlnより砒Z畠Ii

SF、iOH . 1wm21r.1x11r.11 2.7X2.4 . 
Tab.5 ,'iYfヶ'1!.1,(VJi<迫1/11-t:,.& 
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吉野 ヶ 里遺跡

S以）12 
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A ， 

‘
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＼
 

-, 

玉「――-
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< 

丘 1,-6.Sm 

w
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-̀i
 

① 竪穴住居
$8012 

位置 ：潤1'11!!.ヽ,,央束よりに位ii'!する．
影懇 ；・1勺伍形11¥f!な,E方形 Pi1.[l・ 
Cを主IV'(とする つ付t
規模・床面積 ：3.7X4.2m. 4.6m' 

傭考 ：悦」: · II瀦万をI~たない囀確k

に辺膚1:11<ぅ迅物なし，,tu内を卸
S K0091こよってり）られる．

SB013 

位置 ：潤出スの,titl'iに位llする

影想 ：けi側約1/4が，買代区外に含まれ

るが. liltt,ollil収関係より •r-頑i形は

ほぽプi影か,Ht・; くはPi1.A -C•;l,'I
氏区外の •つからなる 1111,t,:ti.

規模・床面積 ：約5.6X5.6m.約

ll.2nl' 

傭考 ：t:l.m は9ヽ ずれも1tilt1:H輪を

けつJill多あるいは~ll'I影． 」tl\1よりに

煉J:を If.·>汲い趾り込みをI~つ焼J:

•I• ょ l)J'.~支脚と I:師芯甑のI11~:llll',· 

がII¥I:. S 8014・S BOISの!F.プくによ

り北咲及び洒咲を切られる

名

゜
<( 

E
 
5
・9

―ヽ

：
 

--~ J ロ三三：~叫TI

゜
<Im 

Fig.54 S 8012・013竪火住店 (1/80)
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吉 野 ヶ 里遺跳

S801'1 / 

./. .,・,. 
/ '・ ヽ 1

べ／戸言］
イ/

Pil.A 
Pi1.E 

A-

鼠~"一

—A' 
1'11.1' 

鼻f1~6.5111

S8015 

A A' 鳳レ6.5m

'O
・
 

、Im

Pit.D 

l'ig.55 S 8014・ 015掘ヽ Htil!物 (1/80)

u
-s.9. 

② 掘立柱逹物

S B014 

位置； ,Jl (il~•>~ 心にr.・mする

影態 ：,, り隋1こSKOOi・003が,r1複して

t,t)を1いてを検111でさなかったが， 2

1n1x2間の総I国,_とろえられる

規横及び床面積 ：4.3m(Pit.B-P)X 

, l.6m0~t.l) -1') •Iり紺杉はほばJi形で

9ぷ1/1ih1t9.8ni

万位 ：N-:J8'、10'-E

傭考 ：llM/i11 ~: 怜形の1りまたはf!fl'I

形を杓~i形とし. i'lltWクに深 <nit/J•

げた後.IE祁う）をさらに ・l't砿I)込む

迅物としてI!,l'it.EよりCill!紀,nit

のSli.oJI.~Jt:とが．またPit.A・Cからは

1,;1じく 6lit紀後 'l'lt•>~-~'否Jf~がIll

I: しているがいずれもヽJヽ1;

$ B015 

位置 ：ぶ1,,1<11り開.S BOJ.IQJすぐ噸開

に桜する

形懇：2rn1x21111の総IIて浪/j形

規模及び床面積 ：Hilr:l.8111. ~'.l ,'3.3,n. 

延,n,1o1約l2.5n1'

方位 ：Nー:l:l',10・-i-:

傭考 ：11 IIJi Ii•>'f·,ruuはl' I形 ，及び悶

.Ir.Ii形で →n堀I)をIrう Jl./'l,',)VJ獣
込みはl'it.Gを称けlflfl'10.25ml¥'J!! に

収まろ l'ot.,¥には.lf.O)沈 l'llitl:・(!)fa

めと息われる横小tれいた印合が，山め

られる II'1,.16-7) l'it.ll・ lJ・Gが

S ll013をVJIJ.Pit.CがS8016によ..,

てり）られる Pit.ll・Dから頑恵.svi,1ヽ

I', がIllL 

一泣一



吉野 ヶ里 遺跡

S8016 
-
8
ー

晶

S.9
』

0
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ニ J

S 8016 

位置：S flOISOJ東側でlf(lijする

形態 ：21n1x 21n1の総ff.ill物 'l'・1f1i 

彰IJ.J<lj形

規損及び床面積 ：ttili'約4.9n,.~Ii 

約4.2m Iぷ1/1if,1約21.0m

};(/1. : N-20・40'-E 

憧考 ：II凪 }jQ)平面影は．罰J.J.J;

彰・ lfi l 'I影・イ！な1•mと淀してお

らず．博11u形においても二r1駈I)を

1iうものとけわないものがある ., .. 

AがS13015をVJIJ.Pit.Cが・'f-'/,(lf

代餃11(11)1:濃SK007によってUJら

れる l~CIJ よ I) 須郎；；；0)1(ヽlヤが． ま

たPit.llよりミニチュ-rI: 芯(48)がIll

I: してtヽる

S B017 

位置：S ll01-1・015と，R複する

形想：z 1n1x I lrJでl'・i/ti形I埠 }j

形＂

規模及び床面積 ：llilif;2.7m. •(tf』:

贔';2.4m lfoni hl約6.5,u

傭考 ：IH1'i/jlょ."l'du形がl'Iあるt、

ばlfil'l形を 1,体とし．印.Aのみ隅丸

Miである l*1f1i影は _f;t狐I)をIi

fig邸 S 8016・ 017掘姐設建物 (1/80)

③土凛 (Fig.57-59)

SKOOI ,l11't区のiり佃IB-1区に位ir!しており． 北東膳でSK003と近接し、 S80!4とi[(

うものとIiわないものの道I)があ

るが• ('t1ll{I)を行うものも. l tl'I~) 

の低I)込みは和nr.t度とi.11い

恨する 州側部分は削'I'・されて失われているが、残((.部分から推測すると、 'I勺Iii形はl隅.hのIi

形をなす．南北約l.6111,束如）残a艮約I.Imの規校を持つ i暉 lが一段ドがる段l,W辺をなし、

段部までの深さは約I.Om、/Jそ部までは深さ約1.3mである．弥'I,I: 沿鉢・梵の小片が11',I:して

ー邸一
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一

鼻 6.Sm

SKI00_,,-3 ・-. 'y--r-ヽ --i・,、
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_J 

。

ヽ'

2m 

に ..昌゚ =三~言""1言信
枷 圭呂至亘

Fig.57 S KOOL · 002·003 · 004 · 005·0061:J~(1/40) 
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吉野ヶ里 遺跡

Iヽる.S 8014のH改と＇「直するが新 Ill艮l

係は不191である．

SK002 ,},(f区の南i'収沿に1、‘噴し.11li 

側にSKOOSが桜している。・I'・而形はほぼ

隅丸の方形をなし、東1'り・ ,ti北Ji1!,J共に

長さ1.3n,、深さ約0.7mである。北束方向

に船0.6m.奥行き0.1m l'MJt!!>横穴を！、ャっ．

SKOOJ , 潤在区の西溢に位沢し．北

隕にSK004. I伽暉lにSKOOiと接する。

平面形は隅丸(!)C:_角形をなし． 三角形の

～辺の長さは約1.3mである。1折1面形は北

L ..J 

雪 ・v6.8m

束憫が一段，：がる段構迅を1.,ち．段部ま SKOOS 
~ 

での深さは0.3m.~ 孤iまでの深さは0.7m

である.s 13014U>H穴とif(複するが新Ill L 

関係はイく191である

S K O O 4 S K 00311)北側.,irn1メ．の北

西rillにあたる。幾つかの小穴によってl;/J

られるが..,,. 而形は長帷2.0m.短軸1.5m

の楕I・'I形．深さは約0.4m・c-ある。Illl:,ll 
物としては、弥'l:後IOIIIJ頭に位訳付けら

れる褒1個（本、外3個（本が/1¥1:して＼ヽ る．

SKOOS ,}1介区l成 のやや西よりに),'(

b花し、迫構の北膳半分は，J~1'tl~外に含ま

れる。現状では. • 1< 1fJ i 形は東~§に J~軸を

けつ長}j形であり．束illiの長さ約2.5m.

, ti北約 L.Omの規校を j.~つ．底面は村から

東に向かってやや傾斜しており．束fillの

;,}も深いところでは、深さ約0.7mである

,6.Sm 

弥生t器.I: 師硲 ・>ri.¥!;澤片がIllI.: して

いるがいずれも小片である“

SK O O 6 SK005の,t.1fflり約I.Om離れて

ほぼ並行に位坑する．束溢部はS8016に

よって切られ、凸端部はS8015と直複し

鳳 —m 

。
Im 

Fig.58 S K 007·008·009J湛~(1/40)

ー 邸 一
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fig.59 SKOIO・OIIい炭 (1/40)

ており新IU関係は-1'191である 1勺l1i/fクは束iりにμ柚を持つJ!,_Jj影をなしており．長軸2.5m.短

輪I.Imの規校をJ.~つ 1折1(,i/E多は．ほぼ東側半分が ，rnドがる段柑辺をなし．段部にはffO.・lm.
深さ0.2,nの段堀I)の小六を持つ ,-.~ 名の段池までの深さは約0.45m • b¥:1/11までの深さは約0.6m

である。須.'↓ぼ沼山の小片が 1点LILTしている

S K O O 7 ,11・0:Iベ'I成 のやや南よりに位Viする 平1fli形は北東ー1H1RiIi向に長帷をiヤつ11'11'1

形であり．此帷I.Sm.N幅I.Smの1J1.校を1芍つ。1祈1/ijJfjはrfi1Hiから北火に向かってfl(i斜してお

り． 北束隅では深さ0.3mである.J'f I: 中から平安時代後mの 1・.Mi浴1111・ 椀及び瓦沿椀が11¥1;し
ており． ！ヽ ずれも残((-状況は良好で．；〇壻にff;うものと 与え られる

SK O O 8 .~11'il><'.1ti西隅. S K002の西側に接する。 迅楢O)~_lj開は削 'I'·されて1既に失われて

おり．残(7-部分から •J(1(ij形を推謂すると ,ti北に此釉をl-~つ楕l'I形と名’えられる・1ti北1.9m.束

,, りの残((,長は0.65mである．断tfiilfiは北晴l分が 一段いがる段惜辺をなし．段沿ち邸分のほぽ

中央にば深さ0.2m柑段の小iくを持つ 」・・朕のf1部までの深さ約0.8 011 、 !i~1(ii ま では約 I. I m であ

る 。 形態より翌)'(fi:l•,~和の11,穴のuJ能性がある。

S K O O 9 ,Jrnlえ•I•央0)やや束よりにf/i:,i'tし、 S8012のrti喉を切る ・11-,m形はrti、Itに長帷を

持つ隅丸の長Ji形であり. !~ 帷2.2m.短帷は1t.l膳が約0.9m、北1博が約0.7mと北側がやや炊く、

深さは約0.2mである 形態から 1湛rnのuJ能性がある
SKOIO SK009の1ti東側に位ii'(し.S KOiiをりJる 1t.i,ltに此袖を j ,'/つ咄丸J~Ji形の 'I勺{1i

形をなし、 1ti~側に1i(jf約0.501の小穴をけつ 艮釉 1.、'"' 、 ~i柚0.85m 、深さ約0.1m、小＇パの

底1(11 ま では約0.2m である。 鎌和I.~代の瓦器椀-1点(IiiI点は完形）. I: 師沼鉛1点がII¥I: してい

る S K009とI:柚Ji1r,,がほぼ;~しく、 1,,1様に l:i賃位のuJ(酎竹が考えられる．

SK O I I S KOIOによってIJJられ．追けの南西隅が 部潤l'ilX:外に含まれる 'I勺{iii杉は東

西に長袖を持ち• I珂膳がやや釈，｛広になる企なJ.l,Ji形をなす 」と釉2.5m.矩軸は1Hil渭で約1.4m.

-SG-



吉野ヶ里遺踪

東膳で約0.8m,深さは約0.2mである。

(2)遺物

，り'"ヶ'It地区Vix,におけるIllI〗.J!'.I物にば、弥'tl滋~ ·l:Dli器 ・ 須恵沼 ・ 瓦；；；位の他、関 ii~の

Ii沿．カウラ ス,Jヽ いがある /l¥l: した I:疇悩Jj・11:,tにして約コンテナ20箱分であるが、ほとんどが

小J',及び糾u;・で1・xl,1lでき るものは少なし、 時Jり1的には．弥'l,11.Hl:i妥！りI・,1;t(t時代後JPI.'I'・ 安lie~

代後lりI-鎌和1、,i代の人`さく ・・11、隅lに区分される。

11土填出土遺物(Fig.60.61)

SKOOI出土遺物 弥'ti・.沿C/'J!Iヽ9ヤが21'..i/1¥I: している 1は壺の/JI;部と氾われる。外1/ijを

ヘラi1:1:具によるナデをhう 2は内の17柑部 くの・r-形に加111し， llitに比してIii部の張り
がKきい

SK004出土遺物 ，；：I：'I: I: 路の性が 1似II水．外が：i閥体II¥I: している 各閥体とも全形の

3/H'lt((迅({,していた 5 は小'IIの安外反する11緑を j.~つもので、 外1メのJfl'.合いは大きく．

逆L'i'形II~ 点に近い 底滞ば,, ,.~1:でi;-rのくひ＇れを j,りつ 3・4・6は外.31H','r小1けで緩

やかに外反するIll点をなす I・ 6は、社く外反するIll点と舷らみぎみQ)胴部を持つものである。

Gは底部がtHすぼまり.b1:1ftiはfitかにI:げ託になる心

SK005出土遺物 •,',Vt l·. おの壺の11位部J¥・1点. l. 師芯央・甑の把 f.・fづくね1:器各 l

点.lfi.l!f-沿應o,,,ヽ，1＇,．が I{ill¥ I: してtヽる 9ぱ袋状11紺壺のII柑部1;・8 Cよ籾く外反する11舷
をtヤつ I:帥沿の妥である IIは f・.()li芯甑あるいは喪の把f' t01i須恵芯認の到部である。外；岱

1/ijはカキII,,1f.!. iii r.-i1f1iは横ナデ 12は「•づく ね I:沿．郎(tiに指押さえのIH跡を残す

SKOOG出土遺物 須恵沿j.j:身と忠われる小J',-(12)が1点111I: してt ヽる • ‘、f.ち卜がりがやや

内傾し.11¥'l祁にはイ""駈匁：がら段をIiする

SK O O 7出土遺物 1:rili蕊 Jヽ1111が8閥体、椀が 1制体、 J,(j岱椀が 1閥体/J¥1・.している 13-

20は lこt11i;ぶQ)小nu。13・14・16・17はIli'f.1/)平均8.2cm(7.8-8.6cm)、知'f,1/)平均0.8&,m(0.85

-0.95cm). l11:lt6.3cm 19はIlif.!).lcm. 苔1::,1.2c111、1↓~lt7.3cm. 20は「llit:l.Ocm、沼t.1i

2.1cm、b°l;i'i¥9.&m。l5・l8は託祁がt,F丸みを常びるも1/)016は11/1¥JO.Ocm、liHts.Ocm.沿

, \~l.8cm 、 1 9は 1 lif.9.2cm、/11:it7.0cm.器心.8cm -Uilillllはすぺて峰部はヘラ切り躍しで｀

16· l9は/1\:1l1i にド~~1;1 1,tiiが，乱められる 。 2 1は u,庇沿の椀。沿，岱の:1i1に1111¥が大きく./.'S台は低

tヽ薄iヽ bl: 沿ヘラl;IJIJ.I Hfは17.0cm 、 l11:1~8.2cm . 硲品は4.8cm 22は且沿椀 /Jそ部から厨If

平部にかけては1'•J符し｀厨11:平北から,-,1がこかけてはほぼよっすぐに、tち l:がる (,'6台は1折,m
~''1形、 !Al化処I'll はクf沿面令（本及び1 1緑油Ii沿I針に施される I Jjfは14.如n.mを6.0cm、器
晶Ci.km
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Fig.61 I: 塙/1¥:I:迅物2(1/4) 

SKOi 0出土遺物 瓦沼椀が4,'.I. 土師苔鱗1点がJIHしている。23のみほぼ完形で他3点

は小片である.23は絲部からl.l給部に向かって緩やかにif'ilihする半珠状のf本部を打つものであ

る"/J~ 部に外1t5.0cm、内径4.0cmr;.のl 'llf多の~.\\変化した部分が認められ、店台の成11離痕と息わ

れる。内器面絲部付近、外岱而口縁部の一部が黒変化する。口径17.2cm.器贔7.0cm。24は同

じく愕曲する体部を持つものであるが、 24よりむi・l"nl点の開きが大きい．口1fl6.6cm。25・26

は駁部）ヤ。 25は丸b:~のb~部に外側に踏ん板りぎみの硲台を持つもの.26は平底の底部に断flii='.

角形の低い品台をけつものである.25はれ冶径6.0cm.26は秘台I怜7.0cm、内沿面に煤化処理を

行う.'aはI:師器の鍋．「l柑I:部に植物の苓状のものによる押Jt,腹が残る．外沿1(1iは糾めJnt,1.

内器面は横h向のハケn,i1整を行う．

-b'9-
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訓 ヽ穴出土遺物 (Fig.62.63)

小穴II¥I・. 辺物について Iiなものだけ取り I:げる 28-35は弥'U:岱 28は此頚0)袋状1 11点•,笠

内暉にllfrllti..c:fr1形の突.:;}を,;,切 1-tct 、外沿1l1iにはnを裕 (Ifする 29·30·32·35は1~ 29はliil

1lhするIJI~ をuち、 11樟 t部はほぼ水,,(に近く、燐部は行 I―- ,~れぎみになる 30は外反する11

けを情つもの 32は却¥1でくの.,.形"*点を打つもの sra部に1船fti-., り形の突・!ifを1い）付(t.暑I
i:J;O)籾らみは11径を/'.'1:l:fuJる柑度とサえられる 外沿1l1iに縦Iii句のハケ 11.~111狂を1,う ~6ば

喪0)/J~沿 底1/iiはほぼ'l'-b~でfやかに/IIJtfliをなす 31・:l4は外 :11は強く外反するIIf~ を1ヤつも

Q)で.JI); らんだ胴部から託部に1°•1か ってすぽまり A(ll~になる沿形と月えられる 内外沿1f1iとも

に9 ケヽ11.;↓,I枢を行う 34は約·~の外 33は壺の1~11ヽ・ 'I'm, Ii祁0)蚊人粍にl粕m.:.,,,形の突沿

を巡らす 底部はfi如かにすぼまり｀託1l1iは'l'・JI[. I柑岱,r,i において,~,部と託部(!)戌に1り111:1(に校を

けつ 仰 tI: 沿fかヽずれも0.5-2.0111111柑度の砂粒の油人が!Iii:がであり、 2S・ ~1 以外にはかなり

の·1lf:Hi・が，•&められる ， :uは紗i'/岐の砥(_i ,. 出沈以外の各Lfliを(,Jfl伽1iとしてIllいている

40-42・47・50-52・54・55・57は1:r,1;:i:i 40-42はJ.j; 40は体部から11給部に向かって(Ii

約するもの I lit 12.2cm 41は11柑0)、［ち I:がりが和'(になるもO).I ll'f.12.'lcm 、12はl勺(l(iす

るもので．ヽ:r.ちI・.がりは仮ll、 I lffl3.0cm 47は,:・Et位）If部 沿＇代は薄く I1/f.O瑶JI)に深tヽ沿

形である 50は小咽Q)~~ やや外fl(fする11紺をなし. I~! 部は膨らみを 1-~たず11'(線((1である

51·52は紛やかにクfJえする1 1樟と i,/の •Ui らない!IM部を！ ，ヤつ壺 召i部から暑1部,,央にかけてはか

なり11'(線((1で、くびれ沿；分の内芯tfliには1りJI原な依をt、'iたない いずれも沿1itは/'I-く．胎 l:1l1に

o.s-:ton1mい（（の紗お .,, ヽ Iiと'J(f:}1',・を多：，しに含む 54・55ぱ小!Ill 54はIlit9.2cm. 岱，(~

IAcm、55はIlj;¥8.4cn1, 浴，:'~I.ten, J~ に出色を閑し.~ ・郊部はヘラUJり羅しで55には板状ri:,u
が伐る I~; I: はれJ;iだが111,rnが 多くilt人する 57は｛ふ台f・lきの椀 11紺はやや直線（（，}に1りI<

が.uぶじは緩やかに硲1111する 沿沿が内ltfiするllli1l1i:fり形のI即 1ヽ浴台をj//つ llif. は16.5cm、
岱凶i(i.2cm ,Jヽ11111,;fば、 mn・で叩料を多く含むIf.ti:である
<1:l-461よli[ぶ沼 43ー45は杯沿で.43はII¼~部と休沿との戌に沈約をuつもU),44はnをJ,V
つもので,44は11紺沿部の内浴1/1iにも役をIiする 、15は11柑部と体部との)fl.がよりイ""諒にな

ったも0)で.R.JI部は令体の2/31'1.段をヘラケズリする それぞれ、 •13は I lif..11. ヽ1cm. •14 は.-,

lt10.6cm. ,isはIli~l l.6<・111、沿磁.8Clll 46ばtfi,tある tヽは，＇,．糾 0)/.1潤 I 1• 虹部はやや,,渾！し

つつ＂［線的 に、:r.ちI・.がり．沿沿に0V・llhf1iを打つ I 11t.ll.2cm 

56は凡沿Q)小nu &~ 部は糸UJI)後、ナデをIiう 11柑沿邸の内外沿1(1iのみ！！．！化処Pl!を施す

I l /f9.<lcm・滋•,'62.0cm 58-60はJ.澤椀 58・60は託部から11柑部にかけてi対1thする9柘活を拉

ち、外側にV,';んヽ；Kりぎみu,,:・:,台をl!,'iり付ける 肉は託部の内外芯,r,i以外に！．しし化処則を行う ，59

/1)/.';,f滋(i.2cm.r,oはs.:km 58は I本部と IJ~沿との段がl'.'1・・'"即であI),11紺沿部がfl,iかに外側

ヘtliれるもの I l li'.15.Scm 、 ,•,Wtif..5.如11,:岱，:・:;s.2cm
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吉野ヶ里遺踏

q =;u 

一 ;', 3-0 

〒 戸ぉ

31 

枷
.
|
＝
-

" 

~ 
-~~5 

0 10cm 

D 37 

I 0 

33 ◎ 目Jc,』
36 

＇ 
＇りーロニ
rc:=:::n 38 にJ39 
。

5cm 0 10cm 

l'ig.62 小穴及び検11¥fflill¥土迅物 (36は1/1.37・38は1/2.他は1/4)
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CTio 
戸~. 亡土.J44 

←手―}

て
、~ ~ -15 守~8 -0-

0 49 

□ 5 

53 

' 52 

~:'\ニ口 ご
~56~ 

4 

“ 0 10cm 

Fig.63 1Jヽ穴I.LI土追物 (1/4)
48は予づくねのミニチュア I溢 。49は I:製）し玉． 球形というよりもむしろ f'I筒形に近い• IU 

色を!,1し．直径1.0cm程度.53は支脚．先1,/Jが祈れ1111がる噺RLII方形の支II:に、Ii形の粘I:板を貼

り付けて土台としている。人・さめの粘士塊をつなぎ合わせて成形されているが．剥離Ii!が19111£!

に残り．やや照造作な造りである。屈出色を兄し、強い火を受けたような色改の変化等は，認め

られなし‘・品さ約15.0cm、土台部分の一辺は約8.5cm.
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／言戸三 61戸戸［攣

三〖臼 三［ロ
---(ヽ1)1 
-'- ~ 

．． ....、 ぐ('I

~)72 ニ75 ←)78

~ T.l~76 ~ 

戸7、I~77 e万
ニ—
~2~ 

10cm 
I I I 

ジ:::::==:::ミ~84
Fig.64 検tl¥1/ii/l.¥l:迅物 (1/4)
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吉野ヶ里遺跡

③検出面出土遺物 (Fig.62俎）

61 ·62 · 6'.~ は弥'1,:1滋/.61は短くk1i1U1するIIf~ と •.ell< 頒る）,IをJ:ヤつ安。胎I:は緻密でかなり

,T(:,1感がある。 62はくの字形11 •~を !:tつ~- 6.1は,~。 Fづく ね以でJli外沿1面に指頭によるlt臥

が19111.1'(に残る．

64-n、82は.l:.師浴。64・65は翌で．いは口紺部が短く緩やかに外hiするも(!).65111柑岱面
に後をj;りってl11J1U1ぎみに外反するものである 的は椀形をなすもの，胴部l:flu>-か所に.lf 

1.5cm柑度の111形に粘上をllliり付けた痕跡が，認められる。反対nりが店I・・欠Illして¥1るため、対
になっていたかどうかは1りlらかではないが、おそらく1;・m1のみに貼り付けていたものと息われ

る。小fiはl;'1°1,tilt人するものの.Jjf注はT,1良で内外沿1/1iにけを後{iiする。67・69-71は甑

67は11紺部から馴部にかけての部分．「II点は緩やかに外J又し．胴部はほとんど吸らない。79は

託ffilJ「で、 • ヶ所のみ穿イしが施さ れる。 70 ·71 は把f 共に内沼面は縦Ji向のヘラケズ＇）を行

う 68は内器面に稜を持って（侑かに外J又する$!=, 1:Mi硲安 ・祇.i~ の胎 I:については.67・ 

68・69・ 71が0.5-3.0mm柑度の砂杓 ・小石を多:,tに含み.m"P、しの'BIIJJ¥を枇人する -Ji.
64・65・70はl'i干の小[iを介むのみで、 粕良かつ緻密な胎I:を持ち、 if(l,t感があるり72・73は

杯身 72はゞ ［ち I:がりが1"1傾しru郎11と体部の況にIiiを持つもの,73は立ち L:がりがほぽ I和1'1
になり「1紺部とi本部との111.に段を」、ヤつものである.72はLlff..12.Scm、73はIIi全13.5cm.82・83 

は椀の底部．共にヘラ切りで心台の退化が笞しし、.82は心台往7.4cm.紹はiSf-1/-f.6.<1,m,

74-80は¾iぶ沿。 74は,,;牡杯の杯部で．外器面の11絃部l叶こ段を付ち、 f本部に櫛描文を施す

I Ii至14.0cm 75は知府i壺の必か.r Hf. 10.0cm. 761が杯沿 11綽と体池のIllに1111線をllち'IIB

沿内岱wiには利り1瞭ながら段をIiする 11/f.12.0cm。77は短顎壼の社であろう 人：JI'部は平Ji[

でほぼ令1/りにヘラケズリが施される 11/1!!3.0cm。78-80はt1冴.78はゞ rちI:がりが内囮しつ

っ1((線（（，)にのびるもので、 1―Hi/'ollに'I'・Jll1iiiをけつ。I1lf.10.3cm 79は立ち lこがりが知く浙1/1i三

角形になるもの，I1/f.J l.5Cnl, 器，沿・:;2.2cm 80は立ち I:がりが注く1勺傾し、かつ長くのびるも

の。IIi登12.1cm.

81は瓦岱椀， 9本部は緩やかにr,'jil l l 、 1,:~台は1折而そiり Jfクで行しく退化しており、託沿&~1/1il'.1I本

が接地して tヽる。底部ヘラ切り,11! 径17.0cm.浴1,・:;s.&m、,・:r.t1if.6.汝111 84は瓦か 内外沿tfii

共に斜めJil:,,のハケ11潤整をiiう、1!.¥褐色を',1する．

この他.f.i沿 ・ガラス製品がりII: している.36はガラス製の小JIIり1るい,'r色をr,¥し、!f..約
6.0mm. l'/. さ4.5mm 38・39は既イi.38は薄Tsで船）！をなす 残（社長4.0cm、最大船6.0cm、最

人:l'/.1.lcm 39は残（“長6.9cm、J,l人輻5.虻m、最人:J'/.3.6crn
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Fig- Pl. 1,1 ill 1-11¥1. 尾(.,帷 ))J石＂ 法 t,t !cm) 胎 I: 

Hむ｝ 溶り llll笛'I llff 沿“ mt 
t;i)-1 紐r11&~ ;; KOOi 炉ll:石,s. (5.8) (5.~) 紗I)多

2 i1s1 ” ” • (21.!i) (4.9) ＂ 
3 17-14 218'1 SK釦 ．． 訃 (20.2) 11.4 7.2 “ 
4 17・I~ 2185 ,. 

＾ 
,. 25.0 (16,9) 7.8 • 

5 2186 ＊ -笠 <LS.6) 20.0 7.7 “ 
6 17・16 21氾 “ ” I~ (27.0) 19.0 S.9 

＾ 
ヽ 2:ro1 SK叩 m,Y.Zi lflj Clt.5) 3.5 訓砂,~多

8 2公）2s ~ 邸 ゆ1,召 定 (14.0) (6.7) 郎・+b・1ilJ， 218') “ ~'1:1.?.: "'．， ・ (21.0) (5.2) 紗li!t

10 2公 ” 碩W.7.iIii (5.2) . 
11 2紐 ＊ l:/'1IZ. 依 ． 
12 2190 ． “ $1' 2.9 2.4 績紗f)名

61・13 2206 S KOOl . 小1 (7.8) 0.8-S (6.:l) 慣紗Ii;少
＂ 

220.1 ” “ . (11.5) 0.85 (6.2) ＾ 15 2i10 ” 
,. 
” 19.5) 1.75 (8.0) .~ 

16 2207 . ” ． (7.8) 0.85 (6.3) ． 
17 公!05 ＂ ＂ ＂ (8.G) 0.95 ¥!i.3) ＾ 18 笠的 ” 鼻• ．． (8Jl) 1.8 (7.2) 

＾ 19 17-10 2208 

｀ 
‘‘ . 9.1 1.2 7.3 -

20 訟II

｀ 
＊ • (13.0l (1.9) 9.8 ’’ 

21 ど212 椀 (17,01 1ヽ.8 (8.2) 

22 立13 ’’ 瓦芯 "(14.8) 6.1 (6.0) ． 
23 2214 S KOIC ” ‘’ 17.2 (7.0) 

,. 

2,1 な15 .. ． • (16.6) 15.<ll .. 
25 泣16 ．． 今 “ (1.9) 6.0 “ 
26 れ17 ” ” 今 (3,5) 7.0 ’’ 
27 ねIS ＂ U惰7.,沿 (42.5) (7.、I) 紗＂多

認認 Z叫 P-244 •M· I石 ,ot (16.0) (5.3) ” 
扮 21妬 l'-61 ” ~ (22.0) (3.0) . 
30 1!125 l'-2,14 . • (13.8) (7.1) 9・

31 2193 P-61 ” 外 (27.Q) 17.2) ” 
32 1923 l'-25< ＊ l!1 (36.0) (11.0) “‘ 
33 碑 f'-:l!: . '<i: (18.!I) 9.0 “ 
訊 四 IP-19: ” 訃 (16.8) (5.6) ＾ :15 192•1 P-211<1 . 笠 (4.0) (9.0) “ 
硲 10 公132l'-21! I帥沿 J(, (12.2) (4.3) ” 
41 認31P-20 ” JfJI (12.-1) (3.4) 紗i;_,p

42 公132l'-31 鼻 り (13.0) (3.5) 隕紗粒多

43 ど2491'-271 虹L¥li7.l·~ ( 11.•I) (4.0) ” 
Tab.6 II¥ I: I: 浴似?i-1<I 
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色 ,11 ぷl 咬

外芯''" 内店,t,i

n色 へうナデ 1・ デ

貨祖色 ナデ “ 

” 
． “ 

• ハケメ ＂ 
IQ(!! 9ヽヤJ,ナデ • 

＾ 
9ヽ ケメ ハケノ

'1<(1色 ナデ ナチ▼

R色 ヤ ” 
鰭 " • 

灰色 カキメ ナデ

R色 ナデ . 
貨位色 • ． 
． ” ． 
“ “ 伽

” 
., 
” 

” 
． ． 

” ＾ ＾ 
＂ “ " 

” “ “ 
令 . ．． 
. ナデ ナデ

J火(1色 ． イ；'VI
l/il1e・, 渭色 贔 ナデ

ゎ 、．
” 

灰(1色 ． ＊ 
"-f,e,, 渭色 令 ＊ 

団11l色・責雌 Iヽ ケメ 9ヽ ケメ

貨R色 心" イ<IIJ

“ ナデ ナデ

f(1色 -1;111 小,,,

” ハケメ ハケメ

//(I(! 色 ． ナデ
” l\tJ•t-テ “ 
n色 ハケメ 心"
., ナデ ナデ

” “ . 
貨1a色 ナデ ナデ

は色 “ ＂ 
J火(1色 鼻• ●● 

・"'"'"'うり ll[f•O\lfのI '""' .... を.z,,iげ""""'"をヽ,,.,



吉 野 ヶ 里遺跡

Fig- PL 畠illll 11¥JJむ'!.H 別
召"
法 1,l (cm) 胎 I: 色 讀 閲 望

目畜り 符り !Ill醤り にIi登 召“ ,11沼 外芯,,, 内苔16i

44 細叩P-20< 項必硲 lfl (I0.6) (3.3) 細紗f,少 灰(I色 ナデ ナテ

45 2247 P一訟 ” " (11.6) 3-8 ” 暗灰(1色 ” ” 
46 2244 P-211 ＊ 収り (11.2) (3.3) ． 灰白色 ” • 
47 2305 l'-20[ I: 関沿 lll!, (l•.0) （ヽ1.2) ）ヽ 貨R色 ヽ~ ＊ 

48 2328 P-17 ．、 w 2.0 2.2 鱒 N色 - ” 
50 23公 P-82 ” lit (13.5) •1.6 紗R多 ” ” . 
51 2326 P一部 螂 も Cl5.5l 5.9 紐·!•6•~ijl n色 ナデ ,;m-tf 

52 2四 P-21! 

＾ 
. (8.7) “ 鼻• ． ＊ 

53 2306 r-87 111 "1.9 細砂T<多 ^~ ” ナデ

54 広況7P-12! l:Jl! 硲 9卜1 (9.2) 1.4 (7,2) llltfl・'l!ll多 出色 ． ． 
お 四勾 P-1釦 ” 

． (8.4) I.I (6.6) ＂ ． ” ” 
56 2246 P-22C Jti'.i ． (9.4) 2.0 (6.6) 細砂..少 仄出色 . ． 
57 2242 P-19l l:Jll沿 椀 (16.5) 6.2 (7.1) ●紗ll・'!!IU 淡出色 ” • 
58 2248 P-274 Jl'. 苔 • (15.5) S.2 (S.6) 細砂粒少 以出色 釦

” 
59 2241 P-191 ’’ ＊ (3.9) (6.2) 令

” 
轟 • 

60 2245 r-21s ‘’ . (4.8) (8.3) ＊ ヽ ” ＊ 

64-61 1922 13-61ベjl:'lU 浸 (19.0) (4.6) 細砂I<多 IU色 ハケノ ゃ

62 2192 A-7区 ,. ん (13.0) (3.7) ” 浪出色 ナデ • 
63 2220 ゃ ” 鉢 (62) 5.3 . 灰出色 ．． 

＂ 

“ 
ね17ll-4[~ I: 肘i芯 堕 07.0) (4.0) 小石少 n色 Iヽ ケメ へうケズ,,

茄 勾09,1 -.11~ ,. • (16.0) (4.G) . 
＾ 
ヘラケズリ ” 

66 17-12 2223 ” 隣 (9.3) 6.8 紗R・小！沙 l(l色，貨n色 イ渭II イ渭l
67 ね2113-811( ” 甑 (34.5) 03.7) り・小b・111J ほ色 ナデ ヘ9ケズ'I

68 ね19B-nベ . 外 (16.5) (8.2) ． ‘‘ ． ． 
69 2315 B-31/.. “ 甑 (5.4) ． . イく'" “ 
70 ~16 ll-41え 々

＾ 
小I,少 ヽ ナデ ナテ令

71 2322 fl-SIi( “ ＊ け・小fo•1ijJ 貨ほ色 ” ． 
n 2314 n-Jr>< ” loll (12.5) (3.5) 細砂·~少 1(t色 . ., 
73 ね12 . • • (13.5) (4.2) ” 貨R色 ” ” 
7,1 2352 須必苔a片 (1,1.0) (3.5) ＂ 11/t灰色

＾ 
. 

75 2236 B-8区 鼻9 必 !10.tl 2.1 ゃ 貨出色 ． ヤ
76 2198 A-61~ • 収 (12.0) 4.3 ． •ii灰色 ＂ ” 
77 2197 A-51;{ ” 必 (13.0) 3.0 

． 釘 令 • 
78 2'1:l.1 B-31,c “ 杜 (I0.3) 3.8 ． . ． ． 
7l) 22: 刃C-61-'. ” • (11.5) 2.2 ” ． ． ” 
以） 17-11 2199 A-71-{ ＊ • (12.1) (4.<I) ． J/i出色 ,. ． 
81 2221 ” 瓦沼 椀 (17.0) 5.8 (6.3) ” 灰(1色

＾ 
＊ 

む： 公mB-61.{. I: 師；；； ” 2.1 7.4 ” 出色 ”’ ＊ 

83 2231 B-41;( ” 
．． 2.6 6.4 ” 貨R色 ． • 
Tab.6 Ill 1:-1: 岱観寮c&2 
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F以• l'L ~,n 1勺lttl: 地i, 沼 [-fi Iれti・胎L 法!~(cm) 色、バ 虞笠その他

14番”祐：｝ !IUIり
62-36 17-ISI 松双如,1-71.( ,1ヽ Ii ガラス製 1位認 ~tさ0.43 れヽ色

認4917, 18-2恒lt>とti1• - 26: 丸 Ii t師ft.Ill紗f~名 U1.0. I•/. さ1.0貨R色

61・ 割 Ii・1:l 22:11 じー1;1{ Ji. Ji't't. 砂'"多 Alt. に111.il."UJI¥出色 内・外苔曲ともにハヶメ

Tab.7 Ill I: I: 製品・ガラス閲111111観察K （ ）は1)1((~\を示す

Vig, l'L I.'.ll l~ IIILJe1'.t Zi ~r, 出M(cm) •fc:.t(g) 
14笛ljIf； リ• t!Uヽり
釦 7 9S0020:.~ I'一17! tilli Kさ(5-8),UJ.:i:3.8. UJ.:1/~U 57.7 
決； ！ぽ如IK-61ベ ” ！ね（い）. ltlk脳.0,• は1/.i.l 40.4 
39 17-11 232( ll-71,( ” Kさ(6.9).k!J濱お.9.r,!k以3.6 211.5 

Tab.8 11¥J:fi製品1戊寮}< ( ) Ill~/ルtをホす

M 結語

,'i野ヶ11!.lr.険地区mrx:• , り野ヶ 111地区V区における，~11'1:粘果について以下のようにまとめる

［吉野ヶ里丘陵地区m区］占野ヶ11¥li:険地区 111 1,(における追 h'I/ ・旧物は、時削的に大きく •J\:'I'.

時代•1•19 1 -i災191. 今'/:!時代の2時期に分けられるが．そのほとんどは弥'I准YIしの迅柑によって

占められる 弥'l:PH~の迅構には.i,1¥3条 .J(i俗15JJi・lt¥ii.litI •F·l:.!lli :i JJ; があり、この他

奈良時代の氾構として 1湛~I Jしが．またII謂14'明のi,¥)l条がある。

溝 汎にはSD035・036・040・052がある この内， SD035・040は神埼i:叉FIii也開発に係わ

る，~111.で検II¥されたS1)065-'¥・0651にりI'りし、 こか所のIll人り11をけつ ・述の消と与えられる

溝Q)掘l'i1)11.yJ911こつ¥Iては. S D040が掘削時に'1°19]巾頃の央桁硲を穀Jlfiしていることより少な

くとも •l119Jl灸平以降 と 与えられる他、 /ILi:迫物の時191船、ある (Iはこの安棺位を含むダl]P~絡裕

群が弥'I'.後19hiil1; の二ii成om閉まで$"(まれる点などより．後JUhiil'Iくとぢえるのが涵当と思わ
れる -Ii. 児没lltJPIについてであるが、 II¥七した多州の弥生1:7.>が. l~i削時の混人と忠われ

るものをfなけば概ね後削1j(J平～後平の範店に収まI),1姿191後1'0)内には別没したものと推測さ

れる.S D035・旧0の代格につtヽては、 1,1]時削に{(-(f.していたと忠われる環沿S1)0602の,ti東

側Ill人り11を防御することをJ)f(.Jとしていたと ゲえられている" このことば、閃濠SD0602 

がほぼ後JPli灸平を現に閲沿S1)0601 へと J(~って特わられるのと同じく ，Sllo:l5・040に替わり

同様に →→か,~rの ,'I ',人り11を！わS00650が新たに掘削されることからも窺え、 印沿と述のも

のとして棟能してt1たNF能性が屈い,l::.tc. Mf ヶ 屯Ii~袋地1公 111 1区の 1¾iOりについては確認，/Wl'i

のみしかIrっていないため.1且段附では1if能性を指摘しておくにil:めたい，， なお、 S1)040の

II¥ I: 迫物のq,で1.~1\すべきものとして, 11舷部にIi条のl!!l線文をFJつ＇．屯Illふ位(44)がある
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11紺部の形態は瀬戸内洵沿ii!地域’のものと類似するが會預祁以ドが検Iiiされていないため、

全体のプロポーシ 3ンについてぱぶ11)1である 時削的には、 I'**部の 1:1.. 11)拡•)Jiがよく発達し

ている点から湘"'勾地械における情生時代•1•191 ~,-後期I/Miに ,,a1付けられるかと忠われる．

ただ、 (El也1こ沿との共11'1~係につiヽては、 S1)040のII¥I: t岱が竹北時代•1•)9hif( 平ー後）91後平

の長いII、~JQJ船をけっているため．そのり頂l を杓定できない ） lf,1: は1i~眼観寮においては(f.地の

ものとほとんど追いが認められず-~人品とするよりも、 (f.地で製fl:されたrrJ能性が高いと忠

われる。IH{平野にお＼ヽては・如tP.rfti妥)91終,I<~,1;Jf(l1.t{I: 1/J頑にかけ城即11• rnr,111 t・・流J戎を

,1, 心として、漸,-•J/i系 I:沿がm1・ル系．如紺系、 1 1 11~系の卜硲と共に．認められるようになが＇ひ

とつの両期としてとらえられているが、加I,時代•1•191から後期I/Mlまで洲るものとしてばこの

他に、'i'f ヶ里段丘西Ji約1.7kmに位?iする ~I•埼町川寄，'Tbi(辺路'IllJ:Q)世1線文をけつ梵（叫91.-1<

ー後）91ヤ/Mi)が、また1ti/i5kmに位:r1する f・{l:111町、iEIII西分Hl:ti''ではJli1liiヘラ削りを施す翌
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吉野ヶ里遺跡

（叩9Jll•l:J1)が 11', l: している fll't.f,'iliii迅賜 ，,tEnl1!.li分U塚もまた．人きくは，り'fヶ'11迅跡と(<T]

じ城~ii川・ l llf川流J共の範.;i とがえられ. ~i ,l亥流域が弥,,,時代後JQJ終A,以前から瀬戸内地域と

,,1らかの楼触があったことの小暖と,Jぇょう

併 I,時代の前跡としてはこの他S0052がやげられる JI(¥ I・・中からILiJ: した弥'"'t岱は． 既

ね後）り後 1'•一終末に位：,'/付けられ、 S0035・040より11.f期的に祈し lヽ.Ji fir,{内で検／・IIされた

部分が短いため．その忙格につiヽては明らかにし雅いが、 規校・ 1町r,w ・/1¥七迫物の,1.m1幅な

どから. I'. 叉J.11地、l'l幻区におけるS006.50へと述あしするu/能性がある。

この他、 11.tlOl-i-'91の消跡としてS0036がある。船は広いがかなり浅く．洲というより通路

的な性格をi.,つものかもしれな

し‘・/1¥J追物は:O'tlさ11.f代から'I'安

時代ii/ilOIにあたるが、しヽずれも,Jヽ

J',・ のため確実代を欠く他..C菜HI

地潤1/.1,(におしヽても完掘はされて

おらず.BIJりlにつtヽてt,1定できる

には令っていない

墳墓 J/l~ は甕棺岱12J~ ・I湯岱浴

3 J!; ・IiヽLI:屈煤 IJ.~が検Illされ

ており全て弥生II.}代のものであ

る これらは，'i'fがI¥斤絞J也l,(lll

lが）北部から,ti溢まで延1,150m 
が検Illされている列埋Wt.iに含ま

れてしヽ る Fig.66は＃水路，Jfri.lil:

園辺で検Illされた安棺硲 .I.: 哄硲

の分{ii状況であるが、 J(l~群が,ti

, lt/i1, り を Uh として僻flくに ~P.んで

いるのが窮える。この内、＃水路

,llffi.lメ.,りで検/1¥されたJ(l依群は．

'l'-1(11分/iii:ではS0040の西側の

伐I,';部を挟んで洒鳴のグルーフと

東側のグループに二分される 11り

011のグループは収水路、~1 代1メ：外の

2Mを!Alえた!I,ふからなり｀これ

凰

\ll•l<l'll11'1(il< 

ィ

［ 
亡コ. "-：：窃： 11:'l訳 Ill碩虹＼

［コ
ヽ

細 ,¥1111,111111碩郎＼、

こ］；りII式剛1賢暉—叫収覇9濯棺ふ、、
こコ ＼ 
t鑽il・uU鴫g 、

璽 1111碍田旺
峯9、訊11111叫叩,1li ⑬ ＼ ＼ ＼ ＼ 

5111 

らには、裕列に沿った I:帷を小1つ Fig.66,'i!fヶ'l!fr.J袋地101紐W訳周辺安棺岱・t濱硲t¥!VitXI
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吉野ヶ里遺跡

もの 3 店、 111父する日柚を偵つもの 5 枯の他、糾めIiiりに Jり収 さ れるものが IJ~があり．硲萩

1,,, ぶを切り合う程近楼している 一Ji.東側のグループは翌棺らい）ふ lこ塙俗3ijの他し安柁

煤のら＼漿と思われる l:1≪2J.&もこのグループに含まれよう これらは安打澤IJ,!;(S.10'14)以

外は,ti~t/j向に I'.情を持ち、り）状に杞代されている.fig. 7によればこのグルーブはさらに,ti

方へと粒いており、密絡して •群をなす函側のグループとはクH1,状況が'1なる。また．安棺裕

の時J!I]については.I引011のグループは汲Ill式Jり1(1加I:時代•l• J~h)/f Nの ，,,段附 .f!il':t附の一．時期

に分けられ、,';い段閉のものは必列に沿った I,柚を持ち、祈しいものはぶ列と11'(交するものが多

くなる 一方．東側のグルーフは亀裕列と 1漬帷をlnlじくする ，IJ,~ の11➔ , I Jふが,i,191,JJ頭の城の越

式期に．残り3碁が汲□J式期のM:t陪に．また依列にii'(交する,Jヽリlft:I店につし、てもほばこれ
と,.. , 時則と そえられ、 ~!i側のグループに比ぺ．より 占い様mをぷす このような~i}-l!iをなす安

桁岱群が幾つかの小グループに分けられる点．また~91) と'"'じ ,ti北 /i1/.1JQ)1こ帽を持つものが,,,

l91111J'r'U>1l1でも占くに位fy1づけられ、また硲列と1ff:さするものがより祈しくなる点など．ぶ波

屈11りの坪地区 ・，勺野ヶ用地区J-lllli!:の列埋作との領似点が，認められる ・/j、その分/1i状況は

明確な：：ダI)埋1i!とはならず規111111:に乏しいと ，1える．この他、I'. 漿硲については、梵lli経とり）

1前後関係は191らかではないが. lul様に列状をなすものの、形態的には'i•J~I後 1'以降の様り1 を 'J

しており．やや時期的な協たりを持つものと 名えられる．

住居跡 • 土凛 1'·1形 1 1:k•, S8031は111..t迫物は少ないものの．形態 ・規校から弥'l:1111JVl..fミ-,i,

期Iii/'I'-と牙え られる．‘’頃）91の!H•,はこの他、SB031の北側約30mにIJ,W/f.する以外は．

,'iffヶ'llli駿地区llllx.では検Illされてlヽ如ヽ 弥'l:ilfJIQJ¥-•皿Iliff半の化落は．ぷi皮裕I'りの坪

地I,(・ぷ液庄その坪地区でtOJl;ii/J後が検Iiiされている他は、 l -I J~f'~ 度のlji位でIr.駿 tに散

(£ することが多い。おそらく数軒柑度のまとまりを一つのlji位と し．そのりt位群を包括して広

範1111な集落が形成さ れていたものと思われる • I: 堀の内、 sKo2s・o:ioは弥,,,a.,代のI和布であ

る 。 1iiJl:iは/lit追物にP.VIり1船があり確定(f.Jなことは，tえないが、比較(/1の残 (f状況の1~い壺

(234)かられJI祈すれば.i妾J9hlii平に位沢付けられよう。 ・Ii.i妥hはq,Jりj,jll:((と名・えられ.J閉

t小から9公I1-.:[・'/:Stf・ 篇刑沿台などの祭祀的な I:岱がII¥I: している ldJB.f)9Jの列1雙作に作う

祭9じl蝶と忠われるが、その形態は消状を',lしており. ;, 蒻枚をl心,,する沿と しての代格も推定
される S K020ばな良時代のもので、 8llt(l!i妥'I¥に位io't付けられる このように1涌il'IJfク・

楕111/fあある1ヽは長Ji/ftを），t,il'lとし、完形品を含む比較的残りの良しヽ I:帥沿.;(i,•JI: 岱をll.¥l・.する

この飩の I:堀は．．ぶ波l:ii二Q)Jf-lJI地区において180),tあまりが検II¥されて1ヽる これらは公良

-'I'・ 安時代m頭の所府であり.ill物群とは別に＂をな して密化するが．その性格については191
らかではない ただ、 111 ..t した上沿｝は 11 1,1容器から硯 ・ 水滴などの文11:Uに-\(るまで多·~にわ

たり．生活Jill↓の9だ企をLJ((,Jとしていた可能忙が考えられる
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吉野ヶ里遺跡

［吉野ヶ里地区V区l,1,,f ヶ用地(;(V 地1メ．．で検出された j!'J構・迎物は.kきく弥'l:P,t代 •l•IUI求

ー後lYH/l頭、 1りJ(lll .~代後(gf. 'l''!i ll ,\•代後JUI-鎌介時代の311.HUIに分けられる しかし、 検/1¥さ

れた迅構のうち確'½にこれにIf.ぅ辺物が検111 されたものは限られており時翡1的なt,o,•t付けが

祁,1確なものが多い＾

21:11x 211りの総柱をj;~つ掘姐I:建物S8014・015・016は、 S13014がややft穴掘I)Iiが小さ

めではある点が指摘されるものの、 Jlti'J IIの形態等には類似点が多い また．堀りIiの埋上,,,

からは小9ヤではあるが，•;J(l時代後期(6 11!紀(I:)の須恵悩,.,.がIllI: しており、 It;'!'(の形態から兄

ても．ヽ"1,ぷ）0(0)1,fj・,i'(,: と行えたlヽ，211¥JX 11りlの掘叩1建物S801 7につl•ては、 lilt:迫物もな

＜．時）91をIS<,ピすることはIf!雅である， しかし、$8016と上柚Jil/J.がほぼ守しく、その位；i't 

関係からもSBO l 6に 9中駈するが巳•内であ っ たと考えた＼、 これら IJ,~ の前後1関係については．

S 8016がS13015をtJJっている点からSB015-S B016・017となり.S 8014につlヽてはS13 

015の I!釉がばぼ吟しいことより.(IF((-はせずともMiめてそれと近t、時期に位j,'1f.J・けられよう

竪i',ltMS 13012・013につlヽては、 191確に俎h'qに｛やう辺物がほとんどな iヽ ため．形態守からし

かII年）UJについては,~u祈できない S 13013は.'I涌mがほぽ}j形と推定され、 fl:↓りの北咄に近

援してがあるいは頃と忠われる施，；！とを伽えるIIり本HO)もので.Iii I: 迅物としては娩I:中より t

製支脚1点の他. 1:Mi沿甑の小1ヤが検出されて＼ヽるだけである (I: ↓．叶の形態~Ifから推※する と．

'l'・1ffi形 ・規校からゆ畑.}代のものと忠われ．より(f代≪・)な（、ゆ'(付けを述べるならば..~1M.f>.( 1/、l

から検Illされた氾物の時）Ul輻よI)6 11! 紀I¥:とわえた1、 -Jj、SB012も・l'1f1I形ば方形をなし

ているが.H: 穴の1'11!:i"tは-1-'り1確で焼Jべりも検Illされておらず、 11:Wとして使rnされたかどうか

も明らかでない また、 11¥I;追物も,U/.められず事時関lにつし、てはイ,1111である．

1欺はf)Jふが検illされてtヽるが、e.m,が把Mできるものとして.S KOOiが弥'tll、V/1::l妥l9hifJ
't'・. $ K004が弥't時代01°191ぷ-l妥IUHIJV!i.S KOOS・006が，l切1時代後191(6 11! 紀後l-)のJV[J登

である また、 SK007・S KOIOば I'-安時代後期～鎌(t時代に含まれ．より，作しく兄るならば

S K 0<)7が 12llt紀Ii形~- S KO IOが 1:lllt~c,i祁tに位ii'i付けられよう この内.S Kll05・006は東

1町';1/,Jに、lHりする'l涌iJ,l:/j形の I:城で、形態から古JJ'l時代の I湛災格のUF能性がある。また.s 

KOIOはほぼ'ii:Jftの瓦硲椀をII¥I: しており. I.ii様に形態より i簾介吋代の I:~名裕の"f能性がある

.:: 1lに1』1えて．迅物の出 I:は｝しな t ヽものの會 ·1(1ri浪/j/ftを •,t し S KOIOとI:帷/iio•fを 1.. 1じくす

るSK009についても loil様の忙格を t~つものであろう，この他｀ ：段掘りを行う SKOOi・ 

003・008については亀その形態から弥生時代の柱穴である可能性が必tヽゥ

以I:.,'jJf ヶ 'Hli-.~笈地区!Ill.{・'廿野ヶ1地lえVIかの、:l1在について肌吸を述ぺた 本悧；りは約

60haに及ぷti野ヶ'I頃跨群のばんの部であり、その内容についても迅跡全体の分析が進めら

れるq,で1り検，iれを咲するものも多々あると思われる 1寺に2.200駐以I・.に及ぷ梵棺ら江は,iりJQJ,l<(I)
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吉野 ヶ 里遺跡

金洵式から後J9l1ii/lの三津Aまでが確認されており ．翌棺給の一大虹I•域である、佐買平野に

おける梵柁紺年の整理が待たれるところである．

l£I) tlll認11!i は"•里J印』1・・稟IJIJtdtl!iに1n遵ii.文化財兒払証員製櫂i'M仕l'/1.¥.llffftl会 1992 

2) 瀬戸I~漏沿1?11の中で~-どの地械のものと lltll-tるのか1'r.の怠惰・）111~: 足から1朽とでさるにはfっていとい、111?/,'i!;l遺H

託ffil'i¥Hllil/1¥上の瀬f'Iり最tiliも含めて.:'lit連の1!1究t,11)/j々 にご屈存・Ill,,を1!1りたい なIJ.,';偏.n11地／』cr:11ける,J!c't.

J沼の1'111閲tについて．平JtU •·r-1tll~!II約1瀑/;ft,~11文化セン•-). Iii本悦lt・ti:-l<』tli(関111)、:?-坪込文化ll/lllilltlセン

?-). k久代懺也(Rt[II法人i'illl息坪ヽ 文化財贋Ji,:ンクー）の出民にお1~11,1:なり.A! して込甚したい

3) 1~11平"において件生lift餃期Hお占JQllftlJ扉II)憎1 りりH苫として．蟻llilll·IONII汰Hでは．晶富JJHり消M(ltilll fl 

「旧渭口糾J品富.,文化II~ぽ覺l'i,,第2史猛富町fl.ft恣n全 1985)で8偏糸疫 (iliiMl •n(.rll)lfU)が．また．より璽II)

憲水111訊かl•!;!'Jf駁~;ff三よ谷這（よIll Iり rばi~l'!i!!l'fff(l)J .,, ばJ/文化Ill贋lil!lr渇叫i-rl'lf/~l怜 1990)で文・

lllliliflが1111している．

◄ )天,j(jf-1111'4占虹園'4J1rn1, し又ftl!I屑がり:';/I洲61匹 l ~l'!ll,flff-t/11全 1981 

5) (;Ill表ぷ・比・ぶIll久ほllli"i$)Uぼn代Ill●「文11:111贋n慢告，,;n2息 r-rtm•rntr刹11? 1983 
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太田本村遺跡3区

遺跡名 ：太田本村遺跡3区［旧Il区］（略号OHM-3)

所在地：佐賀郡諸富町大字大堂字太田
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太田本村遺跡3区

I. 遺跡の立地と環境

太Ill本村迅跡のJi.fr 化する、1m;1町は．その全域が洵l!.e4 .0m以 Fの低•J!な沖栢'j(野に合まれる．

この沖紅l'-'J!fは、イjlil海の激しい 1:il/li必と、筑後Illを始めと したiullllによって迎印される I:砂

の堆栢の連校によって形成された。現lf.の(i191海のおおよその形は縄文11-HI:小Jgl(約4.000的涌）

の海退時にでさたものであり、 "i時の海/j!線はJJl.{f.U)洵抜5.0nll-t近にあたる。仰l:P,V代のMめ

には．洵抜4.0111付近まで沿jijl線が後退し．その沿/jl部にはT-11:111町，JEIJI西分ll塚． そ根町本分

U塚などが常まれている

，1/ti;I町内にお＼ヽ て、現{F.までに確品された191らかな,,,.活のIi!跡は弥·t時代i灸191•1頓までドる

が、 後期1Jlil!iまで湖る迅物も/','「確認されている 。 おそらく ''i ~亥期には、潮F'.l!にf,'(『iしつつ

も、河川によるl'I然提防t、あるいはい"が1iの大きな fii'Q汲によって形成された砂洲などの徴

1.'fr地I:にWI,域を兄し111',していたのであろう l~l.f1157年度より）研施されたCl棠），し慇棺侃](菜に

ftう発掘，潤代では. c.ti'/:1椛現党迫跡(4) ·I-tit •Iり迅跡(5).,, り人廟迅跳(6)・灯11111迫跡(7)・.:.if(

蝶ノ木迅跡(8)・I:師本村迫跡(9)などの各追跡で弥11:11寺代後19)から，,,.珀昨fl:111/JDIにかけての災

活の(Hf.が191らかとなっている．これらの各迅跡ではIt.地系 I:沿に伴って.,1: 内～・(1iftt式期の

幾内系1:器の他．瀬戸内糸 ・111硲系などの外来系J:硲が多<Iii I: しており.1Ji陸祁のUl{&に較

ペ"i該地との検触が活発であったことをボしている．

,',i(lll.? 代ot•lDIから後期にか

けては迅跡の分(Iiは希博とな

る。このうち．集治としては

杓l• fり迅路 ・ 太 I.II本・村辺跡 I

lえ (2) ・灯111 1 1迅跡などで··,.~

期のt檄 .J~,; が確認されて

いるに辺ぎないが、 J(i岱とし

ては6lit紀後・r--1世紀にか

けてIi塚 Il,'l(i・2サJJi(IO)

が築かれる。これらは探科約

3.0mの徴t.'fr地」：にt地してお
t)、l:tにli塚 11;れからはH

甲1領分の他．食I]浚形杏岱な

どの翌/~な．，.＄具訊泣I~文を

持つ金鉗製装筋品など．翌“

な；，¥IJ,if.,¥ふがII¥J: している。

2 • .llUぷft遍8Ii, <. l'I人彎遍籍 IO, G•.s鳩n rヽ． ,ヽ...... 
3. ~Ill 令II濃"'" ,. 蝙Ill遍籍 11. 三璽.., 『●鼻

<il1U8) 

｀．鰺富膚賛で遍,. .. ·"• 貫腱ノ小這診 "・ , .. ← _,a,. 

Fig.I In]辺迫跡分/Jil::<I(1/50.000) 
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太田本村遺踪3区

公J~tl.~代には）茫tifflr.]J(.fQ)洵 I:交通の窓11として.Jr.・1:1町内に 「人:iltJがi.'.iかれる この時）QI 

の迎l/l/・辺物は. H •l• flJ辺跡・ ニ ;11,1,:村旧跡(II)・三>re:-, .'f)l'J跡( 12 ) ・小杭H•、l氾跡( 13) ·

畑lll)l'l跡などで確、認されている このうち、 村Iげl迅跡からは 「-::(切」のヘラ描き文字を1、ヤつ

I絲沼杯ゃ，＇渭郷 j)金J↓が． ．．仁・J.'j• 辺跳・ 二川本付旧跡 ・ 小l,tがI•追跡からは/!l,1lI・. 器が、

またl,1i人拘j迫跡からはl'l1f1i硯がIllI・. しており .'Li伽((.J施設との関述をれわせるものと ，tえる

'I'・ 安時代~JHtlilにかけては、神）lilEへの末船のIll人りにftし＼品iQillf{olilUiltあるしヽ は火i:t. 

砥7;~付近がその1即1地となったと 杓えられる このP.r)QJには. H'i• f'1fil跡 ・ it!~バ権現‘浮迅跡他．

多くの追跡から',l.i代の愉人陶磁沿が多数1111:している他、宋$~1!) /1 \ I: も知られる ，平安時代木

期以1;:f.その地Pl!的;re吸代から、 /f.J也あるいはド,r,1 した • l 'IIU\ 1:1~1が活発な!fl1.l1f,J をポした —I: 

なものとしてi簾(tlOIの1)ヽ杭J.i:・,m,:m、南北YII~戦国）iiの小1111(;.屯町～戦ltl Jり］の太IIIJ.~など

がやげられる なお.kill本H迫跡I・2l~'.O>所/{する kll l U) 紐落1/11辺は、太田氏の↓，；城、 Ill

,,, 城に比;i,されてしヽる他．本旧跡の.It束I.Sm(!)地点には、佐rw:111を人；然の城）屈とした小Ill
氏・ilt辺.'f氏の店城 小1111城 ［池池城)(14)がヽ ［地する

n. 遺跡の概要

klll,t.:H氾ij,31x:は、 fir.ill批Ill!:~町人咋次,;;n,太Illに1祈{i.する 辺跡の北Jj約600mにはj[湖

である(/,:¥"/ii:川が東州に，じり．東/J2.0mには城bi[川が、Itから1fiに流I'して筑後Illと合流してい

る ，l11't地！．＇．（は悦必約 2.5-3.0111の水lllf.ふにあたる

ぶl11'tll<.を含む太Ill地IKJM辺では、1:1業）＆盤整伽・II業にf'I'い.,U¥'tii町枚ft委U会により太Ill

,t,:#追跡11か'(11/lf4161年腹）・ 21,(''(ll/f,f1162年度）を始め、），り人廟；Q跡 JI(昭和60年度）・-1111111

迅跡（昭fll61年度） ＂などで発掘，i1代がiiわれ(Fig.2).•JI北時代後削から近 llt ま での氾1作が比較

的/,'jtI密度で蹴認されてtヽる このうち.kill紐格の西側に位れするklJl-l-tt追跡IIえでは占

閉II.\'代•I渭1- 1妥 lUJU>)l' 1;・I'. 壊の他 111•1•城に1月述すると忠われる'-i;町～戦国191のIK,!ii,'fiが．

さらに出落束ll!IV>太111,i,;I・「迫跡2区においても1,,J様の区両溝が検II',されている

・Ii. 太Ill人甘追跡：llx'.J、市辺では、 .~1代lが1)rfj 々 PYSOmに (i'.( j,'1する畑ILIJ!'.I蹄におl ヽて. I: に

弥'f:P.~代後191後・1,—，り昨lヤ代,i,1Ju1·i.rnu.~代の、また.1,,Jじく北1,111/JOOmに位沢するm人蘭迅
蹄では. I: に仰t時代後JUI~,- ,り閉時代,i暉I・ 平安時代～鎌介時代の辺構・ )ll物が検Illされて

いる 迅楕の内容としては．各叶期ともに溝.J圧 ・I:脳・小i(に限られ．、l'll't区の狭さもあ

って氾跡の性格が1'.IJ然としない感がある ~11111 -m人Jill迅跡共に本，隕在区に近桜 しつつも、両
れとも東側にいくにつれ；ll hllの密度が r/ii\11になり、また、確認，~1(t.においても両がの'"'には旧

構は検II',されておらず".JJl況では迅跡としての連粒性は窪えない このことは．太Ill本H追

蹄：! Ix: とI・ 2IX: にも，iえ .1,1~ 行の間には船300m柑で迅W/U)希薄な空間が広がる．おそらく、
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太田木村遺符3区

,. ぉ

J.'I( 

： •. ・..JI= 

．．．
 
必”』

●’ 

Fig.2 .~1 ff.li<:f.'(Vil・xl (J/5000 : ,:1: 5 o>文献より＇心叔． 部/Al'l¥)

仰 1,.時代後JOIからq,II! にャるまで. O~ill. 地内に点(Eするi火い徴心地を選んで出始の形成が行わ

れ、かなり恨雑な起fl;をJ:ヤつ徴地形が地必(1il-'にJ児没してtヽ るものと与えられよう

なお．発」l1i,lHtを行った段l朽では．本，l1(社くは 「太111,l.l-t迅跡Illメ：」としたが,.I • ,Jr,);¥町教ft

委い会により ，~rn された l:述の 2地点が太IU,l;:H辺跳 l区 ・2区として汁じ'i,りが1111rされてい

るため” • 本，11m区につ！ヽてばこれにI舷ti!;させ，「KLLL本村ll'l跡31刈として船 ＇；する
, II'11 Hii11l llヽIklll,l,.f/;Q粉J,lr.,:1町文化IIIJ.!fi報かり叩児 l瑯

2) ff灯1111 偵II他 · 111 「Iり,rtiしnt\ll叩編・l•t!に低る文化111.Jlti.l!沿.'Ii1~1'(1/ 文化111,1111、ft!~..1f'l'l91'l I俗9
: II f仰,,~n月人綸1迅闊,,1n1.1•r文化l!l,l1(1.f!!:•,,01;r13 島 1987

I)知Ii._rjfl!IJI迅~•J叩氾f ,tftlll,i,rrn1;•;i'f,ll暉 I螂
[,)地・,;11111久r,ら.m,IQ~Jl,Sl1flli! •Ji 匁1こ係ろ文化llt,11~碑；•;, •1s 1 1~.rm 文化l!l,l1(i悧；り 、 'l;\8:池 1987

[;)徳如'l紹祖 「Iん!'IMC11l』,~931:! 伽・11笈に純る,tftlll、頁(i船',.1J6Jf',1'11,!X化l!l,11(f部';,1l'l"IOO'l!l!li唸
7) .Elと""じ
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y. 邸 0.000

゜
!Om 

E一
2.3m 
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太田本村遺跡3区

m. 調査の内容

発掘潤代は、 {q水路f.J設によって掘削を受ける約1.720mを対象に行われた 辺構検/1¥c/iiO)レ

ベルはほぽ一定で．椛硲2.0-2.~mであか検II\ された辺構は ． 時間的に弥生時代後期4ミー占珀

時f¥:l!Miを_tf本とし．糸良～平安時代にf,tii'J.付けられるものも名：Fみられる．辺搭の内，沢は

消.t濱 ·J I'戸 ・小穴からなり．近接する'~f人層J迅路 ・畑1-11旧跡とその様相はよく似て し ヽるが．

, lltl'fi面積に対して、辺柑の密度はより希薄である。また．その分布も，;;11在区内の北守りに集q,

し、 S1)20よりm側には.S 021以外には迅1/11は認められない．
この他、 ，lltt't lえ北沿から約20mの範1111で迫物包含~'1が確認され．弥生時代後JU)から古J(l時代

前期初頑の旧物が多く/J¥I:した他． 古,n時代後JOI-平安11 .~代、室町時代の迫物も検Illされてい

る．以 Iヽ．に迫構 ・氾物紺に述ぺる．

1. 遺構

辺情符り ト［ 1,1 形態(111)1) 見桟(UさX紺X深さ：ml k 帷 Jj 位 •.v Ill 

S DOI t 塙 長 111 形 l.9X0.9X0.5 N-ss・-w 弥•1,1ntl~lll終~,

S X02 沿杖氾構 l l!imiu•r-影 ・1 X0.4X025 

S K03 

' 
l析tlu逆台形 5.0X0.9X0.15-0.3 N-20"-E 阻印.ift1illllll屈頑

S KO-I .t 塙 艮 PlHJ llttl.9、l:!ffl.l.沢さ0.3-o.; N―邸'-II' 弥'l,ll#ft後lfl柊衣

S 005 沿 斬~tiU'i'lfl 127XO.oo-2.3X0.25~0.45 N-77'-II' 

s 1)()6 

' “ 
IS.OX1.0-3.6X0.5-0.S N-65・一＼＼＇ ~lゾ～ICl占~J'fl"' 日'"し",,'"』..

S K07 I. 濱 l'l 形 1/Ilt0.18. 深さ0.71 、•;inり、H~珈UUIIJJ川:,

S K08 j~Ji 形 3.7X i.SXO.IS-0.3 N-s1・-w 

S K09 ィ；笠 形 22X 1.2X0.35 N-33•-11· •;t-•t. 吋ftl妥lllf!~,

S KIO 4: 整,,,形 nlt0.9S-1.05. 深さ0.6 N-so•-t: ,•;,nu• lt,i,IVII/Jリn

S Kil l'I 形 i.1111.0. 瓜椒>.85.沢さ0、お N-30'-F. 平・t;u↓,~ 

S E12 JI' ,. JI・ ,-; Jl輸I.お，ビ嶽.9.iliさI.Ota Nーお"-II' 弥't,P、¥'ft役1111'!.fi
S X 13 溝 1~ill 栴 斬1/u逆白彫 uxo. 絡-0.6XO.I-O.IS N- 60•-11• 

S Kl4 I: 濱 隅klkJi形 t.OXO邸 xo.s., N-85・ーII'

SKIS 蛉 1.5X0.8X0.6 N-21'-E 

SK 16 ． 0.6X0.5X0.3 N-s2• -11• 

SK 17 ,,, 
影 0.6X0.6XO.SS 

S K18 隅J.LUfj形 0. 岱x1.0+ axo.5-0.6 .'1-5'-E ,1,J/lU,Vf~ 1j引~IW'ili

S K19 ィ整形 2,1X 1.3+ C,X0.4 N-35"-W 

S 1)20 消 術Iii逆台影 2L叶aXl1-l.5X匹-il.6 N-60・ーw ,1;J(llf代1iulfltll!Ki

S 1)21 + ” 16. 叶 axo町X0.2-0.3 N -15'-20°-I:: なn-i'安叶ri:

S K22 J. 墳 隅kJW影 :l.8X!.7X0.85 N-11"-f: ,1,Jn1.mr,m111崩I

Tab.I 辺措 ・（（必
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太田本村遺跡3区

SKOi SKQ.l 

L— A
 

_j L 

t.30,11 

SKOi土壌

, 11rf.L>(At1.i: に1:,沢する !l! 側にSX02イ：'VI氾構

がみられる.'l'・d1i形は.lk}i彰である 名峡からは．

やや“に拙 I)~げる 11'曲ははぼ‘紅！である μ 
さ1.9111・W0.9m・深さ0.5m

＼ 1 

Z.30,n 

量
SK04土濃

ふrn1.<.1t割にlilt'(する 東帽にS1)05il',・ 仏迅糾

がみられる ·r• 面彬l!l/ll'J形である 各咽からは．
はぼ“に掘りドげる 庇,rortlli開へ次第に沢くな
る ， その •l"hよりやや東ONに深さ0.2mの汲い4:

笠彫な・;,が掘られて,,る ！とlfl.9111・紅!fl.Im・

深さ0.3-0.Srn

SK07 SK09 

L ヽ ‘ヽ‘
 

2~l0,u 

勿加／／ ―／吻グ／クロ／吻／／`
SK07土墳

, l'lfil.(虹剛に1/ll,・する 東請r:S X 08・10 I: 蟷

がみられる 'l'-11ii形1よほぼ111影である 各咽から

は．やや11'iに掘りト・げており．次がに釦・w,,<
なる .1~1(ijはほぼ和IJである J~if.0. ISm· 深さ
0.71m 

SK09土蠣

, J!ri.U~t鰐の東．がりに ,,,沢•する ,ti側にSK19 

L濱がみられる 、,, ,,unJrH•!.'I.形である 名喰か

らは．ほば1釦：n,;11ドげる -l~iliiははば 'f-1「l であ

る 1,lkl~2.2m · J,l 人·糾1.im · 深さ0~15m

。
2m 

Fig.5 S KOi・ 印 ・07・09I湛~ ( 1 /40)
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太田本村遺跡3区

SKOS 

L— 
し

_J 

2.30n, 

疇 ―― ／／／／／／／一疇

SK08土蠣

,J.1W>(At側に位れする ,ti膳にSKIO I: 属 ．西胴にSK19 I: 濱がみられる ぶl1"'1><'.で

はl,!J-規民のJ:県である ・f-,,,i形は1tiflMがやや笠っていないが、隅Jt~Ji影である 各収

からは．糾めに掘りト・げる h知iは州閥へ,:~けて楼やかに深くなる 長さ3.7m・ 紺

I.Sin・!'liさ0.15-0.3111

SKIO 

L 

SKII 

L 

2.3伽 2.30,n

SK 1 0土嘱 SK I I土填

S K081: 濱II)~(厠に位,.,する 北饒にSDOG溝 J11'fl,(のN寄I)に位沼している．南東側にS

趾がみられる，i/l!l(ll!!C:tt,il)込みが一閃,rrあるが. KO-I I: 塙 ・S1)05沿跡がみられる '1'・1/1111. 全体
_., I湛責とQ)関達は心"である 'I勺iiは不棺なl'IU がやや整っていないが.111影である 各咄からは

である 各喰からは．やや"'こ械り卜げて1い）． ややir,:,:柑ii) ドげており、少しずつnW11~くな

少しずつif.If.It炊くなる 託面はばぱ•r-lf!である る !J~面はほぼNIIである JiさI.Om・W0.85m・

釦t0.95-I.Ofim・ 深さ0.6m 他の ti≪に比ぺて深 i'.f. さO.&和,.

いため. JI·•'1+の urf尼性もある

。
2m 

Fig.6 S KOS・10・11 I: 塙 (1/40)
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太田本村遺踏3区

SKl4 

［＿ 

SKIS 

_j  LC三□］_J 
2.30m 

SKl4土珊

,l'li'tl和,,火よりや北東圃に位沢している。東閥
にSKt6・1狐．洒鄭：SKIS I: 塙がそれぞれみら

れる，平面は隅丸flli形である．各9やからはほぼ

『（に趾り Fげている。 麻1oiはほぽ•~1Uである 長

さI.Om・ 糾〇.85m・ 深さ0.85m

"\_()~:: 
2.:!0,n 

SK 1 6土蠣

閲"'和,.央よりや北東側に位沢している 洒側
にSK14 1:1員がみられる 平 l~iJI,は11i11り祁1こやや

丸みが渡いが．ほぼ隅丸j,l/j形である．各唸から

はばぼ11'(1こ趾I)Fげている．蘇1biはほぼ叩Hであ

る Jiさ0.6111.船0、Sm・深さ0.3111

2,30,n 

SK 1 5土壕

,l1ftl,{•I• ~ よりや北州側にI~沢している。虻膳

にSKl4 I・. 塙 ・SD13消路がみられる 杓釘Jfクは
令体がややれんでいるが．ばば隅hJVi影である

各~!からば糾めに掘IJIヽげている ， ~J,oi は央に~.,

けてばやかに深くなる μさI.Sm・似0.8m・ 深さ

0.6m 

SK17 Lo~ 
2. 珈 1

SK 1 7土墳

潤ft(i(中央近くに位il'1している 東鰐1:sK 18 

I: 績がみられる 'l'illl形はl'J形である 8咽から

託1f1iに向けては．次第1:11'1:ftを広げて作illドげて

おり .f俺かに袋状をなす !~1iiは . 1:1. ぼ叩りであ

る、. I緯 LE心の,r1.1¥.o.6m• •~""の,'i:ff0.6m· 深さ
0.5.Sm 

。
rig.7 

2m 

SKl4 • 15・ 16・ 171こ埒 (1/40) 
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太田本村遺跡 3区

SKIS 

L 
§如°
----

_J 

・-・-・-・---
2.20m 

SK I 8土蠣

，閃 fi.l;( • I•央よりや東1111こ位沢している ~1111:S K17上濃がみられる．成1'部が潤代区
外であるため． 、r面形は随とでさないが．隅丸k方形か．各咽からは．糾めに趾りト・げて
いる''"』ili1tiN,llは1:1.ぽ'l'JIJである が、北1'al!11~t~?に向けて1¥'¥かに沢くなる 此さ
0.65m・ 転I.O+•m · 深さ0.5-0.6m a~, 面及び•!olv.lす近から．弥’にlこ沿（安 · ,/:1• l~lf.) 
の絨I';がIi',tしている

L 

2.4伽1

SK 1 9土壌

•I次Iえ北圃の東寄I) に位沼している。 ~tP.ll

にSKO 9 l: 濱がみられる．東'1'・/11が.irn1叉
外であるため.1'・ 面形は確定できないが．ぷ

笠形か 各吠からは亀糾めに駈りドげている

が. t:;1こ ,t1~11111i紐やかである. ~.. , は,tiOW

へほかに深くなる J~ さ2.3m・ 船t.3+•m ·

元さOAm

。
2m 

I'ig.8 SK 18・19-1: 塙 (1/40)
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太田本村遺跡3区

SK22 

L ＿＿！ 

2.30m 

富
SK22土墳

s I)箪が，J1fi.1Hil!!lを西.lttl'iから東1ti東Ii内に，frl),そのIり~ii:!でII:まっているが.-+:I・ 

填はそこに位収する そのJi輪 Jil:111、 S D痴.~t介とほぼ1/(交する l)l状ではこれらの山;!II名
は述絨するようであI),I絹(i量，Vにも'"藉1:,)戴しr.,ていないが， 11¥l・.;fll加）状況からみると、
S IJ20iol'i跳のほうに，りいf.llfflが窪えることから.-+:ft間 では1ペタ）することとしたい

J: 蜻Ii2f'l掘りである I f'll 10)和,,;は,f,整であるが、隅丸JVi影か 各ヽtからは含lめに掘
tJ fげる ,~1•iもはぼl'•JIIであり．その北手祁をさらに似り込み. 2f1LIをつくる 2f111に
ついても.・Y.,6i形はやはりィ整形で． 各吠からやiい）iiめに掘I)fげる拿 ~\'面は1えば•V- JI Iであ

る I f!l:I IO>J.}さ3,畑 ・船約1.7111'深さ0.45111.21111のJとさi.lSm・ 船1.05m・ 深さOAm

ィ
」
66 

Ir.) 

_J  

2.00m 

SE12井戸

, J1 rtl><北開の0収炉）に位llしている ~tlllll: S 
I) 0 G I: 讚がみられる .,,,,,i形fりtll'I形である

各咽からは，ほぼ,cに低 I)~げているが，·~出i出

では，~rnしUていない Wtt船m· 即位細・ 深

さI.O+onヽ

。
2m 

Fig.9 S K22日桜 ・SI,: t2Jl'i; (1/40) 
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太田木村遺踏3区

S005溝 (Vig.3. I) 

.irn1x: 北佃lを1'り」［西から束,ti束}j1:,1に，tっている ,l ~i側に並行して S ll06消が1立iなする 両

沿とも、~Htlえ内で）会切れる 'I'・面形はほぼ1([線（りであるが、 t;Jrよ 一定しておらず、 1fli;岱沿がか

なり即ヽ 深さは、東溢部が ・l'l汲lヽ が、他はほぼ定しており、令休（内に平Illである 横断

1J1iば、島i広のU't'lf多をなす 延長12.7m・ 恥10.65-2.3111・ 深さ0.25-0.45111

SD06溝 (I泊l(.:l. I) 

SDO a溝から 3m代1¾iに位.. , して lヽる SD05溝とf,11訊西北1'りから東1ti東/irlりによる

形態もほぼ穎似しており、 1靖船とも北lfff><:内で迩l,IJれ.'l'1(1iJfJはほぽ1(.f線(f.)であるが．糾は →

定しておらず、 iむ咄l切激くなる 深さは．東瑞部が1,lも深く、東膳に進むにつれて次第に汲

くなる 横I祈1(1iは．船1i,.;u,u・因形をなす 延此JS.Om・ 船1.o-:tG111・深さ0.2-0.Sm

S020溝 (Fig.:J. I) 

, }1 代 1x: 1li側を1Ri.lt~りから東1H東/j')/,Jに，じってしヽ る 消の西隕は、~·,代lメ：外に延びているが會東

側はSK2 2 I: 濱とヽ Ti/¥1したところで11'.ll:っているd この1,tjji'.l溝の関係につし、・(は、前述のよ

うに紀1メ．分してりかする i,'r, は11'(線((.Jではあるが. "近で,ti北/iio•Iに (Iii.かに1111がる。溝輻は

ほぼ定している 深さは,¥IWl><:1111叱澁部で →f".)ドがる他は．概ね西から東側に追むにつれて

次第に深くなる 横ltli1f1iは逆台形である 延J~21.o+,,m· 船1.2-1.sm・深さ0.3-0.6,n

SD 2 1溝 (Fit:.:!. 1 l 

.~1(/.fべ,¼』 東隅で ・部を確，はして\I る ほぼ1ti.lt /ii/•J に，tっている 深さは北閥がやや汲しヽが、

（也はほぼ淀しており 'I'・）I[である 横術1/riは輻Ji..;で逆台形である。延長16.o+,,m・ 最大船

0.87m・深さ0.2-0.3111

S XO 2溝状遺構 (Fig.3. •I ) 

閲fl.IんIt側に(1'(Viしている 迅栴はさらに、ltO!IOJ.l1代Ii<外に延びており、全休の形状は,(-1りI,

胆Rでは．その1ti~~/j(,りにみられる lJM>小穴を11収むように鉤状にIii'れてしヽ る。横ltli面は逆台

形をなす會，i0.4111・深さ0.25m

S XO 3溝状遺構 (Fig.3書,))

聞1'r.li.北膳に位;r1している ほぼ1fi.lt/;向に延びている 1ti潔部はS005湖よりやや北膳

で11:ま •)ているが．そのJil:りはSDO 5 i,'f/とほぼ1i(交する形になる。'l'・1fii形は小央沿でやや糾

9公となり 、 111,j沿部はいずれも先褐II りとな って終わる。 深さはほぼ •定で．氏1(1iは •l<Jllである

横間r,iは.i及tヽ逆台形をなす 延長5.0111・ 會，i0.9m・ 深さ0.15-0.3m

$ X 1 3溝状遺携 (Fig.3. I) 

, il'l fr.l約 I •リしよりやや北隕に位jr(している 西北西より束1¼i東に延びている 消恥困凍溢でゃ

ゃ炊くなるが． 他はほぼ定して＼ヽる。深さはほぼ ・定で、託1(11ば'l'-JI!である 横断1fiiは、汲

い逆台Ifクをなす 延J~,J.lm· '1,i0.35-0.Cim· 深さ0.1-0.!Sm

-115-



太田本村遺踏3区

2. 遺物

Ill l: 辺物には弥生上器 ・上師沼 ・須恵岱 ・!.¥¥色土器 ・磁器の他｀ミニチュア土岱.l: 錘など

のlい．製品、 G錘．砥石などの石製品があり、また、木製品として鍬先の部が検出されている。

時期的には弥生時代終ぷ-,!;Jj'j時代Ii潤IM頭のものがIllIこ1;tの大平を占め、 -rn哨花11,f代後WI
後平....珀時代1111101・後期、奈良～平安時代、屯町11.¥'代のものも含む．

SKOi出土遺物 (Fig.J0:1-5)

I - 、1 は梵• Iは胴部に比ぺて頚部が締まるもので、[―I絃部が短いことより視に含めた.4 

の底部はレンズ状をなす。5は蒻J;f;、大きく外反するU舷池をなすが、k1i1fl1部はまだl卯l瞭に絞

を持つ

SK03出土遺物 (Fig.II:17-31) 

17は鉢。!ill―I籍をなし、 Ji/.みのある球形の体；活を持つ• 18・19は二if(LI綽壺の口紺部。19は

,:,.:: 邸には刻み目を施す。20-26は，f牡杯。20-22・24はnti.部とf,t;部のk1i1ll1が緩やかになり．

11紺部の長1,1,化のft([J,,Jをぷすもの。26はこれに比ぺU舷部がIYI瞭に屈曲し、短く外反するもの

で、時期的に箕なる.i~ 人品か。27-32は甕.27-31は！ ずヽれも僅かに外9丈する、立ち I.:がり

ぎみのI」絃沈をなす,LI往30cmN度の小型品となる28・30・31のうち、 28・30は預部に新f&E

角形の凸帯を貼り付ける。32は1/.J窃する11絵沿をaつ畿l勾系の布留式甕。，関整は、外面は不'"
瞭であるが、 1 1紺邸内1fl1は横}j向0)ハケ目、 i本部''~iiiiは横Iii村のヘ ラ ケズリを施す。

SK04出土遺物 {Fig.JO: 6・9) 

6 は梵• Ws. 部はかなり¥].ち上がり.1!'i線（内に1111びる. 9 は，［氾'• 桟い休活から大きく1月＜

n絃部を持つ．

SK07出土遺物 (Fig.JO: 7・8・ 12) 

7は安。1((線的に1月<nけ部を持ち、「I紺部端部は面取りを施し'l'-JtJである。頸部(.t近で強
い横ナデを行うことにより．やや .: ifcu•J ざみに兄える 。 11ift/式央と息われる 81よ毀1柘系小

型丸I!~鉢• 12は壺の口緑部Jj・ I―I舷沿部にflj[かに~I価iを 持つ．

SK O 9出土遺物 (Fig.12:33・34・37・38) 

33は~- '本部外面にククキ Fl を残す 34はn'(1こ立ちJ:がる11縁部を/.'iつ短釘i,i:i.。37・38は科

杯の9り1部．

SK 1 0出土遺物 (Vig.JO: 10・11・13-16) 

10・IIは休。10はつぶれぎみの浅い休部からl11i曲して直線的に立ち」：がるII舷部を持つもの

で、8と1,;Jじく畿内糸.13は広I咳のI'*ぷ趾 13の沿fるはやや二直11緑状をなし．下沿部には

刻み目を施す 14は“杯のn棟部 15・16は甕。16は11径叩cm以 I:になる大）iむ＇ふやや外lttiし

つつ直線（りに'"'びるIJ絃部を持ち．質i部には新1/ii二fり形をなすつぶれぎみのr"滞 を貼り付ける。
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太田本村遺跡3区

紐でヽ

J',g.11 S K03/l¥ I: 追物 (1/4)
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fig.12 S K09・14・16・18・2211', 土迅物 (1/4)
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太田本村遺跡3区

u二 □ 乙主ニ
~ 戸ニニ二

49 

\lFJ~_ 口~.
5cm 

D. I]~ 
'll!lrJ. 祁竺
Fig. 13 S K 1111', I氾．迫物 (48-53は1/4、54は1/2、ふ5-581il/3)

SK  I 1出土遺物 (Fig.13: 48-58) 

48 · 49は,\'碑のm蹄町と脚部I ';•. 50-52は燦.50は別部くびれ部から外1又し．さらに内埒

する「l緑部をl,'iつもの. Mt/式夕りでもやや新しいものか。 53は長顎壺のI―I*点部J'i。 夕~ iliiは縦Ji

向の、内1/riは横方向のIヽケ0を施す。54はjj;形のミニチュア上器.J •/.fで 11i外1面に流い整形LTT

が残る,5.5-58は!!.¥色I:岱の椀.55・57・58は口籍端部が僅かに外反し、 56はff(線(f.)に伸びる。

いずれも内外面は横方,:,,のr寧なヘラミガキを施す。55・56・57は内外面に黒化処雌を範す焦
色：l:沿B類であり.58は内面のみ黒化させるA類である．

SE I 2出土遺物 (J'ig.14: 59-72) 

59-61は広1 1壺• Iヽ ずれも1―,.,端部に亥Ifみ日を施し.59は濁状1:具を、 60·61 はヘラ~~r:具

をJI!いる。69は・,iの応部.!Is面は丸みのある平必となる。62-65は鉢.62-64はo'i線（内に伸び

る11綽部を拉つもので、 62・63はほぼ1((立、 64はやや外ftliする。65はljlU籍を1-'iつもO).茄～

68・70は甕,70は頸,'i<ひ’れ部から外反し、さらに11'(線的に,,,,びる11緑沈を持つもの。内面は
fl'ii".11<びれ部のややドまで横Jil!りのヘラケズリを施す．介i留式安の範見1に含まれるものと忠わ

れる。71・72はI11至7.5cm程疫の体形のミニチュア」：器 N'れねによる荒い整形痕が残る．
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Fig.14 S E 1211¥j姐 物 (71・72はl/2、他は1/4)
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l泊g.15 S 1)06/1¥・I.: 迅物 (90・91は1/2、他は1/4)
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Fig.16 S 020/1¥ I; 迫物 (94・¥)5は1/2.仙111/4)

SK 1 4出土遺物 （罰(.12:お）

35は沿台のIII此IIr. 噸はかなり J•/.IJJで溢部は191叫にfりを情つ

SK 1 6出土遺物 (f-ig.12:3(l) 

36はjj:。ljilIf点をなし、託祁は丸IJtである..~1整は．外1fliがハケ I I 、 ,1~ 1 (1iはヘラ状 1 : J↓によ

る約ヽナデを施す

SK 1 8出土遺物 (l'ig.12: 39-,11) 

39・40はJi;.Il・<'i いずれも1 1紺沿；',11はやや肥J•/. し，端ifiiには玄IJみIIを施す，また．頸部には

断lfii'.fり形の1111,i}を、 39は2条、 40は1条貼り付ける いはつf(Ilht•, 校 11紺 I・沿部は 1ヽ沿部

より大きく広がり、 I・. I'沿とも刻みuを施す
SK22出土遺物 (l'ig.12: 42-47) 

42-45は安.42はIIf郎部外1/1iからi肘ふ外1l1iにかけてタクキIIを明l駆に残す。43・44はl1ilW系

安.43は I IN部がやや1/~i'!'i. 44はほぼlfi線i(1になり、沿部は＼ヽずれもIIJJl(,(にfりを1、りつ また、
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太田木村遺跡3区

~ 103 

て い こニコ .d.06 
二~J05 ―l.01D 。 lil<-111 

Fig.17 S 021/1¥..t迅物 (J/3)

外面のbl部には波状文を巡らし ' .~1整は外1面がJヽヶ ti 、 内 1面は頚部くびれ部のやや Fまで横ガ

向のヘラケズリを施す。45は頸部くびれ祁から外反し、さらにif(松的に伸びるに'*'部を付つも

の，体rn1外面に11/.i1~ がりのククキMを残し．内面は酌部くびれ部のやや―Fまで横打1tりのヘラ

ケズ ＇）を施す。 河内11iのJ・［内式甕と思われる 。 46は外反するI.I綽部を1-~つ袢.Ii§ 部は丸Ii§で．

洪整は内外1/11共にハケ [I 後に細かいヘラミガキを施す。 47は/,~*の17は部1;·.

$006出土遺物 (Fig.15:73-91) 

73・74は鈴、 75-80は甕。75-78は頸部で緑を持って屈1111し、 1([線的に伸びる1」緑部をなす．

80はMt/,む!!.11i切する1-1緑部をなし.I析而は矧部くびれ部のやや―FまでhY/1i向のヘラケズリ

を施す 81-84・87・88・89は成 81・84は短顎啜．いずれも11'(線(1-Jに/f.ちI:がる口駐部をな

し、 81は内傾、 84は外碩する,82・83・88はご頃nttt壺。82は外IHIにrm文状の,jjlj突を施す．
83は上l叶：肥匝するもので、沿1fiiには綾1多文を施す．曳内系か。88はII. 点邸が柑涌iS字状をな

すもの。87はm部J¥・.ややくびれぎみにド}1に突IL¥し．底1niはレンズ状をなす,85は台f.t;遵．
861ふrsJ:f-の脚部である 。 89は1jlUl点のj~. 90は1こlf'f:2.7cm程度の ミニチュア I:器．プロボーシ

ョンは短類壺である。91はi:錘。1,l,j嬬準を欠り1し．残(f.M約6.0cm、最大i各2.&m.

S020出土遺物 (Fig.16:92-100) 

92・93・97・98は壺。92は ごif(「1t点をt、ヤつ111!会系の,~。 外 lflihrnllにはi伎状文を巡らし、 l'iffii

は類祁くびれ部のやや Fまで横}flt,,のヘラケズ I/ を施す• 93は1/;.II~ 梵 11縁部溢1/1jには斜格{・

状にi/.lJみ[Iを施す。97は長引滋のII紺部J¥- 99は大きくIn!く体部をなす絆．！ふ面はヘラケズリ
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を行う 。 96は布留式喪のw~:邪片• 94は11径5.0cm程度の鉢形のミニチュア上；?,. 95は I:製）t
"・ ~'(径約 1.8cm, 100は猷先と思われる*'~品。t}部が欠lJiしているため..,,, 鍬となるか又鍬

となるかば~191である

S021出土遺物 (Fig.17:101-107) 

101 - 1 06は上師器， 101 - 103は屈台f.l杯• JOIはb'\;ifliに 「, •~·-r」 の，\!11りを描く 。 104 · 105は

無秘台の杯、 106はnuである。いずれも底祁ヘラ切り。107はけ磁碗の口紺部1;・。外面には沈線

を蓮t,,文凪に描く。宅町時代のものであり｀小片であることからここでは況人品とみなす。

包含層出土遺物

包含~/1', l追物について括して述べるa このうち｀＇祢4項:\'It後JQ]- 占閉時代前）9]のものに

ついては、岱I噌籍に説明する。

弥生時代後期～古墳時代前期の土器

［安](fig.18. 19: 113-116) 108-114は在地系のもの。108・109はn径40cm程度の中型品、
110・ 111ぱ55cm.f',!度の人:'I~/;',. 沼咽はWさl.O-l.5cmとかなりl'l-めである。112-114は11径

25cm程度のもの。112は外面はハケbl.'11整を施し．底面はレンズ状をなす.113・114は外面に

ククキUを残す

115・116は外米系のもので布留式梵と思われる 115は頸邸くびれ部から,n・線的に伸びる1-,
緑部を持ち、 n柑端部はIIJJ糾（に綾をけつ.Ii~ 部には液状文を巡らす 116は11縁部が内i1'Jし、

..... 

¥7  

ぐ 騨~が切心」i 乙。
20cm 

版 18 俎物包含~'Ill\ I: 追物 I(1/6) 
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fig.23 辺物包含11-!lllI・. 迫物6(1/4) 
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PiJ(.24 迅物包含MIi',t. 追物7(1/3) 

沿沿はやや丸みを岱び.It坪はJlll/f3である。1,/沿には沈線を巡らす いずれも，刈整は｛本部外1!1i

はハケII.f心沿llirf1iはヘラケズ＇）を施す

[i:¥] (Fii:.19: 117. Fii:.20. 21) 118-130・134は(£地系のもQ) 118- 127 · 134は複合n~点

~·:( このうち.118-123・125・127なとU) .•T!I I緑状をなすもQ)の他.124・126はtヽ わゆる＜

の，n形1l htをなし．より ，•;t ヽ様~II をぷす 134は小）tのため心り1確であるが、くの・ト形I,. かか

外,r,iに櫛J/;,i1.Wi文をj,'/j< 128・129・ 131はI.tiI壺のI.I絃部）t
117・130・132ー133・135-1'12は外米系のもの 117は1,i.;1 1 -.'~. プロポーション．＆び休祁

外1fliをハケII.I本部1/i1fliにはヘラケズリを施すなどの，汎整技法のt:ヤ徴より.~ , 勺系、あるいは

その影't~,,にあるものかと忠われる 132・135は災l勾系の ・.,Tcr1, 点t格"132はu紺部外1(11には

櫛船1U~I(文を描き、 1 1緑淵l.l'.l 1fl i · f{[,>,ll外lfiiには刻み II を施す また.130の底部1:・は繁11,系 ・.

ifo ,. ふ紗）ur低什がある 約Iiiには木の倍のIF.Ii-Iが残る. 136-142は1 1 1~会系二，T（I1i点壺 11'1'. 線

的に,,1,びる11け部は.11iftliするもの(137・138).11'(i/. するもの(136・1,10).I村傾するもの

(l:{9・141・142)と1ぶ々である 139はほぼ完形の長顎壺 ，叩；（町MではUill<Iはないが、久保Ill

町 1:-tir!i氾絣"・'l0il'-町'f:11.ケ 'll;('J~が ＇などでりI1-.f~ が知られる 1 36はLl i-€約43cmの大咽品

であるが litぷド沿は突II¥せず.If. 地のものとの折~~クイプか．

［外J(Fi!!.22) 

143-145ばく u>・r11aに屈1111して外）iするIlh!; 活をl 'iつもの。 143 ·1•14のbl:部はややすぼまり

ぎみの丸底となり.145には削I台がつく 146は小'¥!丸Ii~鉢。147は口緑活にrr,1かってすぼまり

に内鮒するもので.,•.i部はff(かに外）iする jヽ18-153はlj[IIむのもの、， 148はやや深め沿形を

なし.b邸Illこ'(li{Lを施す 150は外1hiのn柑部沿部付近までククキ11が残る

l硲年I(Fig.23 : 154-159! 

頃は浅いf,j(部からKきく1111くもの、154はf本部と11仕部の屯が11)1脱であるが.155はやや暖

Ii._になり、より祈しい伯lりをぷす 1 5<1は「巾培ll外面にlt•HU文風のllff文を施す， 156はljil1紺を
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Fig.25 迫物包含)('lit吐追物8(1/2) 

なすもので、端面には刻みHを施す。器璧はかなり}Cf.めである。現在のところ．類例を兄い11',

せてない• 157は汲い1本部からo'c立する「1松祁を/;';つもの。「l籍燐部は平Jりで、 f,j:部との変化

点には二条の細く 低い凸-:;;を巡らし、刻みUを述絞させる.J;f; 部内氏rniは中心より放射状にハ

ケUを施し、さらに,,,心部分にヘラミガキを施す。また.J,f部liilfllより外而全体にJ'tを喰布す

る。頷例には人利 町惣挫迅跡SB2741 31 ,'IU:f~Iなどがあるが、惣沌迫跡出 I:例の11舷沿部がじ：

千外反することより、本flilはこれにやや先行するものかと思われる．

［沼台J(Fig.23 : 160-165) 

160-163は瀬戸内糸硲台に系、，彬を！、rつ(f.地の大1'1沼台• 160-162はf本部中央に沈線による文

様・：；；を持つ。161は四方向にプ,Jf多透しを持つようである。164・165は畿1勾系小型器台。164の脚

部はくびれ部からfiかに外反しつつ,11'i: 線（（・Jに伸びる。

古墳時代後期以降の土器 (fig.24)

166-169は須．恵蕊 168は杯身あるいは晶杯の妬部 1 66は宝珠つまみを持つ杯沿• I本部はか

なりつぶれて平Jりである。169は晶台付杯、 171は熊邸台のJ;f;J.t.170-172は l:Mi蕊 170・171

は1111.172は科台f,tJ和分。いずれも底部ヘラ切り離しである,173・174は出色 t岱B項の椀．

~i;: 面にはヘラ記乃風に沈線を刻む。 175は'li給Cl籍をなす~.磁のIJfi¥部/,,

I: 料',/,・・G製品 (fig.25・26)
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Fig26 辺物包含附出上迅物9(1/3) 

176-181は鉢形の ミニチュア：I.:岱。176-178は「ii呈3.5cm利度のもの。179-181はUii¥5.5-

7.0cm程収のもの。胚部の作りは様々で、 179はやや丸みを帯びた平庇、 180は尖.. ~ ぎみの丸底．

181 は明眼な平底をなす• 182は鋭の I:製桟造品。同様のものは太田本村追跡 IIヌ＇）でも 5-6

II! 紀の旧構(SX65 · S KlOO · S K 1 3I) より出土している。 183は枠状の和~l土製品， 内部に

は径2.0cm柑の穴があるが成形り年の心μ校の股蹄と息われる。184は上製丸玉．一部久す11するが、

11'.ii登は約2.5-3.0cmf,1である.185は土錘。ほぼ完形で．長さ6.5cm.hl大径I.如m,

186・ 187は石錘、 1部は両開緑に切り目を人れるもの、 187はいわゆる"'溝石錘である。188

は敲イi。 及氏1!iiの中央部及び側面に~w痕が認められる• 189-193は砥石．

,l[ J ) 小I.a 譲 「 J:tr1'/,;,ll路J 久保ru•r文化財潤l'I'硯:•;,り第1紀久保IU町牧ff委U会1993

2) kllllil\,.J 「'1'立ヶ ＇出辺跡 1 」 咋11員「文(tUt,Jlt樟l~li'ltJ\4島 H『町枚ff否U会 1993

~) Ul平捻栄編 「紐柁氾粉J 九州横浙(-1動車辺関係涅汝文化lit~掘,'l'W報告，11(11)1990 

<I) Rlalill 「klll.+:H氾跡J ぶr.1•r文化lit濁«111M隣4集．切.«町枚ff姿U会 I睾
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太田本村遺筋3区

Fi~- p L "、il'llり/ft I.Jt!'i Ml lPI Z:!i 
法 1,t (en,) 

船 色 ,11 
閲 r.1

I~ 届り 昂；｝ !flliり1 II if 沿必 ~~ If.
I. 

外 ill1hl Iり沼1fti

10・ I 細 1臨 S KOi Ml. 召 翌 (16.6) (6.4) 細紗↑;,_;iし・ 灰出色 ハケメ ハケメ

2 4939 ヽ•

＾ 
• (21.0) (6.8) ” 

．， 
” ")- ヽ•ナT

3 mo .. 令 " (21.1) (3.4) 紗f/l~fL' . ココナ午 ヨコナデ
4 25-21 1944 ” 心 Ill! (2'J.O) (5,7) ~t;H 介l' 灰l'I色 1・ デ /¥'f J・ナデ

5 324 ．． ＊ l!! (9.41 (5.8) 

＾ 
k色•町炊色 1・デ ハケ，，

6 m S Kl~I ヽ• ャ (:!8.3)111.0l ltP・・;~,i~v /!',~')色 ハケノ ht.I"'うff

？ l09 S K07 tritr., • (M.G) (5.()) 鋼 1<.(1色・；名札色 曇9 へうケズ'I

8 <Ill 鼻9 9嶋 .~ (13.01 (S.、I) 棚紗,~~!し・ 債n色・11111<色 ナデ 會

， m S KO-I 令9 ., (Z'l.o) (4.8) 酎lll・1!11訊9 灰fl色 9ヽタ J•ナデ 9ヽゲ ヽ•ナテ

10 422 SKIO . ル (IQ.I) (4.0) " 黄R色・Iii色 ,.,.』・ゎtデ ヨコ・tデ

II 421 .. ． • Cll.il （↓ 1.0) .. 債n色・illl/(色 ナデ ナデ

ll 411 S K07 

＾ 
壺 119,3) 12.9) 紗~:rv l-li(I色 ハケメ ハケ，ヽ •t-i

13 む』 S KIO ” • (19,5) (3.6) ltfJ・Wl:'!t・ 1/<ff色・'I.県池 4;'" ィ、111

14 426 ＊ • 、湘 (31.4) (<1.2) 澗紗9釘，＂； J,,i(J色 ． 9● 

15 化5 “ ． ~ 116.9) (~.6) ltll• 小!,介し・ 淡J,,fil色 9ヽケ,I ハケメ

16 m “ 
＾ 

• (41.71 (8.3) ●, ¥;I(\色•出仮色 ”キ•117) 9ヽケメ

11-17 寧 11)1S KOO クHZ外 (2:l.2) W.7) itP・'JJl,1:-tじ 黄祖色 ヽヽケJ ヘラナデ

18 瑯 ＊ . V. (18.01 (5.0) 紗r:,含む 9● 9ヽケ）・ナテ ヨコナデ

19 51お ヽ• ‘’ • (2•1.2) (3.7) 紗11•::!lf:tt- 位色 . ．． 
れ） 5100 ． ‘’ ““ 

(25A) (3.9) 砂f出介し・ R色•灰( 1 色 ．． ハケメ

21 5101 曇 . • (20.9) (5.8) ． 位色 ハケノ

2'l 51ぼ ． “ • (31.8) (4.4) ＊ R色・11<(1色 ィ、 •VI ィ• l!J 

23 596 ． ． ＊ (2.S) 囀 贄f1!!・1/;(I色へうミI/キ ハケメ

24 卿 ． “ • (:12.8) (5-5) ＊ It<()色 , ¥7" .I f-Ill 

ぉ 額 ” ” ＊ t4.6) (17.6) 今 ． 鼻• ハケメ

％ 珈 ” 
. • (31.0) (4.4) ・、 貨R色 蛉 ” 

'!7 51(1! “ • 安 (18-2) (4.0l • 情ド色・llilll色 ヽ
＂ 

公 ;111, 

＾ 
“ • (:!O.、I) 16.7) ~Piく:tL・ Jf<i'J色 ., 

29 SIii " ” ＇・ (18.Gl (6.0J ltW.:JIJ:tL' ,l?IQ色 贔 “ 

30 5112 ． “‘ • (3.1.6) (11.9) 灰色

＾ 
％ 

31 5113 " 令 " (30,7) !14.0) • 位色 .. 
＾ ~2 510li ゎ I・ 惰お •·( 15.6) (4.8) ~IH <:'I じ i!(l(l色 ,(, Iりl1,tl-'¥うttl

12•:l;J 14'1 SK09 ヽ .. (25.6) (6.5) 紗l<:'tし・ 松(1色 9島.,(•'/'14- ハケメ

“ 141 “ 
． 9椅 (14.8) （↓ 1.5) . ~',Kl色 ハケ メ イ； '"

35 “” 
5 K 14 が11.r.i;ti (15.4) (、1,6) 紗l<・'.:!"l:iじ ＂ ’’ ナデ

36 25-22 871XMJ32.¥ S K16 ” “ 
12.7 6,7 畠紗P多く ~t· ． ．． ヘラナテ

:l7 呻 143S K09 ． ““ 
(、1.8) 紗,~~ L- n色 " "7 ,I 

瀾 1-11 ” . . (U) 紗P名＜介し “ 1: Iり1 4; lfl 

39 2.ら2:1紺欧(15SKIS I・ 傭沼 .,,. （：氾.8) (13.3) ~P· l ,ftt;• ほ色・貨R色 ハケメ ハケ＂

Tab.2 Ill I: I: 沿似衣}<I 1111 """''""~"- Z: "'" '"ぺ111"令ヽ,.,
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太田木村遺跡3区

品勾
p I. !,\illl• 

1111:Jeb Hi j月z;" 
払 りI (nn) 

If; I: 色 、日
潤繁

祐；｝ ＂はり I I If. 7.1 l,"l l~If 外苫''"'"沿1fii
12--10 000001泣 SKIS I: 傭Iお ；ヽ； (21.6) !11.5) 紗r;rw 位色 9 ケヽメ ハケノ

41 153 . ” • (22.4) (5.0) 鼻曾 灰h色 4、l!J 1, IV! 

、122ふ2,1&lWlll1, S K22 l!! (26.2) Ci2.ll ． 仇員屑色・!ti'!色 ククキ ハケメ
43お岱 畑 1約 . 如 ＂ (7,7) Ul.6) ． !!l色•出灰色 ハケメ へうミガキ
'"' 

161 ” ・ に (153) (G、,I) ” )II 色•灰色 ． ” 
45 162 

＾ 
． • (1,1.9) (4.5) . ． 7? キ ” 

46 166 . ” .~ (10.8) (6.0) ” 貨n色 l\f}..l\7~14 II~ ヽ ヘう辻れ•

、11 Jf,,¥ ． ． 
““ 

(3.3) 紗!l'•;~lj~じ l/<(I色 へうiガキ へうミIIキ

IJ.lg 151 S Kil ~'tl:7J . (6.1) 紗N含L- lii(I色・ta色 ． ,f- 191 
49 145 

＾ 
． ＊ (16.0) (4.2) 細紗I,含む ,'l(f;t色 ハケメ ハケノ

50 147 ＂ I: 陣沼 匁 (16.6) (3.5) 
., 灰（」色 ヨコナデ -1'IVJ 

SI 146 ＊ 令 • 0:1.2) (•1.5) 紗f."t1!1、. 日色 コつナデ へう；ガキ

認 14ll . ． • (5.0) . 1/i(I色・灰(I ヽヽケメ ナデ
53 149 曇9 . ヽ税 (12,7) (5.5) 紗11-"llfl:ll.t n色 へうミガキ 9 ケヽメ
5-1 150 

｀ ＂ 
s~ (4.9) 3.2 潤砂9む ~l' 灰n色 ナデ ナデ

55 219 令 !etliB 椀 Cl6.2l (4.0) ” !.¥¥灰色 ヘラ (tiキ ヘぅミガキ

56 218 ＊ 
＂ (3.0) . 出色•黒灰色 ” 々

57 tl(I 

＾ ” ” 
(6.0) ,. 

!.ti色 ． ． 
岱 221 ” 'liE!tZ.A . (5.3) ＾ 

焦灰色•!IJ色 ” “ 
14-59 訂仮州絃 S 1-:12 )'l;'tl:%; 壺 (19.5) (3.6) 紗り多くfrじ ほ色 9 ケヽノ 9 ケヽ メ

60お.25 窃 ． ． • (24.5) (8.4) 砂杓介I.' )1((1色 ． • 
61 J?I ” “ • (23.5) (!,LI) 紗R名<:'lL・ も ． ナデ
62 ~9-17 9鯛 ヽ .~ (10.0) (4.7) 鼻9 貨日色

＾ “ “お-26 立0 ” ” ． 10.6 G.5 紗r.;介し・ 11(/1(色 . ＂ 
&I 2S-打 333 ” ＊ 笠ヽ 11.9 10.3 ,. 貨日色 ” ” 
65 .9-16 . 今 ,i (13.6) (3.5) 編ゅfv[W 仄債出色 ナデ

＾ (',6 氾3 ” ヽ 安 (13.4) (13.0) 紗9む介む 灰,.色 ハケノ 9 ケヽメ

67 i碑 ” 鼻 • (30.9) (,1.9) 砂R多く3し・ 麻J色•閲｀色 . “ 
68 ~951 ” ． • (21.4) (6.6) 紗杓含む 灰(ii?!,・貨Fll?!. 貪• . 
ゆ 況2 ． ． ” (8.0) ~p名{:ti.・ 灰(1色 ．， 
70 1949 ” I: 傭名； • (15.0) (4.8) " 貨は色 3コ・rデ へうミガキ
71 331 . 外'fl::li 鉢 7.3 3.7 編紗N含む 出灰巳 ブ T .,. デ

n 匹 ． ＊ ^~ 7,6 :i.s ” 貨ほ色 ．^ 
15-7.1 l!il)l S ll06 (18.2) (8.3) 紗杓含じ 灰(I色 ハケメ ハケメ

7•1 m1 . “ ウ (22.7) (8.8) 紗じ多く ~L· I/<(~ 色・'.t!IU色

＾ 
． 

75 4918 ” . 安 (23.8) (5.2) 紗1;介し 灰(I色 - ． 
76 1907 ” ． • (20.0) (S.<I) ” 府］色恨柑色 ナデ ナデ

77 ~919 ” ． • (29.8) (7.』I) 紗R名く合じ 貨出色 ハケノ ハケ メ

i'8 1911 . 
＾ 

• (20.0) (4.9) 砂9む、I.: 灰(1色 ． ヽ•

Tab.2 II', 上土器観察及2
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晶 PL !~ill楕 lb t地dKt),t 
法 :,i (cm) 

船 J: 色 渭
.. ~ 

番り 1111酎｝ Zilt n t・t芯贔;~'f I情 外岱面 11i否面

15-19 如 912S D06 ~'ttZi Ill (18.8) (5.0) ftlv: 多く :"to• 灰褐色•員位色 ハケノ ハケメ

!II 4引 “ I: 帥；；； • (lS.4) (5,7) ” 出Iii色 ナデ ヘ9ケズIJ

81 4914 ． ~'t.tZi 'o: (10.4) (3.7) ” 灰白色 ヨコナデ ヨコナデ

鯰 4笠？ ＊ 

“ 
＾ 

(5.5) 今 . “ “ 
83 4呪S ， ” 今 (5,3) “ 出灰色

＾ 
． 

8l 4蜘 ” . • (11.8) (7.5) 紗粒含む tall! 色 ナデ ナテ

絡 窃 ＊ ” 曳 (6,4) 12.4 砂位名<~む • ヽヽ ヶノ ハケメ

86 4位9 鳥• I: 糾i否

““ 
(5.3) 9.3 砂,~:、（l ． ナデ ヘラナデ

＂ 
4暉 . ~UZI 甕 (、1.2) 5.9 紗N多く介じ li!MI色•閲駄色 ” ナデ

槌 4笠6 “ . <If. (3.3) “ 灰(J色
． 
” 

ざi 4924 • ” 鉢 (9.8) 4.3 砂9む含じ 比灰色 ＊ ． 
知 4961 • ” 'O'. 2.9 3.2 編紗杓含む 淡出色 へうケズり ナテ・

16-笠 90IIOOI;I S 020 ゅ~?.I • (27.0) (IO.I) 紗R多く介じ 灰ll色 t デ tf・ ヘ9以＇り

93 156 ” . • (26.3) (7.3) 紗9む含む わ Iヽケ/ ィ'191

出カ-39Si(IOOlll ” ” ” 5.1 2.9 
今

＾ 
• ． 

96 27-<IS 90000157 “ 今 II! (12.2) (4.IJ 砂R・'1fJ:llJ ” ナデ 17・ ヘ9ヶl'J

91 158 “ “ .;;; (14.8) (3-7) 紗位含む “ 9ヽケメ ハケノ

98 I岱 “ ” • (28.61 (5.2) t,り 良 ” ョコナデ ョコナデ

” 337 “ ” i ~ (25.8) 8.0 砂Iむ介U . ,~'" ハケノ
17•101 Z&29 172 S 021 ” -4' (13.6) 3.8 9.8 " 位色 ナデ ナデ

1位 171 ＊ 

＾ 
(4.4) (8.8) 

＾ 
a、 ． ． 

ill! 113 ＊ ’’ 椀 (14.4) 6.5 (6.8) .. 淡杞色 ” 
． 

IOI 1鉛 ” ” J石 (11.2) 3.2 (5.3) 細紗t,;'t(;• 灰白色 “ 
＾ 1お 茄30 lill ＊ ． • (13.2) 3.3 (8.8) ” ’‘ 

約

＾ 106 168 “ ’ Ill (15.5) 2,5 (13.0) 句 ” “ 
＊ 

107 m ” ,'I磁 椀 (3.0) n良 I佑""'じえ,.'r),-111姐
JS.1118 割 02包含M ~'Lt2i 洟 (41.5) (5.8) 紗!,!•小Ii含じ 灰(I色 Iヽケメ 9ヽケ］、

1119 40I ＂ • • (43.3) (7.7) 

＾ 
今 " "''" 110 401 鼻 今 • (55.9) (17.4) ” 黄紅色 “ n>r ,I 

111 401 “ “ • (56.6) (5.4) ． 灰,,色 •• 
＇` 

112 26-33 ぷ邸m ” • 負 加.7 37.6 9,0 紗fi(含む 出灰色 ＂ ナデ

19,113 zn 心 I:闇沿 • (24.3) (24.2) ” 貨B色・褐灰色 ククキ ． 
Ill m “ 

鼻• . ぉ.7 (31.3) ” .. ゃ ヽヽ ケノ

115 ~ “ 
＾ 

’’ 14.6 (17.1) ” 杭日色 ヽヽケノ へうケズ,,

116 26-3'1 ぬ ” ヽ ’’ 16.3 2•1.5 ． R褐色 ． ． 
117 ~ ” ” 壺 (16.6) (28.0) 

. 貨日色・llllli色 今 ” 
拉113 、T.l5 ． 併tI為 • (44.ll (4.4) ” R 色

．． 

"'"' II~ 4132 ” “ • (24.Sl (3.8) ^~ 蜘 ナ デ ブ・ デ

120 4i$ ” ＊ " (20.0) (6.8) 紗N・')Jlj31f !QIU色 9ヽケ』 ・••tデ . 
Tab.2 /J.¥ I: I: 沿観察必3

ー136-



太田本村遺袴3区

晶 PL 
e,1違柑
1111: 絶t,種別 Zit 

法 1,t (cm) 潤 整

留” lllllli月
胎 .I'. ・ 色 関

11 11. i!1必庇 9活 外沼 1面 内否面

~121 畑 730包:-:tM!l:'t tZI ... (44.1) (4.4) 紗tW/.J' KllU色 ヽヽヶ• メ ,r,'" 
122 打31 “ 

． • (26.3) (5.4) ” 貨但色 9ヽケノ・ナデ ハケI・ナデ

123 4722 “ ． • (22.、I) (5.2) 紺 11・1!出ii・ は出色 ィ'111 ィく '" 

124 4.1<19 ． ． 令 (21.0) (4.6) 紗粒含む 日色 IヽケJ・ナデ ヨコナデ

1お 4720 ． 蜂 • {19$) (5.5) ・、 ‘’ ,f, ,,1 
,i; "' 

1お 4128 “ ． ” (5.7) “ 灰(I色・紅色 ” “ 
m 4-157 ” ． 蛉 119.8) (2.9) 訓紗怜介じ 灰(I色 ヨコナデ ヨコナデ

1捻 4臨 ＊ . • (22.0) (4.G) 砂f~含む R出色 ハケノ ハケノ

129 iroo ” 響 . (以.I) (6.9) 紗ti戌It含じ k「I色 ハケメ
イく'" 

130 2&35 4738 “ tlJl:!i ＾ 
(4.2) (9.4) ゆ,~令む 心 ,f, Iりl ぷ If!

131 杓” ” !l'-'ttZi • (17,I) (5.2) ” ” ナデ ナデ

21-1鯰 4i'll “ t論苔 • (50.0) (lt.O) 釦 ” ハケJ・ナデ ＂ク）・ヘうナf

133 4<151 ” ． • (23.0) (5.5) ． 貨位色 ハケメ ハケメ

134 4n:I ” “ . (4.3) ． 灰~ I色 ナテ＇ ナデ

13.I 磁` ” 響 • (5.7) 紗約.,~はじ 麻:1色•!JIIU色 ハケメ ” 
136 1450 ” 轟 ” (43.2) 00.1) 紗9む含む 貨日色 ” ハケメ

137 、知 今 . • (20.4) (5,4) 
＾ 
. ナデ ナデ

138 4ヽ49 ＊ ． ” (17.51 (10.3) 紗R多く介じ ” . ． 
139 紐 邸 . 崎 ． 10.8 19.2 紗9沢含I.J “ ハケメ ザヘう””
l船 44絡 ＊ ． ” (26.3) (9.9) 妙り多く含む 灰l~I色 ヨコナデ ヨコナデ

Ill 、453 “ • (14.G) (,1.2) n色 " 
.、

,.2 m7 ． ． 肩9 (13.1) (6.2) 紗R含じ 出灰色 ． ， 
22,Jヽ3 蕊 “ 11:U召 鉢 (20.7) 13.S 

. 淡出色 9ヽヶメ ~; 191 

l↓9 'l'/-31 磁 “ ． ‘ (24.2) 12.3 紗f< 多く介(.• 貨ほ色 ‘“ ナデ

115 勿-38 拗 蛉 ． . 16.5 (15.0) 紗粒含し • ． ハケメ
I-Iii 細 ” ” 鼻 12ふ 8.5 ＂ 出灰色 ヽ 1・ デ

117 Zl-39 邸 ． ． ＂ (8.8) 5.5 ． 黄位色 ナデ • 

Ill! 27-10 ” 
＊ ． 15.2 10.2 令 1.(111)色 .,. デ ,,, 年9ヽケ）

119 4~ ” ． .. (25.1) 8.2 ijf/・Ni合じ 貨R色 、． I ケヽメ

l;<I 1719 ” ” ” （泣I) 7.3 ll'II・・im:tt・ ＂ 97キ ナデ

151 、680 “‘ . ” (16.2) (5.8) 紗れ含じ ” ,fヽ，＂ へうナテ

152 4臨 . 心 (25.2) (5.8) IJ>l'l・ 小li:'111 . ハケノ ナデ
153 

一‘“ ＊ ＊ (33.8) 13.4 紗r~介し・ l!'<(I色

＾ 
9ヽケメ

23-l>I m蜘只l “ 轟

““ 
(31.4) (5.0) " j災褐色 ナデ 9ヽケメ

155 4491 峠 ． “ (37.0) (5.Z) l:J,I,. 多く介じ 貨R色 ． ナデ
156 4li2 ” ． ’’ 18.3 (IS.3) 紗粒介む 鳥 ハケメ ” 
157 2&31 271 ヽ ． 鼻• 21.1 18.6 15.2 “ 祖色 ヘラミガキ ヽヽ,;・ヘう:tそ
）関 ≪ii ． ． “ (14.6) (14.2) “ ル• I ケヽメ 9ヽケメ・ナデ

15!1 “捻 ” ” (9.1) (13.6) ” 灰,,色 ｀ 
9ヽV・ヘ9碍そ

Tab.2 111 I: i: 器観察必"
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太田本村遺跡3区

協iPL I.I.ill物 ~IL絶 稚 ),Ja、法 !,I (cm) 、11 位
胎 l心・ 色 ぶ沿り flll畜If 11 it硲ヽ 5Iぼ i1¥ 外 i?l1面 l>i沿1li

注100 釘001ill2U含M ~'tl:71 5カ (5.2) 紗9む含む n出色 へうナデ ナデ•Iヽケ J

ISi •roll • 
＾ 
へ (28.0) (19.0) (31.6) 紗l~·li~tls Wi(I色 ” へうナデ

1/,2 47111 “ 
．． 
” (11.9) (24.0) 紗P・1llf:tu 位R色 J ケヽ メ ハケ I•ナデ

16.'I 知 . . 嶋 (4.2) (29.5) 砂·~合し ” 9 ケヽノ ヨコナデ

161 茄ぷ お1 • ,, ” 7.6 7.5 110.2) 嶋 ,Jj, 位色 へうミガキ ヘ9ナディデ

l~i UV ． 
＾ ^  

8.6 (4.3) “ 灰出色 • ナデ
2-1-166 4709 負 j([!.l(沿 Ii (1.9) ． ． ナデ ． 
lo/ 4713 “ ’’ If (13.4) 8-5 (3.5) 砂l~·li介む 灰'"'色 ． ” 
168 ，畑 ” .. ． (2,6) 砂粒介む 灰 色 . 鼻
11!1 4711 ． • ＊ (2,9) (11.0) ” 灰I.U色

9● . 
li11 出4 ” I: 帥芯 un 9.4 1.8 ． 団色 ． ” 
171 4710 ” ” 心 (11.0) l.6 (S.7) 圃紗れ含む 貨t(t(!), ． • 
li'Z 4712 ” ” ” (2.7) (8.1) ltf;・'l!l・/:tt・ ” 會 ” 
li3 •115 ., !l@tZiB 椀 (1.5) (7.6) 轟• :,¥¥ 色 へうミガキ へう iガキ

li4 •714 . 心 ． (1.6) (6,9) 
＾ ＾ 

.. ． 
11S 4716 ” ,, 磁 “ (2.9) f,1 H Ilul・,`・,fl,-R,,.e 
岱liti 4718 ＂ 11<'ll:;t; ＂； (3.8) 1.8 1111紗·~含し・ 仄出色 ナデ ナザ

in 27-12 四 ,. ” “ (3、8) 2.2 ゆ·~令じ 11<(1色 ．` ” 
!ill 27-13 331) ” ． .. tu) 2.0 、 . • 
179 :128 鼻 ＊ " 6.0 3.8 細紗f~:'t(.• ． や ． 
180 •@I ’’ “ “ (8.1) S.<> 紗ド・li[tl..・ flほ色 ’’ 鼻~

181 1006 ” 
． “ (7.3) 1ヽ.6 紗9む介じ ” • ” 

Tab.2 II', I: l: 公~kll!;-!J;. 5 

晶 PI. Milll舅HIりel.( 沼 1噌 粕 J: 法 1,; km) 色 ,l1 奴 ,'11 ,r, 
笛'}!!II酎I

1紐l 切001931S 006 t 鎖 砂ド少し含む l~ さ(6.0).ffc2.9 灰(I色 持 ナデ

I&% 一ISI}~ れ Ii 躙紗,;含む lfl.9 :.u色 . ＂ 
る182 81001111 <!!~k-l 絞tぶIii,', .. lf4.S. ~! さ1.7 貨位色 n ’’ 
IS3 碑 i坦 ．` ィ渭II:~品 . ！さ(5.J).lfl.1-1.6 紋出色 ff “ 
ISi 27-4• ” ” J.t Ji ” lf.2.7-2.9 灰(1色 ’’ “ 
Iお 加 鴨9 I: 鎌 h 長さ(7.5).lfl.8 .. ’’ 身•

Tab.3 /IU: I: 製品観寮Jぐ
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太田本村遺跡3区

Fi•• PL f,¥.,l柑ill Lit•'< ;?; Hi 汰 1,l （じ111) •ft !, し(g)~Ii•: 番り f!jj£1/ 
16,100 89007511 S 1)20 -l<W,',<蜀）Iとさ(14.5).11!人ji,1(1:り.9).1'/.さ0.8

21;,Jlili 公 687001:!II ~~tM ri鎌 ｝とさ 13.4 、~7.5./'/ さ 2.0 3!0 
is; 盛11細 41$ . 令 ｝とさ8.0』出.6 190 
l絡 SiOO匹 a11, J~ さ(9.4).糾S.U/.さ、1.8 415 

1閲 硲IS ., 碑 . 紙I, 」とさ(17.3).4113.4.I'/.さ1.9 Iお

1911 ,I宏 ． J~ さ7.4.船6.4,1'/さ3.9 265 

191 •I蕊 輌 “ 艮さ(G.7).船(7.2UIさ1ぶ 102 

1笠 ., 公n . . Jiさ12.0.$',は0、 ~,さ3.S 2G2 

l!!I 認19 <1291 " ． J, さ8.2.船4.7.P/.さ1.6 90 

Tab.4 II¥ 1:-l-: 製品 ・(j製，',/,観察J~

N. 結語

ぶiれn:1,(では、 I: な迫けとして溝跡"条・溝!);迫柑：i条.I: 堀14!,~ ・Jl01; I !,Iiが検/JIされ，

迅栴の11.fJQJとしては、仰,,.時代後Jり1終木— ,ljJ(\叶fl: 1iirJm1雌 と ~•iH-'I'-安時代の :11.tlUIに分か

れる．このうち.111 Iぶ］物より弥生時代後191柊 ,/<-,1;J{! II.~代1iiil!HIJV/iに位?If.Iけられるものと

して.s nor, 書20、SKOi・03・04・07・09・JO・IIJ・16・18・22、sE 12がある また、 II¥

I: 迅物はな lヽものの，snosはS1)06と形態 ・I:袖 /j位に頷似点があり．ほぽlo•IIIHり1とろ・えら

れる ，； M'P-H,i妥！り1終-!<-,りJ(lll,V代1j1H9Jの I:沿滋がfにつ l ヽて、，切 ,;1111p,~につ tヽては帷itliY:ヽ"・
l'r→ nn陳部杖につl ヽては fili妬沈炉＇の研究,~~!がある ， ,i.:.~rn,x:における·•;,;亥191の辺悩IllI: 

l盗は．慨ね1舶ll糾年の，1m;1111101 " • 111101 " u,u~; 消がfの惣1~I 』,)"から ，1m;rn• 1りIc(タヶ'l'.ol:)

りI'りするものと息われるが、;l'.lh~/l'ol氾物1/)多くが小即',·である I・・・辺物包合州と ,(li~するこ

とによるiii人品の((./1:もI'想され．迅Iii!!砂の細かな11.rn,決定はl州雅である ．この,.'.!を踏まえた

I: で.1111: 迅物のうち、時IUI的に E体を占めるものからf.11浙するとすれば、弥'I:時代後191終ぷ

Q)ものとしてSKOi・03・01・09・12・14・16. ,1叩11,¥,代1liflりll)Jv([O)ものとしてSK07・10・

18・20・22が学げられ.S IJ05·06につ！ヽては弥't時代後191終 ~,-,'jl(!P.f代 1lifJUI り）ViiO)ll.~JPI船

を与えた！ヽ

会良_,,,安時代に位ii'(付けられるものとしては.SKII・ SD21がある SK IIからは!H色

I・. 岱A・Bf(iO>小片が11¥1:しており．ほぼIOlltt~fしまた S IHI は/1\ 1 : 1 :帥沿より8llt紀前 1~

から9IIU~tifl 1¥と考んられる

Ill I氾物のうち、弥'I,時代後）91終~,- ,,jJ(III.\代 1iiil9JIJJ頒については．辺構 書 迫物包含彬より

煤J'i系.111防系などの外火系 I:滋が11¥I: して¥Iる このうち. 1, 体を占めるのは殺11、J糸I:岱Q)

群である 沿l•f!O)内ぶとしては. ~Jl.j糸 I:硲は売(7・32・43-15・50・80・!l6・J15・I 16). 
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太田本村遺跡3区

9社(117・132-135)、鉢(8・ 10・II).必.t.(.(23).器台(16'1・ 165)に分かれる。また.11!! 公系

上器は摂(92).壺(136-142)がみられる。この他、特徴的な辺物としてSKIll.fl上の渇，'IJ:r.f

がある。 本例は 8 世紀前平にfv.:i'/1-tけられる t師器杯身であり、 r~mlに 「,.,守」の字が描かれ

る。近隣での類例として、 「1・1」の字については．太字府史跡第87次潤在SD2340・11,'I¥上J:師器

坪澁． 「守」については筑後1司府筍44次，irnso 19s04 •> 1111: の須恵芯体に ［守第」の字がみら

れる．

今同の，関在では弥生時代後JOI柊木～古Jtl時代1iiifgHJJ頭、奈良～平安時代の'f;7,';のIH跡が確認

されたが、古J{t時代•I渭lー後期にかけては空白1#1と gえる． このことは、現在までに発揺潤介

が行われた砧“町内における各辺粉の状況とほぼ合致している。しかしながら、当，N在Ix.では

近核する畑1Il辺跡・ /JI・人廟退跡に比ぺ迫構の密度も袷薄であることから集始の緑辺部の感があ

り．氾跡の性格を把糾し?.Iたとは口い難い。，¥l1-ft区内の氾構の分./Ji状況からも、迅跡のセ体は

より北側にあるものと考えられよう．

it 1 >~n,ur, 「J:傭,t,:H;nr*」/,Ii&!町文化Ul!.llt樟陪i1l第7応晶1~•ff'xff委u会 1989

2) ii! 訟1rr ,•,m•tfWli頑前怜の 1忍紺年」 ftt(t\\l:博檜fli!・J)樹棺汎1'f碩究；り第16紀f+.rll.l¥l:hl捨棺・):}Iii航1991

3) 頷ば氏はH涌紺りの Ulllの一繹から ffllflbまでを1、9一様人と し .1'冷J..tにll16するとしている（｛ヽ~! 19911,d J:)

,1 l 1.1.!! 好雄他 「K切u史蹟」関和59年度発ll!iJ.11'1概報 几州歴史n料鮎1985
5)松II.良 [istll<ll'IIU玲」 ｀ぼ155年度兌趾，~ll'f員帽 久ft/米 ,Ji文化財,flfi報i't,'l第26鯰 19S1
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原の町西遺跡

遺跡名：原の町西遺跡（略号HNM) 

所在地：神埼郡千代田町大字境原字七本松
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原の町西遺踪

I. 遺跡の立地と環境

駆の町西迅路がfヽ；・訳する T・代Ill町は.l公大な沖積附地僻である9なf{'Jl野に含よれ、町全絨が

r.:11.°~4 .Om1ifi後の内I!低地となってlヽる 縄文11!/代1l1IUIより始まった(jlり1海の洵退f¥JIIIは、縄文

時代1挽1;床～弥't時代/IM[頃には栢砧4.0mf,J近まで洵/jl線を後退させており，千代IIIPlfJ"'にお

ける生活の収路もほぼ"i,l亥191をi/JJJtとする

縄文11.,代1~101-1::まで澗るものとして、 JEIII~り分U塚・ l:!!.IJH」塚(2)におtヽて夜F成 I:硲が

11',1: して lヽ るが、本格的な集沿の,'I',現は弥'I:時代に人ってからである，｝切：．時代には城厨!Ill.

!Tl f・ 川などju)川の,.,然JJ~!/i~.. あるいは潮ド・描の紗州 1:fこl↓/~ を•I•心とした船Iiが形成される

このうち．弥't時代1)if)りのものとして、,El li~り分H塚 ・,1EIIII: 地ll塚 ・l:i!.IJHl塚 ・l'ml'り神社

氾跡(3)がネげられる 弥'I,時代1j1JgJからi及IOIにかけてもい汰l,f,i;Q)恥落形成は絹絞し. •l • Iり1

には必ぷm1:氾跡 ，人:11!!塚(4). 姉辺跡(7) が、また後期にはド直.rm塚(5)が沼まれる ， t~

に姉H塚では'l• JOhii/ 平に潮る追11'1/から阻鉾・銅剣鋳＇彫が11\t·.して＼ヽ る ,;:, 生時代後101-,';J(!時

代1iiil91にかけては、：.tUI迅！跡(6). !.l\J~ 八本1公迅跡(8)で後）りのi,'IJ跡・ I:城が検I.I¥された他は集

落の数も減少し．栄/~迅跡(9) ·fH( oli栄,~ト!l1滋ぽi跡(LO)など、より1tiに染活の分(Iiが移る

ようである この時期はlti/jの出1:111n戎において多くの応沿が形成され始める頃にあたり、 '"i

＂亥地への仏落の移動も I・分名えられよう

阻(111.~代 l測から奈良時代.'I'安時代前1り1 にかけては迫跡の密度は tl;i\りになり．衛lj•(f.Jに辺

柑・ 追物が確，認されているに過ぎない

"'世にはl,'illlりに沿を盗らせたr.;:i泌比落が各所に形成される "'1J父間の消代例は比較j(,J多く．

姉迅跡 ・!!.¥Jお0跡 ・:,\\ )~ 八木

松迅跡・幻H辺跡・余iJ洒 :

,t,:I公氾翔(II)他各氾蹄で'I'安

時代後191から5信介時代の消 ・

n,-;~~ が検Illされて 1ヽ るが．
瓜落Q)全容を1『lらかにするま

ではギっていない このうち

余ii洒 :本松辺粉では、多く

の大陸紅'j磁・ (I磁の他にJ>1,

Ill窓 ・魚fl窯系の,n恵'IV「11
鉾が多1,¥にll'ol:し. ~t/iの神

！ぷ町姫屯II迅跡. -.111111町I'

q, ~J:. 迅跡と共に、 ''-i地の交易

I. 籟.,.,,..... 
,. J: 鳳月""'
,. ~".,""遍触
•• ALll"' 

..'""""' 
｀．患＇遣昂'... .. ．．畠.,、..., ... 
●, .,.~ 遍舅

9●, ...... ,..,. 

II, 拿江,..... ., ... 

"・ 直,... .. 

13.A-HI, ●鱒遍衿

l'ig.l I, り1辺氾跳分イIii•;{! (l/~0.000) 
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原の町西遺踪

の活兒さが哀える ,H.1t,;mv1にはこれらのJJ;l濠船沼は城祁としての機能を /1 し、）北塚氏の1•湘城

である11'1:Ji城 (l2)・蛤Hhli.などが築かれる

近Jltには．町1ti部の部が述池治に含まれるfillば令駿がIHI藩の所頷となる bi! のlllfV~ 迅

跡の1,frIEするJ辺；iO)l,jl始は．長りり道の戌hj濯にあたるともに． 「佐嘉駅」への＊街辺と「；f

irnim,w祁請i~lllf)」への脇n冠との分岐点にあたる この叶期に関しての迅椙， 迅物は、 本

辺跡の他余iJ洒 ：：本松追跡 ・本村(i,j;:靡迅跡(13)などで/_;:1渭恥＆されているのみである

切！の町州辺蹄は神埼1m―「代llllllfk'r-lf;.b;(•j< I: 本1公に所(fする..mc1メ．．は/1~ 1111をクリークに屈

てられた島状地の西溢部にあたり.JJ/. 況では楼，\·~約3.0mの水Illとなっている(Fig.2) • ,J1ftlえ

の北にはクリークを挟んで,ti ~t切Ill , 東西50mf'I.の島lR地があるが 191泊21年に，i1整された地

簡l::<I"I: ではこの1-li~tの心はもともとひとつであり． ，う1 (tli. 1H011JI .J近でIf.を浪して繋がってい

たことが妓える。この島ix地のすぐ1ti東は．東Jiから延びてきた長い街近が11'(1りにllrれて1tiF 

する部分にあたり．、関代対象地はほぼJJl,b;('fi「に含まれる

Jt I ) 硲,;11!1I久紺 「｛けれ頃渾!>I 岱1,1(( ,> 肥,i.1-11 沖,.~郡 .Jl'o.m,!文化111,員r,fflむ，りli1109史1的i

―
―
 

ロ
ニ
ニ

<lll~ll 
亡コIll匹昭l

fl 
Fig.2 ,111'tlX:I咋潤 (1/2.000)
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原の町西遺跡
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I. ,r,, 灰川色上
2. illl,¥Jした鉄分からなるプロック
3, 灰!.U褐色」：
4. 債灰出色 I:

Fig.4 SD005・006 l-.ll'lt4 (I/ 40) 
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原の町西遺跡

n. 調査の概要

発掘，irnは＃水路f.J設によって掘削を受ける約62m'をu象にtrわれた 検Illされた追構は沿
3 条、 1:1賓 H~ 、 Jt-,1 I J,~、 I.II I・. 迫物としては近ll!U>i;¥J磁悩 .I.: 師沿・瓦質上製品がある ま

た．潤 fi.lべ内の西側約1/3では ． 近世以料にJ'llめ ヽとてたと忠われるク リークのJ•~I:が確絡され

た。以 ドにJl'.11/1/・辺物紺に述ぺる．

1. 遺構 (Fig.3~8) 

SKOOl土嘱 ，,rn 

1>5. 北束隅に位ii'(する。全

体の1/2が，J11'1:Iメ．外であ

り、 'l'1/1iJftはイ"'IIである

況況では， ,tl~t2.2m . 束

~'i I.Imの規校を片ち．深

さは0.Imと汲し、 西1¥tと

抜して.・n針l'l形の,Jヽ'/(
が、認められる 小ブくの,~

は約0.3111. I:~ 底tfliから

の深さ0.25,nである ,'I', 

J:迅物はなし‘•

SK002土嘱 ，,rn 

区mnmに位Viする 和Jfi
形は東西に):釉を持つlfi

1り Jf~をなし．此悼2.lm.

~HIii 1.6m. i',/lさ0.2-

0.25,nである 小央やや

9叶がりに'l'1(1iIi形の小穴

があり.,Jゥ'(I/) ・ii!は約

0.3m、深さは0.4mである、

小クてのすぐ束隕には、炭

化物を含んだ娩~-が0.6X

0.3mの範圃で,i;がる /[¥ 

ー・一•一•ー・ー・ー・ー.__ _,, 一..

I 
(.; 3 _00,~ 

疇饂加~勿伽吻／／属w~--

Fig.5 SKOOI I淋，城 (1/40)

i髯

フ
煉゚I:

L=3.00n1 

~ Im 
Fig.6 SK002 I・. 城 (1/40)
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原の町西遺路

I: 辺物としては．染付 ．瓦'l'tl:浴 ·J:.~li岱の小 ・ 細Ii'が I·数1!.1/l',I:したのみである

SK003土凜 .~1M.1><面束隅に l,'li代する ， 9紺i贈が・部，l1 M.区外に含まれるが.・1'-11fi形はほ

ぼ,El'Iと考えられ.o'(j全1.0-J.Jm.深さは0.05111と汲い。/I',上迅物としては、染付ぷ.,'1磁

椀 ・J{'itI澤 .I: 師沿の,Jヽ・細）iが I・数点ll¥J:した。

SEO O 4井戸 ，~1tt区,, 央，束よりに1,・m する.S 0005とif(複するが1前後lij係は1111らか

ではなく、 IIWしたulf尼代も考えられる．迫椙の東贈、全休の約1/4柑段が潤l'tlK外に含まれ

るが．平1/1iJfクは,H.ltに比袖をj.'/つ閑丸長Ii形と推迫される．現況で南北2.hn、東西1.3mの規がJ

を持ち、森さ約6如 1ヽ 程で洲水したため、完掘はしていない 'f'・ifij形 ・深さより. J~ いと名えら

れる，， I k1 l:Lf1i及びUlk?中より、凶磁沿， 1:r11i硲 ，J,('.f'tI: 乱',,',がII¥I: して(Iる。

S0005, 006, 007溝 (Fig.3.4) S 0005・006は南北方向に.S 0007は東西J;r:,1

に伸びるもので• lヽ ずれも船0.'1-0.Sm

の11'[線（（,Jな消である 、これらは、その杞

; ,V(状況からも述の辺椙である"r能性が
邸＜．区•"i溝としての仕格がクえられる。

このうち， S0005は，聞M.Iえ,,、Jで長さ約

IOmFJが確認されており、北圃は消 (f.l~'.

外から,,,,びてきて.I紺岱ばSD007と11'i - ~ 
L=3.00m 

交するまた.S 1)006はS1)005と約

0.05-0.lmの1111隔をIn!けて1,;1 •Jil!りに9りI

びるが、 .,rn1,<:.1t端より3.6m柑で途ti)

れていか SD007はS0()05をVJる形で

11'(1どし、さらに火へのびるものと与えら

れ．，逍!'tiえ内では長さ約1.9mが確泌さ

れて＼ヽ る．深さはSD005が約0.15111.

S 0006が{(,J0.2m.S D 007が約0.1-

0.3mとやや汲があるものの、いずれも

l厨1!1iJftはほぼ逆台形をなす いずれの溝

からもJり!I:中より多：Kの鉄浮がIll1: して

しヽる

IC'ig. 7 Sk003 I湛~( l/•10)

----. ---. 
゜
ー・一・--0 --- ---
゜

｀ 
。

). 茶出灰色 I:(鉄分を多く含I,•)
II. Ifill(出色I:( • ) 
m. 灰色枯ta o lrn 

Fig.8 SEOO<IJt,1; (1/40) 
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原の町西遺跡

2. 遺物 (Fig.9) 

本迅跡ではSK002・0031: 談、 SE00,1Jt-r•. S D005-007洲よりjl'J物がIll1: している この

うち、溝からは鉄沖のみのIllI: である また.S K002・003 I·.~ からは染M.,'J'磁・1:rili沼・

lil't I: 沿守がIllI: して t ヽるが．いずれも小• 細片であり.l'KI化できるものは1芍無であった よ

，
恕

-~ こ完：

` >,
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Fig.9 SE004 /JI I: 迫物 (t/4)
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原の町西遺跡

協
PL Mill !• 法 1,t (cm) 色 1J'I 
祐り a111切 畠1是且 Hi lll 磁 II It芯 1,・5hを ft 船 釉

1;, 身
J: ぶl

9-I 郎ii♦” 1~ 1:91 磁芯 碗 Iヽ1.1 ,1.9 7. ヽ1• (I色 孔灰l'I色 1/2欠UI

2 泊~” 寧 9.7 3.8 5.1・ • 
＾ 

1/5• 

3 30-11 細 9.5 4.8 4.1・ “ 乳(1色 11,1心
4め12 碑 (8.11 4.0 3.G' 

｀ 
” 3/5 • 

5 30-13 珈 (7.4) :1.7 2.2• ． ” 1/2今
6 細 PJ苫 [II 2.0 ＆炉 昭茶出色 11/lU色 1/611//.iり薗に船I.II

7ゆ14 寧

｀ 
6.4 3.5 5.2 睛ぷ潤色 •1, 茶紺色 1/3欠HI

8 碑 馴 (1.7) li.9 淡,1':lU色 k氾のみlfll!Ul:f.;111

9 31-15 91螂 阻M 磁芯 紐； 3.2 4.<I i.i /111'..1色 nu色 ・え影
IO :11-16 70.1 碗 (8.7) 3.2 <1.3・乳(I色 1/2必欠m
II 102 (8.l) (2.9) (J色 乳(I色 1/5<R{( 

12 31-17 701 (15.3) r,o 5.~ · ． ＊ 1/J • 

14 :11-22 鴎 I: 帥沿 Ill 5.8 1.3 3.8 ほ出色 ・;,,, 影

15 :ll-19 咄 (5.9) 1.:l 3.8 “ I /2lふl欠Ill

16 31-20 叩 (6~l) 1.4 3.5 ，． 1/2残(/

17 31-21 708 5.6 L;l u ' lllj祁1/3欠Ill

I~ iO'J 6..1 1.2 3.0 炊位色 ばぼ完形

19 710 ,. I.I 3.7 灰出色 1/2残II

il,litのうち． ＊は必白If.1 l!f.OJ( )IJ!U1clf.. 芯(.SO>( )はIH/fiiをぷす

阪・IPl.ltl加
fllり 后I}fliはり

1:1•,1氾:,I I噌 別 胎 I: 法 l~km) I色

9-1:q 31-1s1 91仰 1qDIM IJtT! I: 饂 l紗砂珈 Inさ1&6.は12,3.、血I81HU色 Ii~11咽否1!11 ヽ ヽケメ

Tab. I S E 004 ,'I', I: 迅物観t；も＆

ってここでは、 SE004Jl011/I¥ I: 迅物についてのみ述べる

S E004からは I1(1 l:1f1i及び1111(1より. ~\J磁硲 ·l·,llli沼 ・ 瓦'!'ti:製品がII¥I: した他．紙製品

(-tll紙）が検II',されている．

I-ls は l ~l:1/1iからの11\1:。 1-:; は磁沿である ，1は1111で.II憚は開きぎみに ~I.ちI:がり．

11柑部は沿）丈りする 蛇のLllo'ti台であり. ~f,h1には ．本1/)染 9、t線が包り ， 11ilhiに は こ ir!/ilft tゃ

に沿福ヤ銘が人る・文様は見込みに1l1水文. 1AJ 1 fliには' i( 文、外1fiiには~u心j文が也る 2-5は

碗である 2は馴部からllh¥部にかけてほぼI和れに1'(.ち I:がる 見込みには ご，T［の染f,j線 に1ベ

切られる形で1~)(.が描かられ、内外1hiには網II文が施される ，凶台内l面にはIt押風の銘が人る．

3-5は鳥l部から11紺祁にかけて楼やかに誘llllするもので、3は外1/1iに111水文が描がかれる

また， 1 1縁部には焼成11年に沿汁したfj~/ 「OJf,tftがみられる ，1は外1(1iにun文が. 5は1l1水文

が描かれる 6はJ,liil!系のllllの底部である 削,,,'I', しの，¥/j台を1、}ち，緑釉がかかる 見込みに
は）lf,1:11が残る 7 は燭台 ， n~部及び受け沿に鉄釉がかかる，， 託部は糸切り躍しである 8 
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原の町西遺跡

は1111. 沿にJ天釉が残る 腹部より I:を欠いているため沼形はイ191であるが.l'lJf多に打ち欠い

てtfl9111IIに転川しているようである.It~ 沿には1!/,IJ(,trtぶ台の利圏I!が，＆められる他、内l面に

は娩成11.~U渾ね 1」 と［治の溶m;·が残る

9 - I!)ば 111 ~'1•1•からUl/11I: 9 -12は磁沿である 9 (,i小咽U),'/磁i令がでほぼ完形 楼部か

らU紺部にかけて1111きながら :ヽr.ちI:がりII紺池は1勾笥する 1 0- 12 1:1迅 10は~<閲品でf1kJnrt

までで終わっている 外1fliにはlfJ/E散らし文が描かれる IIばU綽部からi松面の ・;liが残るも

の 外面にti'J•~文が描かれる 12は漱鋭である おはぐろIllで. tli1f1iに 1,11りし遊戟l~Iが描かれて

しヽる 13はJil'( l::\t,~/11',である 令:I+にハケIIが施されており，外1fiiは,fj)離が激しい'II給祁に
はミガキを施す このJi'i'tI・. 製品の本来の川近はぷll)jであるが． 全体に水拙れI/iii:の沿と >;・ぇ

られる炭ぷIVげIが品められる 111-19はl:f>li岱の小1111 法1,tはほぼ穿しく.'11・均で1」lis6ぷm.

悶~1,'f, l.3cm. ~~ifc3.ocmに収まる ＼ ヽずれも~~:'4iは糸 l;IJ I) で、 19のみ糸切り後ナデil'i しを if ぅ

m. 結語

今lulの，~·1ftでは、 i,'1/I条.Jl'i; I!,~. I菜 3J,tが確,12されたが`＇↓rn範1111が炊く．また/JII: 

迅物も少りしであ ）ヽたため．氾跡の性格をIIJJらかにするにはややt,1!U不足である。検II¥された迫

l,llのうち.S D005-0071ふ1'Uりに折れる11'(邸 lりな溝であり、 北東側を必＇，浪したIx.両洲と身えら

れるが.11.HUIIこつtヽては心"である 溝と •T(/JJする SEO叫Jl'Iiからは、 1¥¥11滋岱、J・ 鉗illll.J.[ 

Tl I: 閲品などがIllI: した このうち．•え1ft品は t:(i~llll及び ,'/磁fiが0)みで．その他は欠m品で

あり、,t-,,内にIIぽしたものと与えられる Ill J:il'I物の時間はほぼ181収訓I切に位inf,J・けられ．

沿種の内ぶは．碗 ・1111の他、triり11111などの'"-活雑岱がある他 打徴的なものとして，'I磁否炉

(!))や燭台(7)など釘111'1具的な竹：格をuつものが，ばめられる
この他．迅跡の代格を椎し1,しるひとつのf'・lJtかりとして.,i1代I-<の東約I・数mの地点に烙l・i

と息われる（滋物がある 1i(flf1iには 「•I•~四柑／涌髄如徹 !:¥!Il¥iJ. 1tiO!HIOll/1iには 「f(f学1"1第中

辺仕之」の銘文がみられ． 成名や 「修学1"1筍,,,」の文'j<などより .'i'院との1関係が窺え、衣l"Iに

関係する人々によ・＞て紐てられた附侶の岱と忠われるり この経Iiは．その形態より18世紀以

降のものと 杓えられ".Vc¥'JOI的にsE004/II I氾物と1関述するulf臣代がある ，l1fi. 区及びその近

辺には.'fl¥えが(;(f. したとのIりfl,;があり ,S f:004よりII¥I: した釦li1具（（，J忙 Ki を持つ迫物も-!i•院

との1即l辿代をぷ防するものと、rぇょう しかし.19)治22年に，JH登された地iill-<I.,,中には，→↓rn1メ
周辺に；抒院の，：じ叔はなく.191治13年に以リSされた神均,n;村火＂にも位jf1((1に，＇佼‘りするものは兄

'りたらなし》 おそらく ． 近Jlt,1,1り1までにI!!'に 1位'i'となっていたか、ある ！ヽ境~j!船落のK部分が

叫治 7 年( 187が1·•)の佐行の乱におllて娩失した際に、共に失われてしまったのであろうか
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原の町西遺跡
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